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水球 広島市 広島県立広島工業高等学校プール

アーティスティッ
クスイミング 広島市 ひろしんビッグウエーブ（広島市総合屋内プール）

成年男子
広島市
呉市

Balcom BMW 広島総合グランド
ミツトヨスポーツパーク郷原（呉市総合スポーツセンター）

少年男子
広島市

東広島市
広島広域公園第一球技場
東広島運動公園陸上競技場

少年女子 広島市
エディオンスタジアム広島
広島広域公園補助競技場

3 △○ ○ ○ 広島市 広島広域公園テニスコート

4 福山市 芦田川漕艇場

5 △ ○ ○ ○ □ 広島市 広島広域公園第二球技場

6 △ ○ ○ ○ 広島市 コジマホールディングス中区スポーツセンター小体育室

7 △○ ○ 広島市 広島県立総合体育館大アリーナ

競技 広島県立総合体育館小アリーナ

新体操

トランポリン

9 広島市 広島県立総合体育館大アリーナ

10 △ ○ 広島市 広島市佐伯区スポーツセンター

11 △ ○ ○ 呉市
シシンヨーオークアリーナ（呉市総合体育館）
メインアリーナ　サブアリーナ、IHIアリーナ呉

12 △○ ○ □ 広島市 広島翔洋テニスコート（広島市中央庭球場）

13 広島市 マエダハウジング東区スポーツセンター大体育室

14 呉市 鶴岡一人記念球場（呉市二河野球場）

15 岡山県真庭市 蒜山ホースパーク

16 福山市 エフピコアリーナふくやま（福山市総合体育館）

17 △ ○ 広島市 広島県立総合体育館武道場

成年男女・
少年女子 △ ○ ○ 尾道市 御調ソフトボール球場

少年男子 尾道市 御調ソフトボール球場

19 △ ○ ○ 広島市 マエダハウジング東区スポーツセンター大体育室

20 呉市 呉市弓道場

21 △○ ○ 安芸太田町 つつがライフル射撃場

22 △ ○ 広島市 広島県立総合体育館小アリーナ

成男・女子

少年男子

24 △ ○ ○ 府中町 クライムセンターＣＥＲＯ

スラローム
ﾜｲﾙﾄﾞｳｫｰﾀｰ

岡山県岡山市 旭川特設カヌー競技場

スプリント 安芸高田市 八千代湖カヌー競技場

26 △ ○ 安芸高田市 土師ダムスポーツランドサッカー場

27 廿日市市 GLOBAL　RESORT総合スポーツセンター　サンチェリー

28 △ ○ 広島市 広島市安芸区スポーツセンター

29 広島市 広島市南区スポーツセンター

30 東広島市 賀茂ボウル

31 東広島市 広島カンツリー倶楽部西条コース

冬季 32 広島市 ひろしんビッグウェーブ(広島市総合屋内プール)

季
別

№ 競技名

開　催　期　間
開　　催
市　　町

会　　場8/18
（木）

8/19
（金）

8/20
（土）

8/21
（日）

8/22
（月）

本
大
会

1 水泳
8月６日(土)△○～8月8日(月)○

７月17日(日)△○～7月18日(月・祝)○

2 サッカー 8月11日（木）△　8月12日(金)○～8月14日(日)○

テニス

ボート 7月16日(土)△～7月17日(日)○

ホッケー

ボクシング

バレーボール

8 体操

7月30日(土)△～7月31日(日)○

広島市
7月29日(金)△～7月30日(土)○ 広島県立総合体育館大アリーナ

バスケットボール 8月26日（金）△ 8月27日（土）○～8月28日（日）○

ウエイトリフティング

ハンドボール

ソフトテニス

卓　球 8月13日(土)△○～8月14日(日)○

軟式野球 8月26日（金）△ 8月27日（土）○～8月28日（日）○8月２９日（月）□

馬　術 7月1日(金)△ 7月2日（土）○～7月3日(日)○

フェンシング 8月１２日（金）△ 8月１３日（土）○～8月１４日（日）○

柔　道

18 ソフトボール
8月27日（土）△○～8月28日（日）○

バドミントン

25 カヌー
5月13日(金)△～5月14日(土)○

7月16日(土)△～7月17日(日)○

弓　道 7月16日(土)△ 7月17日（日）○～7月18日(月・祝)○

ライフル射撃

剣　道

23

△監督会議　　　　○試合実施日　　□予備日

１１　　　　第第７７７７回回国国民民体体育育大大会会（（特特別別国国民民体体育育大大会会冬冬季季大大会会））中中国国ブブロロッックク大大会会日日程程及及びび会会場場一一覧覧

ボウリング 7月16日(土)△○～7月18日(月・祝)○

ゴルフ 6月22日(水)△ 6月23日（木）○～6月24日(金)○

ラグビー
フットボー

ル

7月23日(土)△～7月24日(日)○

銃剣道

なぎなた

アイスホッケー 12月10日(土)△○～11日(日)○

アーチェリー

空手道

Balcom BMW　広島総合グランド
Balcom BMW　Rugby Stadium

8月25日(木)△○8月27日（土）○～8月28日(日)○

スポーツクライミング

8月27日(土)△○～8月28日(日)○

7月16日(土)△～7月17日(日)○

広島市

1　第77回国民体育大会(特別国民体育大会冬季大会)
中国ブロック大会日程及び会場一覧
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２ 第 77 回国民体育大会（特別国民体育大会冬季大会） 

中国ブロック大会実施要項 

総総      則則    

趣  旨 
  中国地区住民のスポーツに対する関心を高め、スポーツを普及振興することによって、健康増進 

と体力の向上を図るとともに、各県の親善と友好を深め、健康で文化的な生活の確立に寄与すること

を目的とした大会とし、 併せて第 77 回国民体育大会(特別国民体育大会冬季大会)の予選を行う。 
  
主  催   (公財)日本スポーツ協会 
       鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県 
       鳥取県教育委員会、島根県教育委員会、岡山県教育委員会 

広島県教育委員会、山口県教育委員会 
       (公財)鳥取県スポーツ協会、(公財)島根県スポーツ協会、(公財)岡山県スポーツ協会 
       (公財)広島県スポーツ協会、(公財)山口県体育協会 
 
主  管   第 77 回国民体育大会(特別国民体育大会冬季大会)中国ブロック大会広島県実行委員会 

開催県競技団体 
 
共  催   中国地区開催競技団体、中国高等学校体育連盟、中国中学校体育連盟 
       開催地市町、開催地市町教育委員会、開催地市町体育・スポーツ協会 
 
後  援   スポーツ庁 
 
１ 実施方針及び注意事項 

大会は，本大会及び冬季大会とし、第 77 回国民体育大会(特別国民体育大会冬季大会)実施要項によ

るブロック予選競技の種別（種目）とする。また、大会の開催にあたっては、第 77 回国民体育大会

（特別国民体育大会冬季大会）中国ブロック大会における新型コロナウイルス感染防止対策ガイドラ

イン（以下「ガイドライン」とする。）を遵守することとする。 
 
２ 実施競技 

競   技   名 競技数 
○本大会 
水泳（水球・アーティスティックスイミング）、サッカー、テニス、ボート、ホッケー、

ボクシング、バレーボール、体操(競技・新体操・トランポリン)、バスケットボール、

ウエイトリフティング、ハンドボール、ソフトテニス、卓球、軟式野球、馬術、 
フェンシング、柔道、ソフトボール、バドミントン、弓道、ライフル射撃、剣道、 
ラグビーフットボール、スポーツクライミング、カヌー(スラローム・ワイルドウォー

ター・スプリント)、アーチェリー、空手道、銃剣道、なぎなた、ボウリング、ゴルフ 

31 

 

○冬季大会 
アイスホッケー 1 

2　第77回国民体育大会(特別国民体育大会冬季大会)
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３ 会期と会場 
会 期 競 技 名 会場地 

５月 13 日(金)～５月 14 日(土) カヌー(スラローム・ワイルドウォーター) 岡山県岡山市 

６月 22 日(水)～６月 24 日(金) ゴルフ 東広島市 

７月１日(金)～７月３日(日) 馬術 岡山県真庭市 

７月 16 日(土)～７月 18 日(月) 

（この間に実施） 

水泳(アーティスティックスイミング)、 

ボート、弓道、カヌー(スプリント)、 

なぎなた、ボウリング 

広島市、福山市、呉市、 

安芸高田市、東広島市 

７月 23 日(土)～７月 24 日(日) 空手道 廿日市市 

７月 29 日(金)～７月 31 日(日) 体操（競技・新体操・トランポリン） 広島市 

８月６日(土)～８月８日(月) 水泳（水球） 広島市 

８月 11 日(木)～８月 14 日(日) 

    （この間に実施） 

サッカー 

卓球、フェンシング 

広島市、呉市、東広島市、 

福山市 

８月 18 日(木)～８月 22 日(月) 

（この間に実施） 

テニス、ホッケー、ボクシング、 

バレーボール、ウエイトリフティング、 

ハンドボール、ソフトテニス、柔道、 

ソフトボール(成年男子・成年女子・ 

少年女子)、バドミントン、 

ライフル射撃、剣道、 

スポーツクライミング、アーチェリー、 

銃剣道 

広島市、呉市、尾道市、

安芸太田町、府中町、 

安芸高田市 

８月 25 日(木)～８月 29 日(月) 

（この間に実施） 

バスケットボール、軟式野球、 

ソフトボール(少年男子)、 

ラグビーフットボール 

広島市、呉市、尾道市 

12月 10日(土)～12月 11日(日) アイスホッケー 広島市 

※ 会期には監督会議や予備日を含む。 

４ 競技方法 

  各競技別実施要項による。 
 
５ 参加資格、所属県及び選手の年齢基準 

  選手及び監督の参加資格、所属県及び選手の年齢基準は、次のとおりとする。 
なお、参加資格については、「第 77 回国民体育大会参加資格、所属都道府県及び年齢基準等の解釈・

説明」を併せて確認すること。 
【公益財団法人日本スポーツ協会ホームページ http://www.japan-sports.or.jp/ 】 

(1) 参加資格 
ア 日本国籍を有する者であることとするが、選手及び監督のうち、次の者については、日本国 

籍を有しない者であっても、大会に参加することができる。 
(ｱ) 「出入国管理及び難民認定法」に定める在留資格のうち「永住者」(「日本国との平和条約に

基づき日本の国籍を離脱した者等の出入国管理に関する特例法」に定める「特別永住者」を含

む。) 

(ｲ)  少年種別年齢域に該当し、次の要件をいずれも満たす者 

 ａ 「学校教育法」第１条に規定する学校に在籍する学生又は生徒で、大会実施要項で定めた 

参加申込み締切時に１年以上在籍していること。 

 ｂ 「出入国管理及び難民認定法」に定める在留資格のうち、「留学」又は「家族滞在」(中学３ 

年生)に該当していること。 

(ｳ)  成年種別年齢域に該当し、次の要件をいずれも満たす者 

2　第77回国民体育大会(特別国民体育大会冬季大会)
中国ブロック大会実施要項

総　　　則



－ 4 －

 ａ 少年種別年齢域にあった時点において前号(ｲ)に該当していた者であること。 

     ｂ「出入国管理及び難民認定法」に定める在留資格のうち、大会参加時から終了時まで「留学」

に該当しないこと。 

【注】 上記(ｳ)b について、大学及び専修学校等に在籍する成年種別の年齢域に該当する者は、 

「出入国管理及び難民認定法」に定める「留学」以外の在留資格を有する場合も「留学」

と同等に扱う。 

イ 選手及び監督は、所属県の当該競技団体会長（代表者）と体育・スポーツ協会会長（代表者） 
が代表として認め、選抜した者であること。 

ウ 第 75 回又は第 76 回大会（都道府県大会及びブロック大会を含む。）において選手又は監督と 
して参加した者は、次の場合を除き、第 75 回又は第 76 回大会と異なる都道府県から参加する 

ことはできない。 

(ｱ)  成年種別 
ａ 「学校教育法」第１条に規定する学校を卒業した者 
ｂ 結婚又は離婚に係る者 
【注】a 及び b は当該要件発生後、初めて参加する者に限る。 

ｃ ふるさと選手制度を活用する者（別記１「国民体育大会ふるさと選手制度」による。） 

【注】別記３「JOC エリートアカデミーに係る選手の参加資格の特例措置」の適用を受け、 

ふるさと選手として参加する者を含む。 

    d 東日本大震災に係る参加資格特例措置を活用する者（別記５「東日本大震災に係る選手及

び監督の国民体育大会参加資格の特例措置」による。） 
(ｲ)  少年種別 
 ａ 「学校教育法」第 1 条に規定する学校を卒業した者 

 ｂ 結婚又は離婚に係る者 

  ｃ 一家転住に係る者（別記２「『一家転住等』に伴う特例措置」による。） 

【注】a から c は当該要件発生後、初めて参加する者に限る。 

 ｄ JOC エリートアカデミーに在籍する者（別記３「JOC エリートアカデミーに係る選手の参 

加資格の特例措置」による。） 

    e 東日本大震災に係る参加資格特例措置を活用する者（別記５「東日本大震災に係る選手及び 

     監督の国民体育大会参加資格の特例措置」による。） 

エ 選手及び監督の兼任は、同一種別内に限る。 

オ 選手及び監督は、回数を同じくする大会において、冬季大会及び本大会にそれぞれ１競技に 

    限り参加できる。 

カ 選手及び監督は、回数を同じくする大会において、異なる都道府県から参加することはできな

い。 

キ 上記のほか、選手については次のとおりとする。 

(ｱ)   県大会(選考会)に参加し、これを通過した者であること。 

(ｲ)   健康診断を受け、健康であることが証明された者であること。 

ク 上記のほか、監督については公益財団法人日本スポーツ協会（以下「日本スポーツ協会」とい 

う。）公認スポーツ指導者制度に基づく競技別指導者資格を有する者とし、各競技における対象

資格については当該競技実施要項によるものとする。 
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(2) 所属都道府県 

所属都道府県は、当該競技団体が限定する場合を除き、次のいずれかが属する県から選択するこ 

とができる。 

ア 成年種別 

(ｱ) 居住地を示す現住所 

(ｲ) 勤務地 

(ｳ) ふるさと（別記１「国民大会ふるさと選手制度」による。） 

【注】別記３「JOC エリートアカデミーに係る選手の参加資格の特例措置」の適用を受け、ふ 

るさと選手として参加する者を含む。 

イ 少年種別 

(ｱ) 居住地を示す現住所 

(ｲ)「学校教育法」第 1条に規定する学校の所在地（以下「学校所在地」という。） 

(ｳ)  勤務地 

(ｴ) 別記３「JOC エリートアカデミーに係る選手の参加資格の特例措置」に定める小学校の所在 

地 

※「居住地を示す現住所」、「勤務地」、「学校所在地」のいずれかから参加する場合は、2022 

年 4 月 30 日以前から大会終了時(2022 年 10 月 11 日)まで、引き続き当該地に、それぞれ居

住、勤務、又は通学していなければならない。ただし、次の者はこの限りではない。 

[成年種別] 

ａ 別記４「トップアスリートの国民体育大会参加資格の特例措置」の適用を受ける者 

ｂ 別記５「東日本大震災に係る選手及び監督の国民体育大会参加資格の特例措置」の適用 

を受ける者 

[少年種別] 

ａ 別記２「『一家転住等』に伴う特別措置」の適用を受ける者 

ｂ 別記４「トップアスリートの国民体育大会参加資格の特例措置」の適用を受ける者 

ｃ 別記５「東日本大震災に係る選手及び監督の国民体育大会参加資格の特例措置」の適用

を受ける者 

(3) 選手の年齢基準 

ア 選手の年齢基準については、下記を原則とする。 

(ｱ)  成年種別に参加する者は、2004 年４月１日以前に生まれた者とする。 

(ｲ)  少年種別に参加する者は、2004 年４月２日から 2007 年４月１日までに生まれた者とす 

る。  

(ｳ)  年齢を区分している種別へ参加する者の年齢計算は、2022 年４月１日を基準とする。 

   イ 日本スポーツ協会が特に認める場合は、上記アにかかわらず、競技ごとに年齢区分を設定す 

ることができる。ただし、年齢の下限は中学 3 年生（2007 年４月２日から 2008 年４月１  

日までに生まれた者）とする。 

(4) 前記の各事項に疑義のあるときは、日本スポーツ協会及び当該競技団体が調査・審議の上、 

  日本スポーツ協会がその可否を決定する。 

 

 



－ 6 －

別記１【国民体育大会ふるさと選手制度】 

１ 成年種別年齢域の選手は、国民体育大会開催基準要項細則第３項〔国民体育大会開催基準要項 

第８項第 1号及び第 10 項第４号（参加資格及び年齢基準等）〕に基づき、下記のいずれかを拠点と  

した都道府県から参加することができる。 

(1) 居住地を示す現住所 

(2) 勤務地 

  (3) ふるさと 

２ 「ふるさと」とは、卒業小学校、卒業中学校又は卒業高等学校のいずれかの所在地が属する都道

府県とする。 

ただし、JOC エリートアカデミーに係る選手については、別記３「JOC エリートアカデミーに 

係る選手の参加資格の特例措置」第３項により取り扱うものとする。 

３ 我が国の競技力向上を支援する観点より、日本国籍を有する者及び「永住者」については、日本 

 における滞在期間に関わらず、本制度を活用できるものとする。 

４ 「ふるさと選手制度」を活用し参加を希望する選手は、予め所定の方法により「ふるさと」を登 

録しなければならない。なお、一度登録した「ふるさと」は変更できないものとする。 

５ 「ふるさと」から参加する選手は、国民体育大会開催基準要項細則第３項－(1)－1)－③（国内 

移動選手の制限）に抵触しないものとする。 

６ ふるさと選手制度の活用については、原則として、１回につき２年以上連続とし、利用できる回 

数は２回までとする。 

７ 参加都道府県は「ふるさと選手」を別に定める様式、方法により、当該大会実施要項で定めた参 

加申込締切期日までに、日本スポーツ協会宛に提出する。 
 

別記２【「一家転住等」に伴う特例措置】 

転校への特例 

１ 次の内容をすべて満たすことにより、国内移動選手の制限（国民体育大会開催基準要項細則第 

３項－(1)－1）－③）（国内移動選手の制限）に抵触しないものとする。 

(1)  この特例の対象は、「少年種別」への参加者に限る。 

(2)  本特例を受けることができるのは、一家転住等やむを得ない理由に限ることとする。 

なお「一家転住等」とは概ね次のことを言う。 

ア 親の転勤による一家の転居 

イ 親の結婚、離婚による一家の転居 

ウ 上記以外に、やむを得ない理由による一家の転居 

(3)  転居した時点に応じて、以下の手続きを終了していること。 

ア 本特例を受けようとする参加者は、下記２(1)の場合は転居元、下記２(2)の場合は転居先が 

属する都道府県体育・スポーツ協会及び都道府県競技団体に対し、その旨報告すること。 

イ 報告を受けた都道府県体育・スポーツ協会及び都道府県競技団体は、下記２(1)の場合は転 

  居先、下記２(2)の場合は転居元が属する都道府県体育・スポーツ協会及び都道府県競技団体 

に対し、その旨報告し了承を得ること。 

２ 本特例を受ける当該大会において、参加することができる都道府県は以下のとおりとする。 

(1)  転居した時点において、以下に該当する場合は転居元が属する都道府県から参加することが
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できる。 

ア 転居先が属する都道府県の代表が既に決定している場合 

イ 当該参加者が、転居元が属する都道府県の代表として既に決定している場合 

ウ 当該参加者が、転居元が属する都道府県の代表選考過程にある場合 

(2) 転居した時点において、以下に該当する場合は転居先が属する都道府県から参加することが

できる。 

ア 転居元が属する都道府県において、当該大会における都道府県代表の選考が開始されていない

場合 

 
別記３【JOC エリートアカデミーに係る選手の参加資格の特例措置】 

   公益財団法人日本オリンピック委員会が実施する「JOC エリートアカデミー」に係る選手のうち、 

下記１に該当する者については、国民体育大会開催基準要項細則第３項〔国民体育大会開催基準要項

第８項第１号及び第 10 項第４号（参加資格及び年齢基準等）〕及び別記１「国民体育大会ふるさと

選手制度」に関し、次の２～４の特例を適用する。 

１ 対象者 

(1) 少年種別年齢域の選手で JOC エリートアカデミーに在籍する者 

(2) 成年種別年齢域の選手で JOC エリートアカデミーを修了した者、または同アカデミーに在籍 

する者 

２ 少年種別年齢域の選手の所属都道府県 

本特例第 1 項－(1)に定める少年種別年齢域の選手は、その所属都道府県について、国民体育大会

開催基準要項細則第３項－(1)－2）－②に定める「居住地を示す現住所」、「学校教育法第１条に規定

する学校の所在地」、「勤務地」のほか、卒業小学校の所在地が属する都道府県を選択することができ

る。 

なお、同アカデミーへの入校時において小学生であった場合には、入校する直前まで通学していた

小学校の所在地が属する都道府県を選択することができる。 

３ 成年種別年齢域の選手の「ふるさと」 

  本特例第１項－(2)に定める成年種別年齢域の選手は、別記１「国民体育大会ふるさと選手制度」 

第２項に定める卒業小学校、卒業中学校又は卒業高等学校のいずれかの所在地が属する都道府県のほ

か、同アカデミーでの入校時において小学生であった場合には、入校する直前まで通学していた小学

校の所在地が属する都道府県を「ふるさと」とすることができる。 

４ 国内移動選手の制限に係る例外適用 

本特例第１項－(1)に定める少年種別年齢域の選手が前回の大会（都道府県大会を含む）と異なる

都道府県から参加する場合、国民体育大会開催基準要項細則第３項－(1)－1)－③（国内移動選手の制

限）に抵触しないものとする。 

【注】 本特例第１項－(2)に定める成年種別年齢域の選手については、国民体育大会開催基準要

項細則第３項－(1)－1)－③（国内移動選手の制限）の規定に従い取り扱うものとする。 

 

別記４ 【トップアスリートの国民体育大会参加資格の特例措置】 

  我が国の競技力向上を支援する観点より、一定の競技力を有する選手に対して、「トップアスリートの 

 国民体育大会参加資格の特例措置（以下「本特例」という。）を下記のとおり定める。 
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 １ 特例の対象となる選手 

   本特例の対象となる選手は、下記の条件のいずれかを満たす者とする。 

  (1) 第 32回オリンピック競技大会（2021年・東京）に参加した者 

  (2) 2022 年４月 30 日時点で、下記のいずれかに該当し、各中央競技団体が本特例の対象として認め

た者 

ア JOCオリンピック強化指定選手 

   イ 各競技（種目）における国内ランキング上位10位以内の者 

   ウ 中央競技団体が定めた強化指定選手 

※ 強化指定ランクについては、各競技における全日本選手権大会入賞レベル以上のカテゴリーを  

 対象とする。 

 ２ 特例の内容 

  (1) 予選会の免除 

     本特例の対象となる選手については、都道府県予選会及びブロック大会を経ずに国民体育大会本

大会に参加することができるものとする。ただし、ブロック大会実施競技種目・種別においては、

当該都道府県代表選手又はチームがブロック大会に参加し、本大会参加枠を獲得している場合とす

る。 

  (2) 資格要件（日数要件の緩和） 

     本特例の対象となる選手が所属都道府県として「居住地を示す現住所」又は「勤務地」を選択す

る場合は、日数に関する要件を定めないこととし、以下のとおりとする。 

ア 居住地を示す現住所 

  次の要件のいずれも満たすものとする。 

 (ｱ) 2022 年 4月 30日以前から大会終了時(2022年 10月 11日)まで引き続き、住民票記載の住

所に存する都道府県において生活している実態があり、当該都道府県以外（海外を含む）に

おいて生活している実態がないこと。 

   なお、生活の実態については、下記要件により判断する。 

a  自ら所有する住居、又は自らの名義で住居を賃借していること 

b  当該住居に生計を一にする家族と共に住んでいること 

c  当該住居の水道光熱費など費用を自ら負担していること 

d  当該住居に主要な家財道具が存すること 

     (ｲ) 合宿、試合等により当該都道府県外で活動を行う場合、当該都道府県を移動の起点として

いること。 

    イ 勤務地 

      次の要件をいずれも満たすものとする。 

     (ｱ) 2022 年 4月 30 日以前から大会終了時(2022 年 10 月 11 日)まで引き続き、雇用主と雇用契

約を締結した上で、当該都道府県内に存する雇用主の会社や事業所等に現実に通勤し、勤務

していること。 

     (ｲ) 当該都道府県内で、競技普及活動等の事業に参加すること。 

 ３ 国内移動選手の制限 

   本特例の対象となる選手の国内移動選手の制限については、国民体育大会開催基準要項細則第３項－ 

(1) －1)－③のとおりとする。 
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別記５【東日本大震災に係る選手及び監督の国民体育大会参加資格の特例措置】 

１ 特例の対象となる被災地域都道府県 

   震災による被害状況及び影響等を総合的に勘案し、青森県、岩手県、宮城県、福島県、茨城県、千葉

県の６県を本特例の適用対象となる被災地域都道府県（以下「特例対象県」という。）とする。 

   なお、特例対象県以外の都道府県において対応が必要となった場合は、個別に取り扱うこととする。 

2 特例の内容 

(1)  特例対象県を所属都道府県とする場合の要件緩和 

 以下の選手及び監督は、「居住地を示す現住所」、「学校所在地」又は「勤務地」の各要件を満たし

ていなくとも、当該特例対象県から参加することができる。 

【特例の対象者】 

被災地域から避難等、災害の影響によるやむを得ない事情によって、当該特例対象県における「居

住地を示す現住所」、「学校所在地」又は「勤務地」の各要件を満たすことができなくなった者。 

ただし、以下の事項のいずれにも該当していること。 

ア 2011年３月11日（震災発生時）時点において、当該特例対象県内に居住又は勤務していた者。

もしくは当該特例対象県内の「学校教育法」第１条に規定する学校に在籍していた者であること。 

イ 災害が発生しなかったと仮定した場合、2022 年４月 30 日以前から各競技会終了(2022 年 10

月 11日)まで継続して当該特例対象県を「居住地を示す現住所」、「学校所在地」又は「勤務地」

とする要件を満たしていたと合理的に推測される者であること。 

(2) 避難等による移動先の都道府県を所属都道府県とする場合の要件緩和 

ア 被災地域からの避難等により、当該特例対象県と異なる都道府県に移動した以下の選手及び監 

 督については、移動先の都道府県から参加することができる。 

なお、この場合、第75回及び第76回大会に当該特例対象県から参加していても、国民体育 

大会開催基準要項細則第３項－(1)－1)－③（国内移動選手の制限）には抵触しないものとする。 

【特例の対象者】 

   被災地域からの避難等、災害の影響によるやむを得ない事情によって、当該特例対象県から移 

動せざるを得なかった者。 

ただし、以下の事項のいずれにも該当していること。 

(ｱ) 2011 年３月 11 日時点において、当該特例対象県内に居住又は勤務していた者。もしくは

当該特例対象県内の「学校教育法」第１条に規定する学校に在籍していた者であること。 

(ｲ) 移動先の都道府県を「居住地を示す現住所」、「学校所在地」又は「勤務地」とする要件を

満たしていること。 

なお、移動が生じた時期が2022年４月30日以降の場合は、移動先の都道府県の予選会開始

までに要件を満たしていることとする。 

     【注】「居住地を示す現住所」及び「学校所在地」として参加を希望する者については、当該自

治体への住所に関する届出又は学籍に係る要件を満たしていなくとも、それに準ずる公的な証

明書類を提出でき、かつ移動先の都道府県に居住あるいは進学している実態を有していると日

本スポーツ協会が認めた場合、移動先の都道府県から出場することができる。 
イ 本項アを適用して避難等による移動先の都道府県から第76回大会又は第77回大会に参加した

者が、2023 年開催の特別大会において、以下のような震災に係る理由により再度都道府県を移

動して参加する場合は、国民体育大会開催基準要項細則第３項－(1)－1)－③（国内移動選手の
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制限）には抵触しないものとする。 

＜例＞ ○ 避難先を離れ、当該特例対象県に戻る場合 

○ 避難先を離れ、他の都道府県を「居住地を示す現住所」、「学校所在地」又は「勤務 

地」とする場合 

○ 他の都道府県に避難先を移す場合 

(3) 避難等による移動先の属する都道府県において学校を卒業した場合の「ふるさと」選択要件の緩 

和 

避難等による移動先の属する都道府県において小学校、中学校又は高等学校を卒業した者が、成年

種別年齢域に達した際、「国民体育大会ふるさと選手制度」を活用して参加する場合、以下のいずれ

かを「ふるさと」として登録することができる。 

ア 卒業小学校、卒業中学校又は卒業高等学校の所在地 

イ 災害の発生した時点で在籍していた小学校、中学校又は高等学校の所在地 

なお、本特例を適用して上記イの学校所在地を「ふるさと」登録した場合についても、卒業小学

校、卒業中学校又は卒業高等学校の所在地を「ふるさと」とする場合と同様、一度登録した「ふる

さと」は変更できない。 

【特例の対象者】 

    2011 年度から 2012 年度(小学校は 2015 年度)までに、避難等による移動先の属する都道府県に

おいて小学校、中学校又は高等学校を卒業した者。 

 
６ 表  彰 

  第 77 回国民体育大会(特別国民体育大会冬季大会)中国ブロック大会会長名で、各実施競技の各種

別及び各種目の第１位から第３位までに表彰状を授与する。 
 
７ 参加申込み及び参加料 

(1) 各県競技団体は、所定の Web ページ（国民体育大会中国ブロック大会受付窓口）にアクセスし必

要事項を入力の上、所属県体育・スポーツ協会を通じて、定められた期限までに申込み手続きを完

了すこと。（公印は省略とする。） 

【申込み URL https://jspo-entry.japan-sports.or.jp】 

(2) 参加申込み手続き時に、ふるさと選手制度に該当する選手が出場する場合は、競技団体ごとの「ふ

るさと登録一覧表（ふるさと登録）」もアップロードすること。 

(3) 第 77回国民体育大会(特別国民体育大会冬季大会)中国ブロック大会広島県実行委員会事務局(以

下実行委員会事務局という。)は、広島県の実施競技団体に参加申込情報を提供する。 

(4) 参加料は、選手、監督、本部役員一人あたり 1,000 円とし、８に示した期限までに指定の口座に

納入すること。 

(5) 参加料については、納入後の払い戻しはしない。 
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８ 参加申込期限並びに参加料納入期限 

(1)  参加申込期限 

競技名 参加申込み期限 

カヌー(スラローム・ワイルドウォーター) 令和４年５月２日（月） 

ゴルフ 令和４年６月３日（金） 

馬術 令和４年６月 10 日（金） 

水泳(アーティスティックスイミング)、 

ボート、弓道、カヌー(スプリント)、 

なぎなた、ボウリング 

令和４年６月 24 日（金） 

空手道 令和４年７月１日（金） 

体操 令和４年７月８日（金） 

その他の競技、本部役員 令和４年７月 15 日（金） 

【冬季】アイスホッケー 令和４年 11 月 18 日（金） 

(2) 参加料の納入 
第 77 回国民体育大会中国ブロック大会の参加料については、各県体育・スポーツ協会が取りま

とめて、令和４年 7 月 22 日(金)までに次の納入先に振り込むこと。 

なお、冬季競技については、参加申込みと同時に納入すること。 

 

[納 入 先] 第 77 回国民体育大会中国ブロック大会広島県実行委員会 会長 神出
じんで

 亨
とおる

 

[振込口座] 広島銀行 県庁支店 普通預金 №０７１４２７５ 

 
 

９ 参加選手・監督の交代（変更）及び棄権について 

(1) 参加申込み後の選手・監督交代(変更)・棄権は、特別な事情がない限り認めないものとし、交

代（変更）・棄権を認めるか否かについては、当該競技団体の判断によるものとする。 

(2) 特別な事情で選手・監督交代(変更)・棄権をする場合には、実施要項総則及び当該競技団体実

施要項を参照し、交代(変更)する選手・監督と参加資格等を確認した上で、別に定める交代(変更)

届・棄権届の原本と添付書類(診断書等)を当該競技団体の定めに従い提出すること。 

なお、添付書類(診断書等)の有無については、当該競技団体の定めによること。 

(3) 交代(変更)届・棄権届提出時に公印(会長印等)を捺印し提出することが困難な場合には、当該

県体育・スポーツ協会担当者及び当該県の競技種別(種目)における監督の署名及び捺印による提

出を認める。 

(4) 交代(変更)届・棄権届の提出があった、当該競技団体責任者は、速やかにその届け及び添付書

類(診断書等)の写しを実行委員会事務局へ提出すること。 

(5) その他、競技団体により別の定める事項がある場合はそれに従うこと。 

 

10 各県共催負担金 
  各県共催負担金の納入は、令和４年 5 月 27 日(金)までに、８に示した納入先に納付すること。 

  なお、納入については別途通知する。 
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11 宿泊申込 

  広島県実行委員会から示された様式に基づき必要事項を入力後、別に定められた期限までに参加申 

込みと同時に申込むこと。 

その他、宿泊に関することは宿泊・弁当要項参照のこと。 

12 各県選手団本部役員及び視察員 

(1) 各県選手団本部役員は、団長・副団長・総監督及び総務とし、20 名以内とする。 

ただし、冬季大会については５名以内とする。また、他に５名以内の顧問を設けることができる。 

(2) 視察員は、若干名とする。 

 

13 参加章の交付 

  参加章は、大会に参加した各県選手団本部役員、監督及び選手に交付する。 

 

14 参加上の注意 

 (1) 各県選手は、競技に際し所属県名を明示したユニフォームを着用しなければならない。 

 (2) 各県の責任者において、全参加者の健康状態を十分に把握し、事故のないよう配慮すること。 

 

15 開始式等 

  開始式等を実施する場合は、ガイドラインに従い行うこととする。 

 

16 プログラム編成会議・組合せ会議 

(1)  関係競技団体と実行委員会との責任において、プログラム編成会議を開催する。 

(2) 組合せ会議の日程・会場は、各競技団体から別途連絡する。なお、会議に出席する代表者の旅費 

は、関係団体の負担とする。 

 

17 大会記録本部 

  大会記録本部は、実行委員会事務局内に設置する。 

 

18 国民体育大会参加者傷害補償制度 

  日本スポーツ協会及び都道府県体育・スポーツ協会は、国民体育大会参加者に対する社会的責任体

制を整えるとともに、大会参加者の相互扶助の精神に基づいた補償制度として大会参加者による国民

体育大会参加者傷害補償制度を運営する。 

(1) 本制度の対象となる参加者は、ブロック大会及び本大会に参加する本制度給付規定に定められた 

選手、監督、選手団本部役員(顧問を含む)、視察員並びにその他選手団役員とする。 

（2）大会参加の都道府県体育・スポーツ協会は、国民体育大会参加者傷害補償制度の対象となる参加 

者数に応じた制度負担金（一人あたり 1,000 円）を日本スポーツ協会に納入する。 

 

19 その他 

(1) 参加申込書・参加料及び宿泊申込書が定められた期限までに指定場所に届かない場合は、理由 

のいかんを問わず、大会の参加を認めない。 

 (2) その他の事項については、国体開催基準要項及び同細則による。 
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(3) 大会開催中の不測の事態(天災・J アラート・緊急事態宣言等)が発生した場合、主催者等の指示

に従うものとする。 

(4) 参加申込みにより本実行委員会が知りえた個人情報は、第 77 回国民体育大会(特別国民体育大

会冬季大会)中国ブロック大会開催・運営に係る場合にのみ使用し、それ以外の目的では使用し

ないものとする。(日本スポーツ協会個人情報保護方針並びに日本スポーツ協会個人情報保護規

定に準ずる) 
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３ 各競技実施要項 

（（１１））水水泳泳競競技技（（水水球球）） 

 

１ 期 日  2022 年８月６日（土） 監督会議 公式練習 競技１日目 

       2022 年８月７日（日） 競技２日目 

       2022 年８月８日（月） 競技３日目 

 

２ 会 場   広島県立広島工業高等学校プール 

              〒734－0001 広島県広島市南区出汐２丁目４番 75 号 

              電話：082－254－1421 

 

３ 種別及び参加人員 

種  別 本大会出場数 監督 選 手 参加県数 計 備     考 

少年男子 ２ １ 11 ５ 60 混成・単独いずれでもよい 

女子 １ １ 11 ５ 60 混成・単独いずれでもよい 

  ＊交代要員は本大会に準ずる。申し込み時に予備登録をすること（４名まで） 

 

４ 競技上の規定及び方法  

〇競技規則 公益財団法人日本水泳連盟水球競技規則によるもののほか、次による。 

（１）試合方法 各県総当り、リーグ戦とする。 

勝ち点制とし、４Ｐでの勝者に３点、敗者に０点、引き分けの場合は４Ｐ終了後ＰＳＯを実施 

し勝者に２点、敗者に１点を与え、合計勝ち点の多いチームを上位とする。なお、棄権の場合は、

そのリーグの最下位とする。勝ち点が同点の場合は、次の方式で順位を決定する。当該チーム同

士の、①対戦成績 ②得失点差 次に対象チーム以外の最高順位チームとの、③得失点差 ④総得

点 それでも順位が決定しない場合は次順位のチームに対する、⑤得失点差 ⑥総得点 それでも順

位が決定しない場合は、再度⑦ＰＳＯで順位を決定する。 

※ 但し、３チーム以上が同勝ち点になった場合、対象チームが２チームに減った時点で①に戻 

り順位を決定する。※得失点差、得点で順位が決定しない場合、上位１チームのみ順位を確定

し、残りチームは①に戻り順位を決定する。※勝ち点が２組以上で同点チームのある場合は、

上位の組から順位を決定する。もし、順位を決定できない場合は、リーグ全体結果を順位決定

に用いる。 

 

（２）タイムアウト  

１試合につき２回までとする。（１ピリオドに２回請求しても可） 

 

（３）競技時間 

試合 第 1 ﾋﾟﾘｵﾄﾞ 休憩 第 2 ﾋﾟﾘｵﾄﾞ 休憩 第 3 ﾋﾟﾘｵﾄﾞ 休憩 第４ﾋﾟﾘｵﾄﾞ 

時間（少年男子） ８分 ２分 ８分 ３分 ８分 ２分 ８分 

時間（女  子） ５分 ２分 ５分 ２分 ５分 ２分 ５分 

3　各競技実施要項
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（４）ボール 

  ア 少年男子・・・日本水泳連盟一般男子公認球 

  イ 女  子・・・日本水泳連盟一般女子公認球 

 

（５）選手交代 

エントリーできるのは 11 名までとする。第２の GK は、No,11 とする。No,11 は試合中に 

フィールダー用と GK 用の帽子を変更して試合参加することができる。GK No,1 と No,11 がプ 

レイできない状態となった場合には、第 3 の GK は No,11 の帽子を使用する。その他交代に関

する規定は 13 人制ルールに準じる。 

 

５ 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準    実施要項総則５による。  

 

６ 参加選手・監督の交代（変更）及び棄権について  実施要項総則９による。 

 

７ 表    彰  実施要項総則６による。 

 

８ 参加申込方法  実施要項総則７による。 

 

９ 参  加  料  実施要項総則７、実施要項総則８による。 

 

10 宿泊申込方法  実施要項総則 11 による。 

 

11 そ の 他 

（１）監督会議 2022 年８月６日（土）13：00～ 

広島県立広島工業高等学校 視聴覚室 

（２）各県選手は、競技に際し所属県名を明示したユニホームを着用して参加すること。 

（３）各県の責任者において、全参加者の健康状態を十分に把握し、事故のないよう配慮すること。 

（４）公式練習時間の割り振りを行う。（会場：広島工業高等学校プール） 

（５）各県参加チームは、帯同審判を１名派遣すること。 

（６）女子の試合形式等はチーム数によって変える。 

（７）問い合わせ先 

   （一財）広島県水泳連盟 水球委員会：岡本 篤 

    〒731-5138 広島市佐伯区海老山南２-２-１（広島なぎさ高等学校内） 

    電話：082－921－2137 ＦＡＸ：082－924－3020 
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水水泳泳競競技技（（アアーーテティィスステティィククススイイミミンンググ））  

 
１ 期 日 2022 年７月 17 日（日）～18 日（月・祝）２日間 

種   別 ７月 17 日（日） ７月 18 日（月・祝） 

少年女子 テクニカルルーティン競技 フリールーティン競技 

 

２ 会 場 競技会場・練習会場 ひろしんビッグウェーブ 50m プール 

                広島市東区牛田新町１丁目８－３  ℡ 082－222－1860 

 

３ 国体種目及び参加人員（予定）  

種   別 種 目 国体出場県数 監 督 選 手 
少年女子 デュエット ３ 

（中国・四国） 
１ ２ 

 

４ 競技方法 

  2022 年度（公財）日本水泳連盟アーティスティックスイミング競技規則による。 

  テクニカルルーティン規定要素はジュニア版を実施する。 

（１）テクニカルルーティン ２分 20 秒 増減 15 秒 

（２）フリールーティン   ３分    増減 15 秒 

   陸上運動は 10 秒以内とする。ともに使用曲は、CD の最初に 1曲録音する。 

   所定のラベルに氏名・県名を記入のこと。 

 

５ 参加資格所属県及び選手の年齢基準 

  総則５に定めるもののほか、次による。 
（１）選手は 2022 年度（公財）日本水泳連盟登録者であること。 

（２）生徒（高等専門学校を含む）は学校所在地から参加し、第１学年を除き在学１年未満の者は参 

加できない。また種別を問わず、同一学年での参加は１回とする。 

   生徒以外の少年は、居住地を示す現住所の都道府県からそれぞれ参加する。 

（３）選手の年齢基準 

  選手は 2004 年 4 月 2日～2008 年 4 月 1 日に生まれた者とする。 

（４） 監督は公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認水泳コーチ１、 

公認水泳コーチ２、公認水泳コーチ３、公認水泳コーチ４、または公認水泳教師、公認水泳上 

級教師、公認水泳指導員、公認水泳上級指導員のいずれかの資格を有するものとする。 

 

６ 選手・監督の変更 

  申し込み後の選手・監督の変更は認めない。出場できなくなった場合は棄権とみなす。 
 

７ 表 彰  
１位～３位までに賞状を授与する。 

８ 参加申込方法 

  実施要項総則７による。 

  2022 年６月 24 日（金）必着の事 
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９ その他 

（１）競技日程（予定）７月 17 日（日）18:30～19:00 テクニカルルーティン競技 

            ７月 18 日（月）10:00～10:30 フリールーティン競技 

（２）練習日程（予定）７月 17 日（日）15:30～    曲かけ練習 

（３）会議日程（予定） 

ア  監督会議７月 17 日（日）15:00～      ひろしんビッグウェーブ会議室 

イ  審判会議７月 17 日（日）15:30～      ひろしんビッグウェーブ会議室 
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（（２２））ササッッカカーー競競技技 

 

１ 期 日    2022 年８月 11 日（木）～８月 14 日（日） 

2022 年８月 11 日（木）監督会議 

       2022 年８月 12 日（金）競技１日目         

        2022 年８月 13 日（土）競技２日目         

       2022 年８月 14 日（日）競技３日目         
   
２ 会 場  成年男子 広島市：Balcom BMW 広島総合グランド（天然芝） 

呉 市：ミツトヨスポーツパーク郷原（天然芝） 

              少年男子 広島市：広島広域公園第一球技場（天然芝） 

            東広島市：東広島運動公園陸上競技場（天然芝） 

       少年女子  広島市：エディオンスタジアム広島（天然芝） 

広島市：広島広域公園補助競技場（天然芝） 

３ 種別及び参加人員 

種  別 国体出場数 監督 選 手 参加県数 小計 合  計 

成年男子 ２ １ 19 ５ 100 

295 少年男子 ２ １ 18 ５   95 

少年女子 １ １ 19 ５ 100 

  （注）成年男子の監督は選手を兼ねることができる。 

 

４ 競技上の規定及び競技方法 

（１）競技規定 

  ア 試合の競技規則は、当該年度の公益財団法人日本サッカー協会競技規則による。 

イ 試合開始前に登録された交代要員（成年男子・少年女子については最大８名、ただし監督が 

選手を兼ねる場合は９名、少年男子については最大７名）の内、５名まで交代が認められる。 

  ウ メンバー表は試合開始 70 分前までに、大会本部に４枚を提出する。 

  エ 本大会において退場を命じられた選手は、次の１試合に出場することができず、それ以降 

の処置については、本大会の規律・フェアプレイ委員会で決定する。 

  オ 本大会期間中、警告を２回受けた選手は、次の１試合に出場することができない。 

（注）ブロック大会での通算２回の警告による出場停止処分は、そのブロック大会での処分が 

不可能ならば、以降の大会に持ち越されず消滅する。ただし、退場を受けた場合、出場停止処 

分は以降の大会に持ち越されるものとする。 

 

（２）試合の方法 

  ア 成年男子は代表決定のトーナメント方式とする。（別掲） 

試合時間は 70 分（35 分ハーフ）とし、ハーフタイムのインターバルは 10 分間とする。 

勝敗が決しないときは３分のインターバルの後、20 分間（10 分ハーフ）の延長戦を行い、 

なお決しない時は１分のインターバルの後、ペナルティキック方式により勝敗を決定する。 

次年度の対戦決定のため、順位決定の試合もおこなう。 

  イ 少年男子は変則リーグ戦方式とする。 

試合時間は 70 分（35 分ハーフ）とし、ハーフタイムのインターバルは 10 分間とする。 

勝敗が決しないときは３分のインターバルの後、20 分間（10 分ハーフ）の延長戦を行い、 

なお決しない時は１分のインターバルの後、ペナルティキック方式により勝敗を決定する。 
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  ウ 少年女子の試合方式は、2022 年５月 28 日（土）開催の一般社団法人中国サッカー協会定 

 時理事会により決定する。 

 
（３）順位決定方法 

  ア 成年男子 
代表トーナメントの決定方法は、上記（２）項に記載のとおり。 

  イ 少年男子 

変則リーグ戦の決定方法は、 

 勝点を  ７０分試合時間内での勝者       ：４点 

      延長戦による勝者           ：３点 

      ＰＫ方式による勝者          ：２点 

      ＰＫ方式による敗者          ：１点 

      ７０分試合時間内および延長戦での敗者 ：０点 

 勝点が同じ場合は、次の順番で順位を決定する。 

① ：得失点差 

② ：総得点数 

③ ：当該チームの対戦結果 

④ ：試合順位決定リーグ戦の順位 

⑤ ：抽選 

  ウ 少年女子の順位決定方法は、2022 年５月 28 日（土）開催の一般社団法人中国サッカー協 

会定時理事会により決定する。 

 

５ 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準 

  実施要項総則５に定めるもののほか、次による。 

（１）チーム編成 

   各県の成年男子、少年男子及び少年女子の代表チームは、単独、補強または選抜のうちいずれ 
かの方法により編成すること。 

 

（２）成年男子 

  ア 公益財団法人日本サッカー協会定款第 50 条により別途制定する「サッカー選手の登録と移 
籍等に関する規則」第２条及び「フットサル選手の登録と移籍等に関する規則」に定める登 
録選手が参加できる。 

  イ 2005 年 12 月 31 日以前に生まれた者が参加できる。 

  ウ 成年男子代表チームについて高２・３年生のみの編成は不可とし、高２・３年生の登録でき 
る人数は５名以内とする。 

 
（３）少年男子  
  ア 公益財団法人日本サッカー協会定款第 50 条により別途制定する「サッカー選手の登録と移 

籍等に関する規則」第２条及び「フットサル選手の登録と移籍等に関する規則」に定める登 
録選手が参加できる。 

  イ 中学３年生を含む 2008 年４月１日以前に生まれた者から、2006 年１月１日以降に生まれ 
た者が参加できる。 

 
（４）少年女子 

  ア 公益財団法人日本サッカー協会定款第 50 条により別途制定する「サッカー選手の登録と移 
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籍等に関する規則」第２条及び「フットサル選手の登録と移籍等に関する規則」に定める登 
録選手が参加できる。 

  イ 中学３年生を含む 2008 年４月１日以前に生まれた者から、2006 年１月１日以降に生まれ 
た者が参加できる。 

 

（５）外国籍競技者の参加（総則第５抜粋） 

  ア 日本国籍を有する者であることとするが、選手及び監督のうち次の者については、日本国 
籍を有しない者であっても、大会に参加することができる。 

    ただし、いずれの者についても、継続的に日本に滞在していることとする。 

  （ア）「出入国管理及び難民認定法」に定める在留資格のうち「永住者」（日本国との平和条約 
に基づき日本国籍を離脱した者等の出入国管理に関する特例法）に定める「特別永住者」を 
含む。）  

  （イ）少年種別年齢域に該当し、次の要件をいずれも満たす者 

    ａ 「学校教育法」第１条に規定する学校に在籍する学生又は生徒で、「７参加申込方法」 
で定めた参加申込締切時に１年以上在籍していること。 

    ｂ 「出入国管理及び難民認定法」に定める在留資格のうち、「留学」又は「家族滞在」（中 
学３年生）に該当していること。 

  （ウ）成年種別年齢域に該当し、次の要件をいずれも満たす者 

    ａ 少年種別年齢域にあった時点において前号（イ）に該当していた者であること。 

    ｂ 「出入国管理及び難民認定法」に定める在留資格のうち、大会参加時から終了時まで 
「留学」に該当しないこと。 

     ［注］上記（ウ）ｂについて、大学及び専修学校等に在籍する成年種別の年齢域に該当す 
る者は、「出入国管理及び難民認定法」に定める「留学」以外の在留資格を有する場合 
も「留学」と同等に扱う。 

 

 （６）監督 

    チーム（全種別）の監督は、公益財団法人日本サッカー協会公認指導者ライセンスに基づ 
く、ＪＦＡ公認Ｓ級コーチ、ＪＦＡ公認Ａ級コーチ（日本スポーツ協会コーチ４）、ＪＦＡ公 
認Ｂ級コーチ（日本スポーツ協会コーチ３）のいずれかを有するものとする。 

 

６ 表    彰  実施要項総則６による。 

 

７ 参加申込方法  実施要項総則７による。 

 

８ 参  加  料  実施要項総則７による。 

 

９ 宿泊申込方法  実施要項総則 11 による。  
 

10 参加上の注意 

（１）参加申込後の変更 

      申込締切後の変更は、疾病、傷病による場合並びに特別な場合のみとする。疾病、感染症、傷 
病の場合には医師の診断書を添え、また特別な場合は公益財団法人日本サッカー協会国体実施 
委員会の審議を経て、それぞれの場合において、当該県体育・スポーツ協会大会参加資格の認定 
を受けた上で、所定の様式により代表者会議５日前までに下記ア、イに申請がなされた場合のみ 
認める。 
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  ア 開催県体育・スポーツ協会 
  イ 開催県サッカー協会 
 
（２）ユニフォーム 

  ア 必ず都道府県名を明示すること。 

  イ 背番号は成年男子、少年女子が１～19 番（監督が選手を兼ねる場合は１～20 番）、少年男 
   子が１～18 番の通し番号とし、参加申込書に記載した番号と同じ番号を付けること。  

    ウ ユニフォームは、正副２色（シャツ、ショーツ、ソックス、ＧＫ用共）を参加申込書に記入 
すること。参加申込書提出後のユニフォーム、背番号の変更は認めない。 

   エ ユニフォームの広告表示は認めない。 

  オ その他の事項については、公益財団法人日本サッカー協会ユニフォーム規定による。 
 

（３）参加チームの監督は、代表者会議への出席を義務付ける。なお、開催県サッカー協会に届け出 
た上で代理者の出席を認める。 

 
（４）大会要項の違反や、その他不都合な行為があった際には、そのチームの出場を停止することも 

ある。 

 

11 その他  代表者会議（監督会議）  

                日 時  2022 年 ８月 11 日 16：00～  

 場 所   エディオンスタジアム広島会議室 

（コロナ感染症の状況により WEB 形式の可能性あり）       

 

12 対戦の概要 

ア）成年男子の部 代表決定トーナメント  
   会場： ①②⑤、③④  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

開始予定時刻 全試合１０：００ 

鳥取 山口 広島 

（１位 中国地域代表） 

３日目⑤ 

２日目③ ２日目② 

 
 

１日目① 

島根 
（← ２０２１年度順位による） １ ５ ４ ３ ２ 

岡山 

負け（５位）  
３日目④ 

(３位)  
  

（４位） 

→負け 

（２位 中国地域代表） 
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イ）少年男子の部 変則リーグ 

     会場： ①③⑤ ②④ 
 
  
 
 
 
 
 
 

（変則リーグ戦の概要） 

１・２位が中国地域代表 

※ 組み合わせ順は、2021 中国ﾄﾚｾﾝﾘｰｸﾞ U15、2022 中国ﾄﾚｾﾝﾘｰｸﾞ U16 の勝ち点に 

よる。 

Ａ＝１位  Ｂ＝４位  Ｃ＝３位  Ｄ＝２位  Ｅ＝５位 

 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

ウ）少年女子の部 概要は、2022 年 5 月 28 日（土）一般社団法人中国サッカー協会定時理事会 

により決定する。   

  

 

13 問い合わせ先 

   公益財団法人 広島県サッカー協会 事務局 

   〒730-0015  広島県広島市中区橋本町 3-21 コーポ芦屋 2F 

  TEL 082-212-3851 FAX 082-212-3852 

日 対 戦 試合開始予定時刻 

１日目 ①  A VS E 10:00 

2 日目 
②  C VS B 10:00 

③  D VS E 10:00 

3 日目 
④  A VS B 10:00 

⑤  D VS C 10:00 

Ｃ Ｄ 

Ａ 

Ｅ Ｂ 

① 

② 

④

⑤ 

③ 
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（（３３））テテニニスス競競技技  

  
１ 期 日  2022 年８月 19 日（金）・20（土）・21 日（日） 

              19 日（金） 監督会議・競技１日目 

             20 日（土） 競技２日目 

             21 日（日） 競技３日目 

 
２ 会 場    広島広域公園テニスコート（ハードコート） 

       〒731－3167 広島市安佐南区大塚西５－２－１  

       TEL 082－848－9540 

 
３ 種別及び参加人員 

          
種別 本大会出場数 監督 選手 参加県数 計 

成年男子 ４ 
１ 

２ ５ 10 

成年女子 ２ ２ ５ 10 

  
４ 競技上の規程及び競技方法 

（１）競技規則は、公益財団法人日本テニス協会発行「ＪＴＡルールブック 2022」を適用する。 
（２）競技は、各種目とも３ポイント（単２・複１）とし、全てリーグ戦とする。 
（３）順位決定は「ＪＴＡルールブック 2022」ラウンドロビン決定方法とする。 
（４）試合は、全て８ゲームズプロセット、ノーアドバンテージ方式で行う。 
（５）使用球は、公益財団法人日本テニス協会公認球（ダンロップフォート） 
 
５ 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準 

  実施要項総則５に定める者のほか、次による。 
（１）公益財団法人日本テニス協会の登録選手（一般、プロフェッショナル）若しくは、都道府県テ 

ニス協会及び傘下組織に登録した選手であること。 
（２）監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認テニスコーチ 

２，公認テニスコーチ３，公認テニスコーチ４，公認テニス教師、公認テニス上級教師の何れか 
の資格を有する者であること。（教師はＪＰＴＡ資格保持者も含む） 

（３）参加資格や年齢基準の解釈については、公益財団法人日本スポーツ協会ホームぺ―ジを参照願

います。 
 

６ 表    彰      実施要項総則６による。 
 
７ 参加申込方法      実施要項総則７による 
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８ 参  加  料            実施要項総則７による。 
 
９ 宿泊申込方法     実施要項総則 11 による。 
 
10 参加上の注意 

（１）参加申込締め切り後の監督・選手の変更は、疾病・傷害・妊娠など特別な場合に限り認めるこ 

ととし、診断書を添付する。その届出は監督会議までとする。 

（２）監督会議：８月 19 日（金） 11：00～ 

広島広域公園センターコート会議室 

（３）開 始 式：８月 19 日（金） 12：30～ 

 
11 問合せ先 

  広島県テニス協会 理事長 高橋 由啓 （携帯）090－3379－9014 

〒732－0052 広島市東区光町２－９－30 竹本ビル 305 号 

  TEL 082－209－5200 FAX 082－209－5201 
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（（４４））ボボーートト競競技技  
 

１ 期日 2022年７月16日(土)・17日(日) 

 

２ 会場 芦田川漕艇場 

 

３ 種別及び参加人員 

種 

別 
種  目 

本大会 

出場数 

監

督 

選

手 

参加県

数 
小計 監督計 選手計 合計 

成年 

男子 

舵手つきフォア 2 

6 

以

内 

6 5 30 

30 170 200 

シングルスカル 2 1 5 5 

成年 

女子 

舵手つきクォドルプル 3 6 5 30 

ダブルスカル 1 2 5 10 

シングルスカル 2 1 5 5 

少年 

男子 

舵手つきクォドルプル 2 6 5 30 

ダブルスカル 2 2 5 10 

シングルスカル 3 1 5 5 

少年 

女子 

舵手つきクォドルプル 2 6 5 30 

ダブルスカル 1 2 5 10 

シングルスカル 2 1 5 5 

 

４ 競技上の規程及び競技方法 

（１）競技は、(公社)日本ボート協会の競漕規則により行なう。 

（２）各種別、各種目に参加するクルーは、各県協会が決定した各県代表１クルーずつとする。 

（３）競技は、各種目とも決勝として競漕を行い、上位から本大会出場枠数においてブロック代表とす 

る。なお、同着の場合は当該クルーのみで決定レースを行い決定する。 

（４）競漕レーンは、代表者会議で抽選する。 

（５）競漕艇は、(公社)日本ボート協会制定規格の軽量艇、重量艇を主催者で準備する。ただし、規格艇 

で競漕委員会が認めた場合には、自艇参加を認める。 

 

５ 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準 

   実施要項総則５に定めるほか、次による。 

（１）選手は、各県協会所属のボート団体員で、(公社)日本ボート協会に対し、本年度の団体登録、選手 

登録完了の者及び今国体参加のため、当該県選手として認められた者とする。 

（２）クルー構成は、単一チーム又は当該県協会に所属する２チーム以上の混成でも良いが、各県協会が 

推薦した者とする。 

（３）監督のエントリーは、実施要項に準ずる。 

（４）選手のエントリーは、１人１種目とする。 

（５）申し込み後の選手変更は、原則として認めない。 

（６）監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認ボートコーチ１、 

公認ボートコーチ２、公認ボートコーチ３、公認ボートコー４のいずれかの資格を有しているこ 

と。 
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６ 表  彰        実施要項総則６による。 

 

７ 参加申込み及び参加料  実施要項総則７による。 

 

８ 参加申込期限及び参加料納入期限 実施要項総則８による。 

 

９ 宿泊申込 実施要項総則11による。 

 

10 参加の注意 

（１）公式練習は、７月16日(土) 10時 30分から15時30分までとし、別途連絡する。 

      なお、自艇参加クルーについては、公式練習時間帯内で行うこととし、借艇クルーについては配艇 

時間を設ける。ただし、気象条件および特段の理由により変更する場合もある。 

（２）選手全員のユニフォームは、統一され、県名およびクルー名を表示したもので確認できるものであ 

ること。 

（３）救命具の取扱いについては、競漕規則に定められたとおりとする。 

（４）バウナンバープレートは、広島県ボート協会が準備する。 

（５）舵手の計量時間については、代表者会議で説明する。 

（６）アッセンブリー及びストレッチャーについて 

  ① L板を含むアッセンブリー及びボルト・ナット類は持参すること。借用を必要とする場合には、 

配艇係に申し出ること。 

  ② ストレッチャーの取り替えを認める。ただし取替える場合には、配艇係に申し出ること。 

（７）参加クルーがオール等の用具を送る場合には、別途ご相談ください。 

    

11 その他 

 (1) 諸会議 

会 議 名 日  程 会  場 

常任理事会 7月16日(土)12時00分～14時30分 

水上スポーツセンター 
審判会議 7月16日(土)13時00分～14時30分 

連盟総会 7月16日(土)15時30分～16時30分 

開始式・代表者会議 7月16日(土)17時30分～18時30分 

表彰式 7月17日(日) 各競漕終了30分後 芦田川漕艇場  

 

 (2) 問い合わせ先 

広島県ボート協会 森川 稔 

〒732-0026 広島市東区中山新町３-14-５ 

TEL/FAX  082-289-8689 携帯電話 090-1330-4629 
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（（５５））ホホッッケケーー競競技技  

 

１ 期 日  2022 年８月 19 日（金）・20 日（土）・21 日（日）（３日間） 

種  別 ８月18日（木） ８月19日（金） ８月20日（土） ８月21日（日） 

成年男子 

監督・主将会議 

１回戦 準決勝戦 決勝戦 

成年女子 １回戦 準決勝戦 決勝戦 

少年男子 １回戦・準決勝戦 準決勝戦 決勝戦 

少年女子 １回戦・準決勝戦 準決勝戦 決勝戦 

   

２ 会 場  広島市安佐南区大塚西５丁目 1-1 広島広域公園第２球技場 

 

３ 種別及び参加人員 

種  別 本大会出場数 監督 選手 参加県数 小計 合 計 

成年男子 １ １ 18 ５ 95 

380 
成年女子 １ １ 18 ５ 95 

少年男子 １ １ 18 ５ 95 

少年女子 １ １ 18 ５ 95 

 

４ 競技上の規定及び競技方法  

（１）公益社団法人日本ホッケー協会 2022 年度版ホッケー競技規則及び競技運営規則による。  

１クォーター クォーター間 ２クォーター ハーフタイム ３クォーター クォーター間 ４クォーター 

15分 ２分 15分 10分 15分 ２分 15分 

（２）クォーター制で実施し、PC 時時間停止をしないノンストップ方式で実施する。 

（３）試合方式は、トーナメント方式で優勝を決定し、３位決定戦は行わない。 

（４）上記試合時間内に勝敗が決定しないときは、シュートアウト戦を行い、勝敗を決定する。 

（５）大会 TD の判断により、サジェスションアンパイアもしくはビデオアンパイアを配置する場合 

（試合）もある。 

（６）少年種別はマウスガードの装着を義務付ける。（やむをえない事情により装着できない場合は、 

未装着届を大会 TD に提出しなければならない） 

 

５ 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準 

第 77 回国民体育大会参加資格、所属県及び選手の年齢基準によるもののほか次による。 

（１）監督・選手は公益社団法人日本ホッケー協会に登録していること。 

（２）監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認ホッケーコー 

チ３、公認ホッケーコーチ４のいずれかの資格を有するものとする。 

（３）参加申し込み締切後の選手変更は、疾病、傷害、その他の都合等やむをえない場合のみ認める 

ものとし、競技開始３日前【2022 年８月 16 日（火）】午後５時までに必要手続きを完了した書 

類を届け出しなければならない。なお、交代者・追加者は、都道府県の予選会に出場した選手（登 

録したもの）の中から行うこととし、その人員は全種別とも６名以内とする。 

（４）参加資格に疑義があるときは、公益社団法人日本ホッケー協会及び公益財団法人日本スポーツ 

協会がこれを調査、審議して決定する。なお、不正が発覚した場合はチームの出場を取り消す。 
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６ 表     彰  実施要項総則６による。                           

 

７ 参加申込並びに参加料  実施要項総則７による。 

 

８ 参加申込期限並びに参加料納入期限  実施要項総則８による。 

 

９ 宿 泊 申 込  実施要項総則 11 による。 

 

10 参加上の注意 

（１） 選手のユニフォームは２種類用意し、明確に都道府県名（上着）及び背番号の標識を標示す 

ること。また都道府県名以外（背番号は除く）の標識の標示は一切認めない。背番号は１～18 

番とし、参加申し込み後の背番号の変更は認めない。 

（２）各チームの主将は、キャプテンマークを準備し、試合に必ずつけること。 

（３）その他、不適切な行為があったときは、そのチームの出場を停止することがある。 

 

11 開 始 式 

    日 時 2022 年８月 18 日（木）午後４時から ＊監督・主将のみ参加する。 

    会 場 エディオンスタジアム 会議室４ 

      〒731-3167 広島市安佐南区大塚西 5 丁目 1-1 

＊監督・主将のみ参加すること。やむをえない理由で監督や主将が参加できない場合は、

必ず大会 TD の許可を必要とし、代理者を出席させること。その代理者について、監督は

登録した同種別内のコーチ、主将は登録した選手のなかからでなければならない。 

また、同県内の他の種別の人員は代理者になることはできない。 

 

12 監督・主将会議 

   開始式終了後、ただちに同会場でおこなう。 

 ＊ユニフォームを２種類持参すること。 

（ゴールキーパーはフィールドプレーヤーと色の異なる２種類を持参。ただし上着のみで可） 

＊公益社団法人日本ホッケー協会登録証（写真添付済み）は試合会場に持参し、試合開始前に整

列したとき提示しなければならない。 

 

13 問い合わせ先 

 第 77 回国民体育大会中国ブロック大会ホッケー競技実行委員会事務局 

  〒734-0014 広島市南区宇品西２丁目２-33  

（一社）広島県ホッケー協会 中国ブロック大会事務局 柳田 剛志（ヤナギダ ツヨシ） 

電話: 090-1680-9814   Mail:h.h.a@sky.megaegg.ne.jp 
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（（６６））ボボククシシンンググ  

 

１ 期  日  2022年８月19日（金）・20日（土）・21日（日） 

 

８月18日（木）    16：00 スポーツエントリーズチェック（監督） 

監督会議・運営会議 組合せ抽選 

８月19日（金）    8：00 運営会議（監督・理事長・審判長・総務委員長） 

           8：30 健診計量 

                     11：00 インテグリティ研修 

              12：00 開会式 

              12：30 競技開始・各階級１回戦 

（成年女子・少年男子・成年男子の順） 

８月20日（土）    8：00 運営会議（監督・理事長・審判長・総務委員長） 

           8：30 健診計量 

              11：00 競技開始・各階級準決勝 

（成年女子・少年男子・成年男子の順） 

８月21日（日）    8：00 運営会議（監督・理事長・審判長・総務委員長） 

          8：30 健診計量 

              11：00 競技開始・各階級決勝 

（成年女子・少年男子・成年男子の順） 

            競技終了後 閉会式 

 

２ 会  場  コジマホールディングス中区スポーツセンター 

        〒730-0052 広島市中区千田町３-８-12 TEL：082-241-9355 

 

３ 種別及び参加人員 

種  別 本大会出場数 監督 セカンド 選手 参加県 小計 合計 

成年男子 ２ １ － ５ ５ 30 

75 成年女子 １ １ － １ ５ 10 

少年男子 ２ １ １ ５ ５ 35 

 

４ 競技場の規定及び競技方法 

（１）競技規則は、日本ボクシング連盟競技規則を適用する。 

（２）各県のチーム編成は、次の階級とする。 

  〈成年男子〉 

    ライトフライ、フライ、バンタム、ライト、ライトウェルター、ウェルター、ミドル、ライトヘ 

ビーの以上８階級。 

  〈成年女子〉 

    フライの１階級。 

〈少年男子〉 

    ピン、ライトフライ、フライ、バンタム、ライト、ライトウェルター、ウェルター、ミドルの以 

上８階級。 

（３）競技は、各階級トーナメント方式で行い、３位決定戦及び順位決定戦は行わない。 
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（４）競技時間は下記の通りとする。 

種  別 第１ラウンド 休  憩 第２ラウンド 休  憩 第３ラウンド 

成年男子 ３分 １分 ３分 １分 ３分 

成年女子 ３分 １分 ３分 １分 ３分 

少年男子 ２分 １分 ２分 １分 ２分 

 

（５）スポーツエントリーズチェックは種別ごとに監督１名が参加（選手は参加不要）し、選手手帳・健 

康申告書・ユニフォーム（赤・青）を持参する。不携行の場合は出場させない。 

（６）組合せは、スポーツエントリーズチェック後、監督会議において抽選で行う。 

（７）成年男子及び少年男子における代表チームの階級の選定は、すべて異なった階級とし、規定された 

８階級のうち任意の５階級に出場する。 

（８）健診・計量は、当日試合がある者のみが行う。ただし、エントリーがひとりの階級については競技 

初日に行ってもよい。 

（９）健診・計量は各種別・階級ごとに指定された時間内で受付を済ませた後に行う。指定の時間内に受 

付ができない者は失格とする。ただし、受付開始時間については進捗状況により前後することがあ 

る。 

（10）各県選手は競技に際し、所属県名を明示したユニフォームを着用すること。 

（11）競技得点法 

ア 得点は、１位５点、２位３点、３位１点を与える。 

イ １勝ごとに勝ち点１点を与えるが、抽選勝ちの場合は与えない。 

ウ ブロック代表は、種別ごとに最も得点数の多い順に２県とする。ただし、成年女子については 

上位１県とする。 

エ チームの得点が同点の場合は、１位の多い県を上位とし以下これに準ずる。それでも同点の場 

合は抽選による。 

 

５ 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準 

  実施要項総則５に定めるもののほか、次による。 

（１）エントリー時に、2022年度の日本連盟選手登録を完了していない者は、エントリーを受け付けな 

い。（申請中も受け付けない。） 

（２）監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認ボクシングコーチ 

１、公認ボクシングコーチ３、公認ボクシングコーチ４のいずれかの資格を有すること。 

（３）セカンドはセカンド資格の有資格者であること。ただし、チーフセカンドについてはＢ級以上のセ 

カンド資格を必要とする。 

（４）選手は「日本ボクシング連盟競技規則」の第２条に定められた「登録の義務と適格性」の項目にあ 

る競技出場に必要な条件を満たしていること。 

 

６ 選手・監督・セカンドの変更 

  実施要項総則９に定めるもののほか、次の通りとする。 

  変更の申し出は監督会議の前日17時までとし、競技委員長もしくは総務委員長に申し出る。 

  選手を変更する場合は、都道府県大会に出場した選手に限り認める。ただし、その場合、原則とし 

て、医師の診断書を添えて届けなければならない。 

 

７ 表    彰  実施要項総則６による。 
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８ 参加申込方法  実施要項総則７による。 

 

９ 参  加  料  実施要項総則７による。 

 

10 宿泊申込方法  実施要項総則11による。 

 

11 そ  の  他 

  すべての階級で４名以下しかエントリーがない場合は、当初日程を１日繰り下げて、スポーツエント 

 リーズチェック・監督会議は８月19日に、競技は８月20日・21日に行う。 

 

12 参加上の注意 

（１）次のものを各自で持参すること。 

ア 選手手帳 

イ ヘッドガード（日連及びIBAの検定品で劣化していないこと、成年男子は不要） 

ウ カッププロテクター 

エ 競技用ユニフォーム・トランクス・シューズ 

オ ガムシールド（赤色及び赤系統の色が含まれているものは使用できない） 

（２）バンテージは日連の検定品で大会本部から支給されたものを使う。 

（３）毛髪・入れ墨など衛生規則は日本ボクシング連盟医事ハンドブックCHAPTERⅩを厳守すること。 

（４）競技中の疾病・負傷等の応急処置は主催者が行うが、以降の責任は負わない。 

（５）選手手帳は大会日数分の記載欄があるもので、写真が貼付されているものであること。また、健 

康診断記録等、必要事項が記載されていること。 

 

13 問い合わせ先 

広島県ボクシング連盟 

〒730-0012 広島県広島市中区上八丁堀８-16 

広島パシフィックホテル内 

TEL（082）221-1231 FAX（082）221-1236 
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（（７７））ババレレーーボボーールル競競技技  

 

１ 期  日     2022 年８月 20 日(土) ～ 21 日(日) 

 

２ 会  場     広島県立総合体育館（広島グリーンアリーナ） 

           〒730-0011 広島市中区基町 4-1  TEL(082)228-1111 

 

３ 種別及び参加人員 

   

種 別 国体出場数 監督 選手 参加県数 小 計 合計 

成年男子 1 1 12 5 65  

260 

 

成年女子 2 1 12 5 65 

少年男子 2 1 12 5 65 

少年女子 2 1 12 5 65 

※ 選手と監督の兼任はできない。 

 

４ 競技上の規定及び競技方法 

（１）競技規則 

2022 年度公益財団法人日本バレーボール協会６人制競技規則による。 

注１） 成年男女は全試合５セットマッチ、少年男女は全試合３セットマッチとする。 

注２） 少年のネットの高さは、成年と同規定とする。 

注３）リベロ・プレーヤー・システムについては、競技規則通りとする。 

（２）競技方法 

成年はトーナメント方式、少年はリーグ戦方式とし、３位決定戦は行わない。 

 

５ 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準 

  実施要項総則５に定めるもののほか、次による。 

（１）公益財団法人日本バレーボール協会登録規定により登録された者で構成されたチームでなけ 

ればならない。なお、当該県協会主催の予選会への参加料は別途納入すること。 

（２）監督・選手は２種別に参加することはできない。 

（３）ブロック大会に参加するチームは、県協会が代表と認めた単独チームか選抜チームでなければ 

ならない。但し、チームの構成のいかんにかかわらずチーム名は県名とする。 

（４）監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認バレーボール 

コーチ１、公認バレーボールコーチ２、公認バレーボールコーチ３、公認バレーボールコーチ４ 

の有資格者とする。 

注）参加申し込みの際は、資格を証明する登録証又は認定が確認できる書類の写しを添付するこ 

と。 
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６ 表 彰       実施要項総則６による。 

 

７ 参加申し込み方法  実施要項総則７に定めるもののほか、次による。 

（１）「第 77 回国民体育大会実施要項」の「８ バレーボール」９参加申し込み方法（１）ウの必要 

書類ⅰ、ⅱ及びⅲを開催県バレーボール協会に送付する。  

※注「８ バレーボール競技」９参加申し込み方法(1)ウの必要書類ⅰ、ⅱ、ⅲ 

 ⅰ チーム加入選手一覧 

 ⅱ ふるさと選手制度活用の場合、ふるさと登録による出場選手一覧 

 ⅲ 監督の資格を証明する登録証又は認定ができる書類の写し 

（２）参加申し込み締切後の監督・選手の変更は、疾病・傷害・妊娠など特別な場合に限り認める 

ものとし、診断書を添付する。その届出は代表者会議までとする。 

 

８ 参 加 料     実施要項総則７による。 

 

９ 宿泊申し込み方法  実施要項総則 11 による。 

 

10 参加上の注意 

（１）代表者会議の日時、会場については別途通知する。 

（２）組合せは、別途開催する中国連盟理事長会議で決定する。 

（３）大会期間中の負傷については、主催者より応急手当てを行うが、それ以後の責任は負わない。 

（４）問い合わせ先  

一般財団法人広島県バレーボール協会 

〒730-0011 広島市中区基町 4-1 

TEL (082)228-0224 / FAX (082)224-2210 
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（（８８））体体操操競競技技  

１ 期 日   

  【新 体 操】  2022年７月29日(金)・30日(土)  

  【トランポリン】  2022年７月29日(金)・30日(土)  

  【体 操 競 技】  2022年７月30日(土)・31日(日)  

 

 ［日  程］ 

【新 体 操】広島県立総合体育館 大アリーナ 

 8:00    9:00   10:00   11:00   12:00   13:00   14:00   15:00   16:00   17:00   18:00 

29日 

（金） 

            

30日 

（土） 

            

 

【トランポリン】広島県立総合体育館 大アリーナ 

 8:00    9:00   10:00   11:00   12:00   13:00   14:00   15:00   16:00   17:00   18:00 

29日 

（金） 

            

30日 

（土） 

            

 

【体 操 競 技】広島県立総合体育館 小アリーナ 

 8:00    9:00   10:00   11:00   12:00   13:00   14:00   15:00   16:00   17:00   18:00 

30日 

（土） 

            

31日 

（日） 
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２ 会 場   広島県立総合体育館  

        〒730-0011 広島県広島市中区基町4-1 

        電話番号 082-228-1111 

 

３ 諸会議 

（１）中国ブロック体操協会理事会 

   日 時  2022年７月30日（土） 13：00～15：00 

   場 所  広島県立総合体育館 ミーティングルーム 

 

（２）新体操監督会議 

   日 時  2022年７月29日（金） 11：10～11：50 

   場 所  広島県立総合体育館 中会議室 

 

（３）新体操審判会議 

   日 時  2022年７月29日（金） 12：00～13：00 

   場 所  広島県立総合体育館 中会議室 

 

（４）トランポリン監督会議 

   日 時  2022年７月29日（金） 15：00～15：30 

   場 所  広島県立総合体育館 中会議室 

 

（５）トランポリン審判会議 

   日 時  2022年７月29日（金） 17：00～18：00 

   場 所  広島県立総合体育館 中会議室 

 

（６）体操競技監督会議・中国体協賞授与式 

   日 時  2022年 7月30日（土） 17：00～18：00 

   場 所  広島県立総合体育館 中会議室 

 

（７）体操競技審判会議 

   日 時  2022年 7月31日（日） 8：50～9：40 

   場 所  広島県立総合体育館 中会議室 

 

４ 種別及び参加人員 

  

種 別 種 目 
団体出場

数 
監 督 選 手 参加県数 小 計 合 計 

成年男子 体 操 競 技 １ １ ５ ５ 30 

165 

成年女子 体 操 競 技 １ １ ５ ５ 30 

少年男子 体 操 競 技 ４ １ ５ ５ 30 

少年女子 体 操 競 技 ３ １ ５ ５ 30 

少年女子 新 体 操 ２ １ ５ ５ 30 

男  子 トランポリン １ 
１ 

１ ５ 
15 

女  子 トランポリン １ １ ５ 

  ※成年選手は監督を兼任することができる。 
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５ 競技上の規定及び競技方法 

（１）競技規則 

  ア (公財)日本体操協会競技規則による。 

  イ 審判員 

   ① (公財)日本体操協会競技規則による。 

   ② 各県審判員を次のように派遣すること。 

     体操競技  男子 ４名・開催県８名  女子２名・開催県８名 

     新体操   女子 ２名（次年度開催県３名・前年度開催県２名＋副審判長 

                 開催県３名＋６名） 

              ※開催県は、審判長、線審、計時、セクレタリーを受け持つ。 

トランポリン 開催県：２＋CJP（主審）＋予備審判員１名 翌年・翌々年度開催県２名 

前年・前々年度開催県１名 

   ③ 審判割当 

    体操競技（男子） 

種目  審判 Ｄ１・Ｅ１ Ｄ２・Ｅ２ Ｅ３ Ｅ４ 

ゆ か 島 根 岡 山 広 島 鳥 取 

あ ん 馬 広 島 島 根 岡 山 広 島 

つ り 輪 山 口 広 島 島 根 岡 山 

跳 馬 鳥 取 山 口 広 島 島 根 

平 行 棒 広 島 鳥 取 山 口 広 島 

鉄 棒 岡 山 広 島 鳥 取 山 口 

    体操競技（女子） 

種目  審判 Ｄ１・Ｅ１ Ｄ２・Ｅ２ Ｅ３ Ｅ４ 

跳 馬 島 根 広 島 岡 山 広 島 

段違い平行棒 山 口 広 島 鳥 取 広 島 

平 均 台 鳥 取 広 島 山 口 広 島 

ゆ か 岡 山 広 島 島 根 広 島 

    新体操(女子) 

審   判 

Ｄ（難度） Ａ（芸術） Ｅ（実施） 

ＤＢ ＤＡ 
１ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４ 

１ ２ １ ２ 

団体種目 山口 広島 島根 鳥取 鳥取 山口 岡山 広島 岡山 山口 島根 広島 

個
人
競
技 

フープ 岡山 広島 山口 鳥取 島根 岡山 山口 広島 鳥取 島根 山口 広島 

ボール 岡山 広島 山口 鳥取 島根 岡山 山口 広島 鳥取 島根 山口 広島 

クラブ 岡山 広島 山口 鳥取 島根 岡山 山口 広島 鳥取 島根 山口 広島 

リボン 岡山 広島 山口 鳥取 島根 岡山 山口 広島 鳥取 島根 山口 広島 

トランポリン(男女) 

 Ｅ(演技)審判 Ｈ(移動)審判 Ｄ(難度)審判 

主 審 １審 ２審 ３審 ４審 ５審 ６審 １審 ２審 

広 島 広島 山口 島根 鳥取 岡山 広島 山口 島根 

     ※諸事情により変更する場合がある。 

     ※「予備審判(記録補助、審判交替要員)」として１名(広島県) 
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（２）体操競技競技方法 

  成年選手及び少年選手ともに1チームの選手は５名とする。（５－５－４方式） 

  ア 全種別（団体総合競技） 

   男子は、ゆか、あん馬、つり輪、跳馬、平行棒、鉄棒の６種目の自由演技を行う。成績順位は、 

  ６種目の各種目のベスト４の得点総合計によって決定する。なお、少年男子は高校適用規則を適用 

する。 

  女子は、跳馬、段違い平行棒、平均台、ゆかの４種目の自由演技を行う。成績順位は、４種目の 

 ベスト４の得点総合計によって決定する。 

  詳細の適用ルールについては、別途、(公財)日本体操協会から都道府県体操協会に通達する。 

  （注）同点が生じた場合、競技規則に準じて順位を決定する。 

（３）新体操競技方法 

  適用ルールについては、別途、(公財)日本体操協会から都道府県体操協会に通達する。 

 ア 競技内容  団体競技（フープ５） 

         個人競技（フープ・ボール・クラブ・リボン） 

   成績順位は、以下の合計得点によって決める。 

団体競技の得点及び個人競技の得点（４種目４演技×１/4）の合計 

 イ 団体競技について 

   県ごとに団体を編成し、演技者は５名とする。 

 ウ 個人競技について 

   個人競技の演技者として。団体５名のうちから、４名だけが出場できる。 

（４）トランポリン競技方法 

   男女とも各県１名の参加とする。 

  ア 競技方法 

    男女とも成年・少年はそれぞれ共通とし、個人競技で行う。 

第１自由演技と第２自由演技で行い、成績順位は２つの合計得点によって決める。 

  イ 第１自由演技について 

    演技得点（Ｅスコア）＋跳躍時間点（Ｔスコア）＋異動減点（Ｈスコア）の３つの合計が第１自 

由演技得点となる。 

【特別要求】 

    演技は10種目の異なった種目で構成し、「前方270度以上の宙返り」と「後方270度以上の宙返 

り」をそれぞれ１回以上行わなければならない。これらの要求種目が欠如した場合は、合計得点か 

ら2.0の減点がなされる。 

  ウ 第２自由演技について 

    10 種目を自由に構成し、演技得点（Ｅスコア）＋難度点（Ｄスコア）＋跳躍時間点（Ｔスコア） 

＋移動減点（Ｈスコア）の４つの合計が第２自由演技得点となる。 

  エ 選手の安全を守るという観点から、ダブルポッター制を推奨する。 

  オ その他 

    記載のない事項については、（公財）日本体操協会トランポリン採点規則2022年度版に準ずる。 

 

６ 参加資格、所属県及び選手の年齢基準 

  実施要項総則５に定める者のほか、次のよる。 

（１）各県の予選会に参加し、その結果代表として選ばれ推薦された者でなければならない。 

（２）少年種別に参加できる選手には、2007年４月２日から2008年４月１日までの間に生まれた中学 

３年生を含むものとする。 
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（３）監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認体操コーチ３、（体 

操競技、新体操、トランポリン）又は、公認体操コーチ４(体操競技新体操、トランポリン)のいずれ 

かの資格を有するものであること。 

 

７ 表    彰    実施要項総則６による。 

 

８ 参加申込方法    実施要項総則７による。 

            新体操は予備登録２名を含める。 

            (本国体体操実施要項に記載済み) 

 

９ 参 加 料   実施要項総則７による 

 

10 宿泊申込方法    実施要項総則11による。 

 

11 そ の 他 

（１）日程は、参加チーム数、その他により多少変更することがある。 

 

（２）競技中の事故・傷病については、主催者により応急措置を行い、それ以後の責任は負わない。 

 

（３）背番号は、中国ブロック大会背番号規定による。 

   なお、トランポリン競技については、背番号着用を免除する。 

 

（４）問い合わせ先 

   広島県体操協会事務局  

   〒723-0131 広島県三原市小坂町1306 

   電話番号 0848-38-2571  ＦＡＸ 0848-38-2572 

   携帯電話 090-3172-4345(田坂)  090-9732-4530(上西) 

   e-mail  gym8096@mx4.tiki.ne.jp 

 

（５）参加申込書と同時に各県参加チーム・役員の一覧表を上記（４）宛に送付すること。 

   （様式並びに報告書は、各県体操協会事務局に送付する） 
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（（９９））ババススケケッットトボボーールル競競技技  

 

１ 期  日  2022 年８月 26 日（金）～28 日（日） 

26 日（金） 代表者会議 

27 日（土） 競技１日目 

28 日（日） 競技２日目 

 

２ 会  場  広島県立総合体育館 

               〒730-0011 広島市中区基町４－１ TEL 082-228-1111 

 

３ 種別及び参加人員 

種  別 国体出場 監督 選手 参加県数 小 計 合  計 

成年男子 1 1 11 5 60  

255 
成年女子 1 1 12 5 65 

少年男子 3 1 12 5 65 

少年女子 3 1 12 5 65 

１．成年男女において選手と監督の兼任はできる。 

２．選手の人数は最大 12 名とする。 

 

４ 競技上の規定及び競技方法 

（１）競技規則 現行の公益財団法人日本バスケットボール協会競技規則による。 

（２）試合方式 各種別ともリーグ戦方式とする。 

（３）試合時間 各種別とも下表のとおりとする。 

前   半 
休憩 

後   半 

第 1Ｑ 休憩 第 2Ｑ 第 3Ｑ 休憩 第 4Ｑ 

10 分 2 分 10 分 10 分 10 分 2 分 10 分 

（４）ユニフォームに関しては、公益財団法人日本バスケットボール協会が定めるユニフォーム規 

則による。 

ア 参加チームは、濃淡２色のユニフォームを用意しなければならない。 

イ ユニフォームの前面にユニフォームの色と異なり、明確に識別できる単色の文字で県名を 

付けなければならない。 

 県名における縁取りおよび文字の大きさについては、公益財団法人日本バスケットボール 

協会が定めるユニフォーム規則に則る。 

ウ ユニフォームの番号は、0、00 および 1 から 99 までとし、ユニフォームの前面（県名の下 

部）と背面にユニフォームの色と異なり、明確に識別できる単色番号を付ける。 

またチーム内で異なるプレーヤーに同じ番号を用いてはならない。番号における縁取りお 

よび文字の大きさについては、公益財団法人日本バスケットボール協会が定めるユニフォー 

ム規則の別表１に則る。 

エ その他、ユニフォームに付けることが出来るものの詳細については、公益財団法人日本バス 

ケットボール協会が定めるユニフォーム規則の別表２に則る。 

オ ユニフォームは、会社名、クラブ名、学校名は必ず見えないように被覆のこと。 

 また、大会参加時に着用するトレーニングウェアー（上下）においても同様とする。 
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５ 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準 

  実施要項総則５に定めるもののほか、次による。 

（１）各県協会の成年男子・女子、少年男子・女子のチームは単独、補強、選抜のうち、いずれか 

の方法により編成すること。 

（２）本大会に参加する全種別の監督は、公益財団法人日本バスケットボール協会公認コーチライ 

センスに基づくＪＢＡ公認Ｓ級コーチ、ＪＢＡ公認Ａ級コーチ（日本スポーツ協会公認コーチ 

４）、ＪＢＡ公認Ｂ級コーチ（日本スポーツ協会公認コーチ３）、ＪＢＡ公認Ｃ級コーチ（日本 

スポーツ協会公認コーチ２/日本スポーツ協会公認コーチ１）のいずれかを有する者とする。 

（３）選手（予備登録選手を含む）は公益財団法人日本バスケットボール協会に登録された競技者 

とする。 

（４）成年男子、成年女子 

ア 2005 年 12 月 31 日以前に生まれたものが参加できる。 

イ 登録選手は、成年男子 11 名、成年女子 12 名とする。 

ウ 早生まれを除く高校２年生及び高校３年生は、成年種別で出場できる。 

エ 早生まれを除く高校２年生及び高校３年生のみの編成は不可とする。 

オ 早生まれを除く高校２年生及び高校３年生の登録できる人数は、5 名以内とする。 

カ 早生まれを除く高校２年生及び高校３年生のオンコートの人数や出場を必須にするとい 

った制限は加えない。 

＊ 早生まれの高校２年生とは、誕生月日が 1 月 1 日～4 月 1 日を指す。年齢 16 歳以下が

基準となる。 

＊ 成年男子・女子ともに選手の人数は最大 12 名とする。 

＊ 成年男子・女子ともに、「大学の所在地」は、所属県の条件には当てはまらない。従っ

て、「大学の所在地」を根拠とした県よりの参加はできない。 

（５）少年男子、少年女子 

ア 早生まれの高校２年生及び高校１年生、中学３年生が出場できる。 

イ 登録選手は、早生まれの高校２年生及び高校１年生、中学３年生で構成し、合計 12 名と 

する。 

ウ 中学３年生の出場は、1 名以上が望ましい。 

＊ 早生まれの高校２年生とは、誕生月日が１月１日～４月１日を指す。年齢 16 歳以下が

基準となる。 

（６）外国籍競技者の参加 

総則５（１）アに定める日本国籍を有しない者の参加については、以下のとおりとする。 

総則５（１）ア(ｱ)を除いた、(ｲ)(ｳ)に規定される選手については、 

ア 成年男子・女子 

(ｱ) 成年種別の選手の参加は１名までとする。 

(ｲ) 早生まれを除く高校２年生及び高校３年生の選手を参加させることができる。 

イ 少年男子・女子 

(ｱ) 少年種別の選手の参加は２名までとし、オンコートは１名までとする。 

(ｲ) 総則５（１）ア(ｱ)(ｲ)に定める早生まれの高校２年生及び高校１年生、中学３年生の選 

 手を参加させることができる。 

（７）国民体育大会予選会と各ブロック大会及び都道府県内の別途選手権大会を兼ねる大会を実施 

する場合、国民体育大会実施要項に抵触する選手及びチームは国民体育大会予選会とは見なさ 

ない。 

（８）参加申込システムについて、ブロック大会申込み時に、各種別 24 名まで選手（予備登録選 

手含む）を登録すること。なお、本大会参加申込時の選手（予備登録選手含む）についてはブ 
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ロック大会参加申込時からの追加を認めない。 

  ＊ 中学３年生の選手については、24 名の選手（予備登録含む）に入れておくことを前提とし、 

その中で、全国中学校総合体育大会/第 52 回全国中学校バスケットボール大会（予選含む）に 

出場した者に関しては予選大会に出場しなくても本大会に参加できる。 

 

６ 選手・監督の変更 

（１）参加申込締切後の監督・選手の変更は、疾病・傷害・妊娠など特別な場合に限り認めるものと 

し、診断書を添付すること。その届出は代表者会議当日午前 10 時までとする。 

（２）エントリー変更をした場合は、その選手に限りユニフォーム番号の変更を認める。 

（３）急遽、コーチ資格者が不在となる場合は、別途ＪＢＡが定める〈コーチ資格者が不在となっ 

た場合の対応〉を適用する。 

 ＊ コーチ登録証の携帯について 

   ベンチで指揮を執る者は、試合前、TO にてサインする際、必ずコーチ登録証を提示する 

こと。また、試合中は、コーチ登録証を公益財団法人日本バスケットボール協会指定のネッ 

クストラップを使用し、首から下げておくこと。 

   

７ 表    彰  実施要項総則６による。 

 

８ 参加申込方法  実施要項総則７による。 

 

９ 参  加  料  実施要項総則７による。 

 

10 宿泊申込方法  実施要項総則 11 による。 

 

11 そ  の  他 

（１）代表者会議 

日 時  2022 年８月 26 日（金）16：30～ 

場 所  広島県立総合体育館 中会議室  

  

（２）問い合わせ先  

〒730-0011 広島市中区基町４－１ 

一般財団法人 広島県バスケット協会 事務局  

TEL&FAX 082-221-7001(月・火・木・金 13:00～17:00) 
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（（1100））ウウエエイイトトリリフフテティィンンググ競競技技  

 

１ 期日 2022 年８月 20 日（土）・21 日（日） 

     20 日（土） 監督会議 16：30～ 

     21 日（日） 競技会  10：00～ 

２ 会場 広島市佐伯区スポーツセンター 小体育館 

     〒731-5136 広島市佐伯区楽々園６-１-27  TEL 082‐924‐8198 

３ 種別及び参加人数 

種別 本大会出場県数 監督 選手 参加県数 合計 

成年男子 
１～３位は２名 

４位は１名 
１ ９ ５ 50 

※選手・監督は兼任できない。 

４ 競技上の規定及び競技方法 

  2022 年度公益社団法人日本ウエイトリフティング協会競技規則による。ただし、同規定の主な変 

更箇所は次のとおりとする。 

（１）抽選はコンピューターで行い、プログラムに掲載する。 

（２）エントリー後の選手及び階級の変更は認めない。 

（３）競技開始前の選手紹介は行わない。 

（４）各階級の得点は、各種目（スナッチ、クリーン＆ジャーク）ともに１位５点、２位４点、３位 

３点、４位２点、５位１点とする。 

（５）上記の得点合計により県順位を決定する。 

５ 参加資格、所属及び選手の年齢基準 

  実施要項総則５に定めるもののほか、次による。 

（１）各県チームは、各県の予選会から選出された各階級１名以内の９階級９名以内で構成された 

１チームとする。 

（２）監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者の資格（コーチ１、コーチ２、コ 

ーチ３、コーチ４）を有すること。 

６ 選手・監督の変更  実施要項総則９による。 

７ 表彰        実施要項総則６による 

８ 参加申込方法    実施要項総則７による。 

９ 参加料       実施要項総則７による。 

10 宿泊申込方法    実施要項総則 11 による 

11 その他 

（１）監督会議：2022 年８月 20 日（土）16：30～ 佐伯区スポーツセンター ２F 会議室 

（２）問い合わせ先 

   広島県ウエイトリフティング協会   理事長 岩岡 怜 

   〒736-0082 広島県広島市安芸区船越南 3-16-1 ㈱ニッポー内 

   TEL／FAX 082-521-5746   携帯 090-8716-1491 
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（（1111））ハハンンドドボボーールル競競技技  

 

１  期    日    2022年８月19日（金）・20日（土）・21日（日） 

 

２  会    場    シシンヨーオークアリーナ（呉市総合体育館）   

〒737-0141呉市広大新開１－７－１ TEL：0823-74-0909 

ＩＨＩアリーナ呉（呉市体育館）   

〒737-0051呉市中央4丁目１－１TEL：0823-25-3475 

 

３  種別及び参加人数 

種  別 本大会出場県数 監  督 選  手 参加県数 小  計 合計 

成年男子 ２ １ 14 ５ 75 

300 
成年女子 ２ １ 14 ５ 75 

少年男子 ２ １ 14 ５ 75 

少年女子 １ １ 14 ５ 75 

 

４  競技上の規定及び方法 

（１）競技規則は「2022年度（公財）日本ハンドボール協会競技規則」による。 

（２）1チームの構成は、選手14名・監督1名とする。参加申込も同数とする。 

（３）試合方法は、成年男子・成年女子・少年女子はトーナメント方式、少年男子はリーグ戦方式で実 

施する。 

（４）競技時間は全種別、前半30分・休憩10分・後半30分とする。 

 

５  参加資格、所属県及び年齢基準 

    実施要項総則５に定めるもののほか次による。 

（１）原則として、（公財）日本ハンドボール協会に登録したチーム、選手であること。 

（２）ブロック大会の申し込みの前に、（公財）日本ハンドボール協会に国体一時登録を完了したチーム及 

び選手であること。 

（３）すべての種別のチーム構成は、単一又は２チーム以上の混成チームにしてもよい。 

（４）監督は、（公財）日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認ハンドボールコーチ１・ 

公認ハンドボールコーチ２・公認ハンドボールコーチ３・公認ハンドボールコーチ４のいずれかの資 

格を有すること。 

 

６  選手・監督の変更   実施要項総則９による。 

 

７  表        彰   実施要項総則６による。 

 

８  参加申込方法   実施要項総則７による。 

 

９  参   加   料   実施要項総則7による。 

 

10  宿泊申込方法   実施要項総則11による。 
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11 参加上の注意 

（１）１チームの選手数は14名以内とし、選手の背番号は国民体育大会本大会に準じて実施する。 

（２）ユニホームは、コートプレーヤー、ゴールキーパーそれぞれ２着以上の色の異なるものを用意し、 

それぞれの胸に都道府県名を表記しなければならない。 

（３）役員・選手は、（公財）日本ハンドボール協会発行の登録証を持参しなければならない。登録証は毎 

試合提出しなければならず、登録証が提出できない場合には、試合に参加、出場することができない。 

（４）試合前の練習は、競技場屋外で行うことが予想されるため、屋外用シューズを準備すること。 

（５）試合での松ヤニ・松ヤニスプレーの使用は禁止、両面テープの使用のみ認める。 

 

12  そ  の  他 

（１）審 判 会 議 

日  時  2022年８月19日(金)  18:30～ 

      場  所  シシンヨーオークアリーナ（呉市総合体育館）会議室 

〒737-0141呉市広大新開1-7-1  TEL：0823-74-0909 

 

（２） 監督主将会議 

日  時  2022年８月19日(金)  17:00～ 

       場  所  シシンヨーオークアリーナ（呉市総合体育館）会議室 

〒737-0141呉市広大新開1-7-1  TEL：0823-74-0909 

 

（３）問い合わせ先  広島県ハンドボール協会事務局 高野  修 

〒731-0192 広島市安佐南区祇園5丁目37-1 広島経済大学内 

      TEL  090-9419-2404  e-mail：os-taka@hue.ac.jp 
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（（1122））ソソフフトトテテニニスス競競技技  

 

１ 期    日  2022年８月20日（土）・21日（日）【予備日22日（月）】 

          20日（土）監督会議 競技１日目 

          21日（日）競技２日目 

 

２ 会    場  広島翔洋テニスコート（広島市中央庭球場） 

          〒730－0011 広島市中区基町２－18 TEL082－224－2191 

 

３ 種別及び参加人員 

種  別 国体出場数 監督 選手 参加県数 小 計 合 計 

成年男子 ２ １ ５ ５ 30 

90 成年女子 ２ １ ５ ５ 30 

少年男子 ２ １ ５ ５ 30 

 

４ 競技上の規定及び競技方法 

（１）ルール 

   公益財団法人日本ソフトテニス連盟2022年度ソフトテニスハンドブックによる。 

（２）試合方法 

  ア 各種別とも点取り法によるダブルス２ペア・シングルス１名によるチーム対抗戦とし、マッチは

全て７ゲームとする。 

  イ 対戦はダブルス・シングルス・ダブルスの順とする。ただし、１対戦中選手は重複して出場でき

ない。 

  ウ 対戦の都度オーダーを変えてもよい。 

  エ メンバーに欠員が生じた場合のオーダーは、ダブルス・シングルスの順に出場しなければならな

い。 

  オ 各種別ともリーグ戦方式とする。 

（３）選手の交代 

選手・監督の交代は、原則として認めない。ただし、特別な事情があるときは、その理由を明記

して監督会議開始までに、当該都道府県体育（スポーツ）協会会長・競技団体会長から選手交代届

を提出し、承認された者に限り出場できる。 

（４）その他 

   監督と選手を兼ねることはできない。 

   その他細部の事項については、監督会議で協議して決定する。 

 

５ 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準 

  実施要項総則５に定めるもののほか、次による。 

（１）少年種別に出場できる選手には、2007年４月２日から2008年４月１日までの間に生まれた中学３ 

年生を含むものとする。 

（２）監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認ソフトテニスコー

チ１、公認ソフトテニスコーチ２、公認ソフトテニスコーチ３、公認ソフトテニスコーチ４のいず

れかの資格を有していること。 
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６ 表    彰  各種別とも第２位までを表彰する。 

 

７ 参加申込方法  実施要項総則７による。 

 

８ 参 加 料  実施要項総則７による。 

 

９ 宿泊申込方法  実施要項総則11による。 

 

10 参加上の注意 

（１）実施要項総則14によるもののほか、当日雨天等の場合は翌日に延期する。 

（２）各県の代表選手は、競技の際に、必ずその県名・姓（苗字）を記載したゼッケンを背中に着用する

こと。なお、職場（企業）名、学校名の標識は付けないこと。 

 

11 そ の 他 

（１）監督会議は、2022年８月20日（土）とし、詳細については別途通知する。 

（２）前日（８月19日）の練習については、13時から17時まで各県２面を準備します。 

（３）問い合わせ先 

   広島県ソフトテニス連盟 理事長 大前秀樹 

〒731－5116 広島市佐伯区八幡４－３－25－27 携帯090－9064－5776 
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（（1133））  卓卓球球競競技技  
 

１ 期 日  2022 年８月 13 日(土)・14 日(日) 

 

２ 会 場  マエダハウジング東区スポーツセンター 

       広島県広島市東区牛田新町 1丁目８－３ TEL082-222-1860 

 

３ 種別及び参加人数  

種 別 国体出場数 監督 選手 参加県数 小計 合計 

成年男子 ３ １ ３ ５ 20 

60 成年女子 ２ １ ３ ５ 20 

少年男子 ２ １ ３ ５ 20 

※ 成年男子及び成年女子の監督は、選手を兼ねることができる。 

 

４ 競技上の規定及び競技方法 

（１）競技規則は現行の日本卓球ルールによる 

（２）試合方法 

ア 各種別ともリーグ方式によって勝敗を決める 

イ 各種目とも３名の選手からなる世界選手権方式(5 シングル)で試合を行う。 

ただし外国籍の選手は C 又は Z に出場す。 

 

 

 

 

 

    ウ ＡＢＣかＸＹＺかは試合前の抽選で選択する。 

        エ 使用球は JTTA 公認プラスチック球 40 ミリホワイトとする。 

 

５ 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準 

  実施要項総則５に定めるもののほか、次による。 

（１）日本学生卓球連盟及びその参加団体（支部）に登録されていない大学生の所属は居住地を示す 

現住所に限る。 

（２）少年に出場できる選手は 2007 年４月２日から 2008 年４月１日までの間に生まれた中学３年生

を含むものとする。 

（３）監督は（公財）日本卓球協会が認定する公認審判員以上の審判員資格を有する者で（公財）日 

本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認卓球コーチ２、公認卓球コーチ３、公認

卓球コーチ４のいずれかを満たす者とする。 

 

６ 表    彰 実施要項総則６による。 

 

７ 参加申込方法 実施要項総則７による。 

 

８ 参 加 料  実施要項総則７による。 

 

９ 宿泊申込方法 実施要項総則 11 による。 

 

 

10 参加上の注意 

（１）申込用紙に記入されている選手、予備登録選手以外の者による選手の変更は認められない。 

（２）選手は、ゼッケンをつけること。 

 

 １番 ２番 ３番 ４番 ５番 

ＡＢＣチーム Ａ/ Ｂ/ Ｃ/ Ａ/ Ｂ/ 

 

―
 

―
 

―
 

―
 

―
 

ＸＹＺチーム Ｘ/ Ｙ/ Ｚ/ Ｙ/ Ｘ/ 



－ 48 －

11 その他 

（１）監督会議  

日 時  2022 年８月 13 日（土） 10 時より 

場 所  マエダハウジング東区スポーツセンター 会議室 

 

（２）競技日程  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）練習時間 

日 時 2022 年８月 13 日（土）9：30～11：30 

2022 年８月 14 日（日）8：30～ 9：20 

 

（４）問い合わせ先 

 一般社団法人広島県卓球協会 事務局 

 氏 名  仁井田 勇二 

 電 話  082-228-7020  

 e-mail    hiroshima-jimukyoku@car.ocn.ne.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022 年 ８月 13 日(土) 12：00～ 開会式 

  12：30～ 第一試合 

  14：00～ 第二試合 

  15：30～ 第三試合 

2022 年 ８月 14 日(日) 9：30～ 第四試合 

  11：00～ 第五試合 

  13：00～ 閉会式 
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　（試合順序）

（A）　 （B）　 （C）　 （D）　　 （E）

　（試合順序）

（A）　 （B）　 （C）　 （D）　　 （E）

　（試合順序）

（A）　 （B）　 （C）　 （D）　　 （E）

【　試合順序　】

第1試合　　　　B-E　　　　C-D 第2試合　　　　A-E　　　　B-C 第3試合　　　　A-D　　　　C-E

第4試合　　　　A-C　　　　B-D 第5試合　　　　A-B　　　　D-E

第4試合

8/14　　9：30～

第5試合

8/14　　11：00～

第2試合

順位

8/14　　9：30～

岡山

島根

鳥取

第4試合

8/14　　9：30～

8/13　15：30～

第3試合

第1試合

8/13　12：30～

第5試合

8/14　　11：00～

8/13　14：00～

第4試合

鳥取

勝敗 試合得点 順位
山口 広島 島根 鳥取 岡山

　　（少年男子） 【本大会参加数：　２】

山口

広島

第5試合

8/14　　11：00～

岡山

8/13　14：00～

第3試合

8/13　15：30～

広島

山口

島根

　　（成年女子） 【本大会参加数：　２】

岡山

島根

鳥取山口 島根 広島 岡山

第1試合

8/13　12：30～

第2試合

勝敗 試合得点

試合得点

第1試合

8/13　12：30～

第2試合

順位

8/13　14：00～

第3試合

8/13　15：30～

第77回　対　戦　組　合　せ

勝敗

　　（成年男子）

鳥取

山口

【本大会参加数：　３】

鳥取 山口 広島 岡山 島根

広島

 
 



－ 50 －

（（1144））軟軟式式野野球球競競技技  
 

１ 期  日 2022 年８月 26 日（金）・28 日（日） 

             26 日（金）監督会議 

              27 日（土）競技第１日目 

             28 日（日）競技第２日目 

２ 会  場 鶴岡一人記念球場（呉市二河野球場） 

       737-0818  呉市二河町地内  0823-22-0799 

３ 組 合 せ  

 

  第１日目 ８月２７日（土） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２日目 ８月２８日（日） 

 

  
広島県

代表

Cの勝者

D ①

②

9:00

12:30

Cの敗者

Dの敗者

代表F

山口県

島根県

鳥取県

岡山県

Aの敗者

代表

Bの敗者

A  ① 8:30

B ② 11:00

C ③ 13:30

代表
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４ 種別及び参加人員 

種    別 国体出場数 監 督 選 手 参加県数 計 

成年男子 ４ １ 15 ５ 80 

  ＊監督が選手を兼任することができる。 

 

５ 競技上の規定及び競技方法 

（１）競技規則は、2022 年度公認野球規則及び別に定める特別規則を適用する。 

   なお、大会規定は、公益財団法人全日本軟式野球連盟規定細則による。 

（２）使用球は、公益財団法人全日本軟式野球連盟公認球 M 号を使用する。 

（３）競技服装 

   監督、選手は左袖に県名 (都市名は認めない) を必ずつけること。 

（４）打者、走者、次打者及びベースコーチは、競技者必携に記載のヘルメットを着用しなければな

らない。 

（５）捕手は、公益財団法人全日本軟式野球連盟公認のプロレクター、レガーズ、マスク(スロート

ガード付)、捕手用ヘルメット、ファウルカップを着用すること。 

（６）得点差によるコールドゲーム (７回以降７点差) を採用する。 

（７）９回を完了して同点の場合は、健康維持を考慮し、次の方法により勝敗を決定する。 

    試合開始後、３時間 00 分を経過した場合は通常の延長戦に代わって次のイニングより引き続

きタイブレーク方式を行う。 

（８）組合せは、令和３年度第３回中国地区軟式野球連盟理事会で決定している。 

 

６ 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準 

実施要項総則に定める者のほか、次による。 

（１）公益財団法人全日本軟式野球連盟に登録されたチームであること。 

（２）公益財団法人全日本軟式野球連盟に登録されていないチームは、公益財団法人日本スポーツ協 

会及び公益財団法人全日本軟式野球連盟の定めたスポーツ憲章並びに公益財団法人全日本軟式 

野球連盟で取り決めた事項の尊守を承諾したチームであること。 

（３）未登録チームについては、参加料のほかに参加申込書並びに所定の承諾書を各県第１次予選会 

主催者に提出することによって仮登録とみなす。 

（４）連盟の登録に関係なく、選抜チームを編成することができる。ただし、選抜チーム以外に参加 

希望チームがある場合は、予選会を行わなければならない。 

（５）予選会を行って、参加チームによる選抜編成は差支えない。この場合、代表権を得たチームの 

意見を尊重する。 

（６）「ふるさと選手制度」 で参加する者は、総則５の別記１に該当するものとし、登録及び出場 

する県支部長に報告すること。 

（７）選手は 2004 年４月１日までに生まれた者とする。 

   なお、特例として、2004 年４月２日以降に生まれた者でも参加できる。 

（８）参加人員 
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  ア 各県第１次予選から、国籍その他を調査し、16 名 (監督 1名、選手 15 名) 以内で編成して

出場すること。 

  イ 本大会までブロック大会に出場したメンバーを変更することはできない。 

    (注) 仮加盟により出場するチームは、連盟の規程及び規定細則により編成されたチームでな

ければならない。 

（９） 本大会に参加する監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく 

公認軟式野球コーチ１、または、公認軟式野球コーチ３の有資格者であること。 

 

７ 表   彰 

  実施要項総則６によるもののほか、代表となったチームに対し中国地区軟式野球連盟からトロフ

ィーを授与する。 

 

８ 参加申込方法及び参加料 

  実施要項総則７による。 

 

９ 宿泊申込方法 

  実施要項総則 11 による。 

 

10 参加上の注意 

（１）2022 年度版競技者必携及び 2022 年度版公認野球規則を持参すること。 

（２）監督会議には、監督又は主将は必ず出席すること。出場しないときは、原則として棄権とみな 

す。 

 

11 その他 

（１）監督会議 

日  時  2022 年８月 26 日 (金)    17:00 

   場  所  クレイトン ベイ ホテル 

          〒 737-0822  呉市築地町 3-3 

          TEL 0823-26-1111  FAX  0823-26-0011 

（２）開始式 

    実施しない。 

（３）参加選手は 「健康保険証」 又は 「共済組合会員証」 を持参すること。 

（４）大会事務局 

    〒 730-0806   広島市中区西十日市町 10-10  山藤ビル２F 

    広島県軟式野球連盟 

TEL 082-531-0550  FAX  082-531-0551  
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（（1155））馬馬術術競競技技  
 

１ 期 日  2022年７月１日(金)～７月３日(日) 

 

２ 会 場  蒜山ホースパーク 

       〒717-0501 岡山県真庭市蒜山中福田958-38 

電話 (0867)66-5116 FAX (0867)66-5117 

 

３ 日程及び競技種目 

月 日 番号 種  別 競技種目(内容) 

７月１日（金）   フレンドシップ 

監督会議 

７月２日（土） 

 １ 

 ２ 

 ３ 

 ４－１ 

 ５ 

 ６ 

 ７ 

 ８ 

 ９ 

 10 

 11 

成年男子 

成年女子 

少  年 

成年男子 

成年男子 

成年女子 

少  年 

成年男子 

少  年 

成年女子 

少  年 

セントジョージ賞典馬場馬術競技(課目2009） 

セントジョージ賞典馬場馬術競技(課目2009） 

ジュニアライダー個人競技馬場馬術(課目2009) 

国体総合馬術競技(３スターＢ2020馬場馬術課目） 

標準障害飛越競技(H1.40m以下、W1.50m以下) 

標準障害飛越競技(H1.25ｍ以下、W1.40ｍ以下) 

標準障害飛越競技(H1.20ｍ以下、W1.40ｍ以下) 

スピードアンドハンディネス競技(H1.30ｍ以下,W1.50ｍ以下) 

スピードアンドハンディネス競技(H1.10ｍ以下,W1.40ｍ以下) 

二段階障害飛越競技(H1.20ｍ以下、W1.40ｍ以下) 

二段階障害飛越競技(H1.20ｍ以下、W1.40ｍ以下) 

７月３日（日） 

 12 

 13 

 14 

 ４－２ 

 15 

成年男子 

成年女子 

少  年 

成年男子 

少  年 

 トップスコア競技(H0.9～1.50m、W1.80ｍ以下) 

 トップスコア競技(H0.9～1.40m、W1.70ｍ以下) 

 トップスコア競技(H0.9～1.40m、W1.70ｍ以下) 

 国体総合馬術競技(障害 H1.20m以下、W1.40ｍ以下) 

 団体障害飛越競技(H1.10ｍ以下、W1.40ｍ以下) 

 

４ 参加選手及び参加頭数(最大数) 

種   別
 単       県 ５県合計 

監督 ホースマネージャー 選手 馬匹 選手等 馬匹 

  

自 馬 

 

成年男子 

１
 

１
 ８ ７ 

60
 

40
 成年女子 

少  年 

団 体 少  年 ２ １ 

合    計 １ １ 10 ８ 60 40 

 

（１）出場県は、個人競技に５頭以上出場する場合、内国産馬をｌ頭以上含めること。 

（２）予備選手は各種別毎にそれぞれ２名、予備馬は３頭まで登録できる。 

（３）監督１名及びホースマネージャー１名は選手を兼ねることができる。 

（４）選手及び馬は、自馬競技と団体競技の両方に出場できる。 
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５ 参 加 資 格 

  実施要項総則５に基づいた条件を有することのほか、次による。 

（１）少年種別には、中学３年生を含む2008年４月１日以前に生まれた者から2004年４月２日以降 

に生まれた者が参加できる。 

（２）選手は、ブロック大会の参加申し込みの時点で、公益社団法人日本馬術連盟の会員で、騎乗者

資格Ｂ級以上の取得者であること。ただし、少年種別に参加する選手で、騎乗者資格Ｂ級以上の

資格がない場合は、公益社団法人日本馬術連盟の会員であることのほか参加県の馬術連盟会長が

発行する技能証明書を公益社団法人日本馬術連盟会長宛に提出すること。 

（３）参加馬は、公益社団法人日本馬術連盟の登録馬であること。 

（４）馬匹は、参加県を重複して出場することはできない。ただし、団体障害飛越競技の対戦相手チ

ームに提供する馬匹を除く。 

（５）本大会に出場する選手は、ブロック大会に必ず登録していること。予備登録の選手も同様であ

る。 

（６）監督は、公益財団法人日本体育協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認馬術コーチ１、公

認馬術コーチ３のいずれかの資格を有する者であること。 

 

６ 競技上の規定 

（１）この競技会は、日本馬術連盟競技会規程最新版及び国体馬術競技規程最新版を適用する。 

（２）団体障害飛越競技は２名戦で下記のとおり行う（選手は出場枠内で３名まで登録できる）。 

 

                    

                                       

              

決  勝 

 

 

 

 

 

 

           

         

 

 

 

 

 

 

２回戦 

 

 

 

        １回戦 

 

 

 

 

 

 

 

 

   Ａ       Ｂ  Ｃ      Ｄ      Ｅ   

[順位決定方法] 

 ３位は２回戦の敗者とし、以下は同率４位とする。 

（３）団体障害飛越競技に提供する馬匹を変更する場合は、速やかに競技本部に届け出ること。 

（４）参加申し込み後の人馬の交代は、特別の事情(死亡、負傷、疾病、転勤等)がある場合のみであ

り、申込書に記載している人馬及び予備登録人馬との交代に限り認める。その際は、出発前まで

に広島県馬術連盟に文書(FAX可)で申請し、監督会議の議を経て承認される。 

（５）全種目を通じて選手の出場は１人２種目までとする (団体障害飛越競技を除く) 。 

（６）全種目を通じて馬の出場は１頭６種目以内とする。 

（７）一つの種目への出場は１県１回限りとする。 

（８）障害飛越競技の場合は、必ず固定顎紐付き乗馬用保護帽を着用すること。 

（９）ブロック大会では、所属県名表示を免除する。 

（10）欠場する場合は、それが判明した時点で速やかに欠場届を競技本部に提出しなければならない。

未提出の場合は、当該県はそれ以降の競技に出場することができない。 

７  総合成績位決定方法 

（１）自馬競技各種目に１位５点、２位４点、３位３点、４位２点、５位１点の競技得点を与える。

ただし、馬場馬術競技については総得点が50%未満の人馬には競技得点を与えない。 

（２）合計点が同一の場合は、優勝県の多い県を上位とする。決定しない場合は２位の数を、それで

も決定しない場合は３位の数で決定する。 
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８ 本大会出場人馬数決定方法 

（１）出場選手数決定方法 

総合成績(障害、馬場)により選手数を決定する。 

（２）出場馬匹数決定方法 

ア 馬場馬術総合成績１位の県に馬匹枠１頭を与える。ただし、この枠で獲得した馬匹は必ず馬

場馬術競技に参加すること。 

イ 障害馬術総合成績により馬匹数を下記のとおりとする。ただし、この枠で獲得した馬匹は馬

場馬術競技にも参加できる。 

（３）割当数の調整 

ア 各県は大会終了後の監督会議で各種別の出場選手数を申告する。その際、監督、ホースマネ

ージャー、団体競技出場選手を含めない。 

イ 各種別の選手数がブロック割当数になるよう、監督、ホースマネージャーの選手兼任枠や団

体競技出場選手を考慮して調整を行う。 

 

    【割り当て表】 

 順  位 １位 ２位 ３位 ４位 ５位 ブロック割当 合 計 

選 手
 

 

総合成績 

 

８ ６ ５ ４ １ 

成年男子 ９ 

２６
 成年女子 ７ 

少  年 ８ 

少年団体 ２ ０ ０ ０ ０ 少年団体 ２ 

馬 匹 

障害馬術 ５ ４ ３ ３ １ 
自  馬

 16 

１８ 馬場馬術 １ ０ ０ ０ ０ １ 

団体障害 １ ０ ０ ０ ０ 団  体 １ 

 

（４）本大会参加人馬実数は、１県最大限８頭12名(監督１名、ホースマネージャー１名、選手10名)

最小限１頭３名(監督１名、ホースマネージャー１名、選手１名)とする。ただし、個人競技に５

頭以上エントリーする場には、内国産馬を1頭以上含めること。 

 

９ 本大会出場決定方法 

（１）各競技種目において、障害飛越競技は３位までの県、馬場馬術競技は１位の県に本大会出場優

先権を与える。 

（２）団体競技では、各種別の優勝県が出場権を得るものとする。優勝した県には馬１頭、選手２名

の参加を割り当て、割り当てられた馬及び選手は個人競技にも参加できる。 

（３）残余種目決定方法 

ア ブロック大会予選種目において１種目も国体出場権を獲得できなかった県は、残余種目を獲

得することができる。ただし、この時点ではブロック大会予選種目の獲得はできない。 

イ すでに獲得した種目を放棄する場合は、その旨申し出ること。 

ウ 馬場馬術競技についでは、馬場馬術競技総合成績１位の県から獲得していく。 

エ 障害馬術競技についでは、障害馬術競技総合成績１位の県から獲得していく。 

 

10 表   彰  

男女総合成績及び各種目第１位から第３位までに賞状を授与する。 

 

11 参加申込方法 

実施要項総則７による。 
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12 参 加 料 

（１）登録料                         1 頭   10,000円 

（２）エントリー料  フレンドシップ競技  1 種目    8,000円 

予選競技            1 種目  10,000円 

 

13 宿泊申込方法  

 実施要項総則11による。 

 

14 そ の 他 

（１）競技前日(金曜日15：00～)及び競技終了後（日曜日12：30～）に監督  

会議を行うので、必ず参加すること。 

（２）競技開始は両日とも午前８時からとする。 

（３）メディカルカードは各自で記載し、常時携行すること。 

（４）入厩については別途通知する。  

 

15 問い合わせ先 

  広島県馬術連盟 

  〒729-1331 三原市大和町椋梨573-１  

        苅谷乗馬クラブ内 

        TEL&FAX：0847-34-1089  

 E-mail: kariya-j@mail.mcat.ne.jp 
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（（1166））フフェェンンシシンンググ競競技技  

 
１ 期  日  2022年８月12日（金）・13日（土）・14日（日） 

             12日（金） 監督会議 

             13日（土） 競技１日目 

             14日（日） 競技２日目 

 

２ 会  場  エフピコアリーナふくやま（福山市総合体育館） 

〒721-0823 福山市千代田町１丁目１番２号 

TEL 084－981－3050 

 

３ 種別及び参加人員 
 

種  別 種  目 
本大会 

出場県数 
監督 選手 参加県数 小計 合計 

成年女子 
フルーレ 
エ ペ 

２ ３ ５ 15 

65 
少年男子 フルーレ １ １ ４ ５ 25 

少年女子 フルーレ １ １ ４ ５ 25 
 

（注）成年女子の監督は、選手を兼ねる。 

 

４ 競技上の規定及び競技方法 

（１）競技規則は、ＦＩＥ規則及び(公社)日本フェンシング協会の定める競技規則に準じる。 

（２）競技方法 

  ア 少年種別は３名総当たり戦による５県のリーグ戦とする。 

  イ 成年女子は各種目とも３名紅白戦による５県のリーグ戦とする。 

（３）競技得点 

  ア 成年女子は各種目とも、１位－６点、２位－４点、３位－３点、４位－２点、 

５位－１点を与える。 

（４）順位決定 

  ア 少年種別はチーム勝数の多い方を上位とする。なお出場権を決定する場合のみ、勝敗が同数 

の場合は３名の総当たり戦による決定戦（バラージ）を行う。 

  イ 成年女子はチーム獲得得点の多い方を上位とする。なお獲得得点が同数の場合は以下により

順位を決定する。 

① ２種目のチーム勝数の多い方 

② ２種目の個人総勝数の多い方 

③ ２種目の総突き数－総被突き数の多い方 

④ ２種目の総突き数の多い方 

⑤ ①～④が同じ場合は決定戦としてフルーレの３名紅白戦を行う。 
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５ 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準 

  実施要項総則５に定めるもののほか、次による。 

（１）少年種別に参加できる選手には、2007年４月２日から2008年４月１日までの間に生まれた中学

３年生を含むものとする。 

（２）監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく公認フェンシングコ

ーチ１、公認フェンシングコーチ３、公認フェンシングコーチ４のいずれかの資格を有している

こと。 

（３）監督・選手は、都道府県大会以前に（公社）日本フェンシング協会の会員登録をすませた者と

する。 

 

６ 表    彰  実施要項総則６による。 

 

７ 参加申込方法  実施要項総則７による。 

 

８ 参  加  料  実施要項総則７による。 

 

９ 宿泊申込方法  実施要項総則11による。 

 

10 参加上の注意 

（１）監督会議については、別途通知する。 

（２）武器・用具検査については、試合前日及び試合当日ともに会場で行う。 

（３）武器及び用具は武器・用具検査係の検査に合格し、所定の検査済証があるものを使用しなけれ 

ばならない。 

（４）参加申込み締め切り後の選手変更は、死亡、傷病、傷害、転勤等の特別な場合のみ認めるもの 

とし、選手変更を証明するものを添付し、文書にて届出をする。その届出は理事長会議までとす

る。 

 

11 問い合わせ先 

広島県フェンシング協会 事務局  高橋 一則 

〒721-0923 広島県福山市大門町野々浜469-１ 

TEL：084-941-3394  FAX：084-941-3394 

E-mail：takahashi117@ktb.biglobe.ne.jp 
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（（1177））柔柔  道道  競競  技技  

  

１ 期 日  2022 年８月 21 日（日） ９：30 ～ 

 

２ 会 場  広島県立総合体育館「武道場」 

       〒730-0011 広島市中区基町４－１  TEL  082-228-1111 

 

３ 種別及び参加人員 

 

 

 

 

 

４ 競技上の規程及び競技方法 

（１）最新の国際柔道連盟試合審判規定で行う。 

（２）試合は各種別毎にリーグ戦を行い、順位を決定する。 

（３）リーグ戦での代表戦は行わない。 

（４）勝敗の決定基準は「一本」「技あり」「僅差」とする。「僅差」とは、双方の選手間に技による

評価がない、または同等の場合、「指導」差が２以上あった場合に少ない選手を「僅差」による

優勢勝ちとする。得点差が無く、かつ「指導」差が１以内の場合は「引き分け」とする。 

（５）チーム間の勝敗決定方法は、次のとおりとする。 

ア 勝者数の多いチームを勝ちとする。 

イ アで同等の場合は、「一本勝ち」（それと同等の勝ちを含む）による勝者数の多いチームを 

勝ちとする。 

ウ イで同等の場合は、「技あり」による勝利数の多いチームを勝ちとする。 

（６）リーグ戦での順位決定方法は、次のとおりとする。 

ア 勝ち数の多いチームとする。 

イ アで同等の場合は、「一本勝ち」「技あり」「僅差」の順で内容の高いチームを勝ちとする。 

ウ イで同等の場合は、対戦チーム間の成績の勝ちチームを上位とする。 

  エ ウで同等場合は、「引き分け」であった対戦の中から抽選で１組を選び、時間無制限のゴー 

ルデンスコア方式の代表戦により、勝敗を決する。（先に「技あり」以上の技評価を得た選手

が勝ちとなり、先に「反則負け」を与えられた選手が負けとなる。） 

（７）柔道衣は、全柔連柔道衣規格に適合した柔道衣（上衣、下穿きは IJF 赤ラベル及び「JU」か 

ら始まる赤文字のみ可、帯は IJF 赤、青ラベル及び「JU」から始まる赤文字、黒文字全て可） 

とする。 

 

５ 参加資格、所属都道府県及び年齢基準 

   実施要項総則５に定めるもののほか、次による。 

（１）参加者は、（公財）全日本柔道連盟に登録しており、登録をした県からのみ出場できる。    

（２）女子種別に、「国民体育大会ふるさと選手制度」で参加する者は登録を行った都道府県にか        

かわらず、該当する都道府県から参加できる。 

種  別 本大会出場数 監督 選手 参加県数 小計 合計 

女  子 ２ １ ５ ５ 30 
60 

少年男子 1 １ ５ ５ 30 
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（３）監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認柔道コーチ

１、公認柔道コーチ２、公認柔道コーチ３、公認柔道コーチ４のいずれかの資格を有し、かつ

公益財団法人全日本柔道連盟公認柔道指導者資格制度に基づくＡまたはＢ指導員の資格を有す

る者。 

（４）選手の配列順位 

ア 女  子 

    選手は、先鋒（体重 52㎏以下の少年）、次鋒（体重 57㎏以下の成年）、中堅（体重 52㎏を 

超え 63 ㎏以下の少年）、副将（体重 63㎏を超え 78 ㎏以下の少年）、大将（体重無差別の成 

年）の順に配列すること。 

※ 出場都道府県の実情に応じて次鋒、大将のいずれかを少年種別年齢域の者とすることを 

可能とする。 

イ 少年男子 

選手は、先鋒（体重 60㎏以下の者）、次鋒（体重 60㎏を超え 73㎏以下の者）、中堅（体重

73㎏を超え 90 ㎏以下の者）、副将（体重 90㎏を超え 100 ㎏以下の者）、大将（体重無差別）

の順に配列すること。    

（５）選手の年齢基準 

ア 成年種別として参加する者は、2004 年４月１日以前に生まれた者とする。 

イ 少年種別として参加する者は、2004 年４月２日以降に生まれた者とする。 

ただし、中学生以下の生徒及び児童は参加することができない 

 

６ 選手・監督の変更 実施要項総則９による。申し込み後，正当な理由により変更する場合は証

明する書類を添付すること。監督会議後の選手変更は認めない。 

    

７ 表    彰  実施要項総則６による。 

８ 参加申込方法  実施要項総則７による。 

９ 参 加 料  実施要項総則７による。 

10 宿泊申込方法  実施要項総則 11 による。 

 

11 諸会議等日程 

（１）組合せ抽選 2022 年７月 23 日（土）13：00～14：00 広島県柔道連盟事務局 

（２）体重測定  2022 年８月 20 日（土） 

非公式計量 13:30～14:30   広島県立総合体育館「武道場」 

公式計量   14:30～15:00   広島県立総合体育館「武道場」 

（３）審判・監督会議   

2022 年８月 20 日（土）15：30～    広島県立総合体育館本館会議室 

  

12 その他 

（１）練習会場  2022 年８月 20 日（土）12：00～17：00 広島県立総合体育館「武道場」 

（２）開館時間  2022 年８月 21 日（日） 8：00～ 

（３）問い合わせ 〒732-0064 広島市東区牛田南 1-2-21-101 

          広島県柔道連盟 TEL082-222-6446 FAX082-222-7281 

                   E-mail:juren34@ms8.megaegg.ne.jp 
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（（1188））ソソフフトトボボーールル競競技技    

 

１ 期 日 （１）成年男子・成年女子・少年女子  

2022 年 8 月 20 日（土）・21 日（日）（雨天時等の順延は 22 日（月）まで） 

 

      （２）少年男子 

2022 年 8 月 27 日（土）・28 日（日）（雨天時等の順延は 29 日（月）まで） 

 

２ 会   場  成年男子・成年女子・少年女子・少年男子 

  尾道市御調ソフトボール球場 

〒722-0353 尾道市御調町高尾 230 

TEL0848-76-2889 

 

３ 種別及び参加人員 

種 別 本大会出場数 監 督 選 手 参加県数 小 計 合 計 

成年男子 １ １ 12 ５ 65  

 

275 

成年女子 １ １ 13 ５ 70 

少年男子 １ １ 13 ５ 70 

少年女子 １ １ 13 ５ 70 

 

４ 競技上の規定及び競技方法 

（１）競技規則は、「2022 年度(公財)日本ソフトボール協会オフィシャルソフトボールルール」

を適用する。 

ただし、特別事項は、監督会議で決定する。 

（２）試合方法は、トーナメント方式による。 

 

５ 参加資格、所属県及び選手の年齢基準 

  実施要項総則５に定めるもののほか、次による。 

（１）出場チームは各県大会に参加した者で、当該県単独チームか、補強又は選抜されたチーム

とする。 

（２）監督が選手を兼ねるときは、選手登録をしなければならない。 

（３）大会に参加する監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、

公認ソフトボールコーチ１、公認ソフトボールコーチ２、公認ソフトボールコーチ３、公認

ソフトボールコーチ４の有資格者でなければならない。 

 

６ 表    彰  実施要項総則６による。 

 

７ 参加申込方法  実施要項総則７による。 

 

８ 参  加  料  実施要項総則７による。 

 

９ 宿泊申込方法  実施要項総則 11 による。 
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10 参加上の注意 

（１）チームの編成は、３の参加人員のほか、３名の予備員を認める。予備員を必要とするチー

ムは、参加申込書にその氏名等を記載しておかねばならない。申込選手に支障が生じた場合

は、監督会議の際、記載された予備員と交代することができる。この支障の選手及び交代し

ない予備員は、本大会への出場資格はない。 

（２）ユニフォームナンバーは、１～99 番までとする。ただし、主将は 10 番、監督 30 番とし、

背番号の大きさは、15cm 以上で統一されたものであること。また、ユニフォーム上衣の胸下

に背番号と同番号を付けること。大きさは、６ｃｍ以上 12ｃｍ以内とする。 

（３）参加する県代表の出場者は、その県名のみを明記した（統一）ユニフォームを着用しなけ

ればならない。 

（４）チームは、単独、補強、選抜を問わず県名を明示すること。 

 

11 そ の 他 

（１）監督会議  

 （ア）成年男子・成年女子・少年女子 

日 時  2022 年８月 19 日（金）16：00～ 

場 所  尾道ふれあいの里 

尾道市御調町高尾 1369 TEL：0848-77-0177 

 （イ）少年男子 

日 時  2022 年８月 27 日（土）８：00～ 

場 所  尾道市御調ソフトボール球場 

尾道市御調町高尾 230 TEL：0848-76-2889 

注)監督は、ユニフォームを着用のうえ必ず出席すること。 

欠席したチームは、原則として放棄とみなす。 

（２）審判・記録会議 

日 時  2022 年８月 20 日（土）７：30～ 

場 所  御調ソフトボール球場 

      尾道市御調町高尾 230 

（３）問い合わせ先  

広島県ソフトボール協会 理事長 石井 延明 

自宅 〒722-0211 広島県尾道市美ノ郷町中野 1000 番地         

    TEL 0848-48-5096  FAX 0848-48-5096 

    携帯 090-7508-7816 

    Ｅ-mail ：enmei@hiroshimaken-softball.net 
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（（1199））ババドドミミンントトンン競競技技  

 

１ 期 日 2022年８月19日（金）～８月21日（日） 

 

２ 場 所 マエダハウジング東区スポーツセンター 

  〒732-0068 広島市東区牛田新町一丁目８番３号 

   電話 082-222-1860 

 

３ 種別及び参加人数 

 

 

４ 競技上の規程及び競技方法 

（１）競技規則       2022年度公益財団法人日本バドミントン協会競技規則、同大会運営規程、及び同 

公認審判員規程による。 

（２）競技方法    各種別とも、１複２単による各県対抗リーグ戦とし、試合は、複、単１、単２の順

に行う。 

（３）チーム編成    各種別とも、監督１名、選手３名の計４名とする。 

           ただし、成年選手は監督を兼任することができる。 

（４）使用用器具   公益財団法人日本バドミントン協会検定・審査合格用器具及び2022年度第1種検 

定合格水鳥球を使用する。 

 

５ 参加資格、所属県及び選手の年齢基準 

 実施要項総則５に定めるもののほか、次による。 

（１）少年種別に参加できる選手は、2007年４月２日から2008年４月１日までの間に生まれた中学３年

生を含むものとする。 

（２）監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認バドミントンコー

チ１、公認バドミントンコーチ２、公認バドミントンコーチ３、公認バドミントンコーチ４、いずれ

かの有資格者であることとする。 

 

６ 表 彰  実施要項総則６による。 

 

７ 参加申込方法     実施要項総則７による。 

 

８ 参加料  実施要項総則７による。 

 

９ 宿泊申込方法   実施要項総則11による。 

 

 

種 別 本大会出場数 監 督 選 手 参加県数 小 計 合 計 

成年女子 ２ １ ３ ５ 20 

60 少年男子 ２ １ ３ ５ 20 

少年女子 ３ １ ３ ５ 20 
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10 参加上の注意 

競技に際しては、上衣背面中央に縦６～10cm、横30cm以内の範囲に県名を明示すること。文字は、 

上衣背面の県名明示部分の色と明確に区別できる文字色の漢字とする。 

 

 

11 その他 

（１）会議日程 

ア 監督会議 

日 時    2022年８月19日(金) 15:00～16:00 

場 所    マエダハウジング東区スポーツセンター 会議室 

  イ 代表者会議 

 日 時    2022年８月19日(金) 17:00～18:00 

 場 所    マエダハウジング東区スポーツセンター 会議室 

（２）公式練習 

   日 時    2022年８月19日(金) 13:00～15:30 

 場 所    マエダハウジング東区スポーツセンター 大体育室 

（３） 開始式 

 日 時    2022年８月19日(金) 16:00～16:30 

 場 所    マエダハウジング東区スポーツセンター 大体育室 

（４）競技開始  

 日 時    2022年８月20日(土)・21日(日) 両日とも９:30開始 

 場 所    マエダハウジング東区スポーツセンター 大体育室 

（５）公益財団法人日本バドミントン協会環境委員会よりお願い 

・開催地のゴミの分別収集に協力すること。 

・宿泊先の部屋から出るときは、エアコン、テレビ、ライト等のスイッチを消すこと。 

・大会にはマイ歯ブラシを持参すること。 

（６）駐車場について 

マエダハウジング東区スポーツセンターの駐車場は、有料です。 

（７）問合せ先 

広島県バドミントン協会 事務局 村上 恵 

〒733-0035 広島市西区南観音八丁目12-20 ニシヒロ本社屋１F 

TEL＆FAX：082-275-6878 e-mail：hirobad@hi.enjoy.ne.jp 
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（（2200））弓弓道道競競技技 

 

１ 期 日 2022年７月16日（土）・17日（日）・７月18日（月祝） 

 ［日程］ ７月16日（土）  15:00 審判会議（呉市スポーツ会館・談話室） 

                             16:00 監督会議（    同上      ） 

                  開会宣言 

７月17日（日）   10:00 少年遠的競技 

                 昼食休憩 

13:00  少年近的競技 

                               （同中競射） 

15:00  少年の部表彰式 

           ７月18日（月祝）  10:00 成年遠的競技 

                 昼食休憩 

13:00  成年近的競技 

                                （同中競射） 

15:00  成年の部表彰式 

                   閉会宣言 

 

２ 会 場  呉市近的・遠的弓道場 

     〒737-0818 呉市二河町１番８号  TEL 0823-22-1264 FAX 0823-22-1265 

 

３ 種別及び参加人員 

種  別 本大会出場数 監督 選手 参加県数 小計 合 計 

成年男子 ３ １ ３ ５ 20 

80 
成年女子 ２ １ ３ ５ 20 

少年男子 ２ １ ３ ５ 20 

少年女子 ２ １ ３ ５ 20 

 

４ 競技上の規定及び競技方法 

（１）審判規定は、公益財団法人全日本弓道連盟「弓道競技規則」による。 

（２）競技種目は、遠的種目及び近的種目とし、両種目とも同一選手によって行う。 

（３）競技方法 

  ア 競技は、１日目：遠的競技 少年男子、少年女子 

近的競技 少年男子、少年女子 

           ２日目：遠的競技 成年男子、成年女子 

                        近的競技 成年男子、成年女子の順で行う。 

  イ 競技は、遠的２射場、近的２射場で行う。 

ウ 競技の立順は、島根県、岡山県、山口県、広島県、鳥取県、の順で行う。 

  エ 競技は、遠的競技は立射で行い、近的競技は坐射で行う。 

  オ 競技の所要時間は、遠的競技は６分30秒以内、近的競技は７分30秒以内とする。   
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１立の終了時間30秒前に注意の合図を行う。 

  カ 本鈴（制限時間）時に射残した矢は失権。本鈴と同時は無効とする。 

  キ 替弓・替弦の処理方法 

① 切れ（替弓・替弦）及び弓の破損（替弓）の場合は、役員と監督が連携して処理を行う。 

② 替弦・替矢は、監督が選手の後ろに続いて持参する。 

③ 替弓は、役員が搬入し、射場内の指定場所に置く。 

④ 弦切、弓の破損による替弓の処理時間は、「制限時間内」とする。 

⑤ 的の転がり修正及び射場・矢道・的場での不安全状況の発生により、審判が停止指示を出し 

た場合は、行射中の全チーム共「制限時間なし」とする。 

  ク 的中の（得点）の再確認について 

    監督は、審判員の裁定に従い、射場での的中（得点）の再確認を申し出ることができない。 

  ケ 異議申立の方法 

① 異議申立については、監督が行う。 

② 全選手が射終わった時、挙手をして進行委員に申立てる。 

   

（４）遠的種目（射距離60ｍ、直径100cm得点的、得点制） 

   全種別とも各自４射ずつ２回（団体24射）を行い、種別ごと最高得点団体を最上位とし、以下得 

点で順位を決める。 

   ただし、得点が同じ場合は、次の順序によって決める。 

    ア 得点になった総的中数の多い方を上位とする。 

  イ 同的中数の場合は、高い得点から的中数を順次比較し、多い方を上位とする。 

  ウ 以上の条件が全く同じ場合は、各自１射（団体３射）の競射を行う。 

  エ 同得点による競射を行い、同点となった場合においても上記ア、イにより順位を決める。 

  

（５）近的種目（射距離28ｍ、直径36cm霞的、的中制） 

   全種別とも各自４射ずつ２回（団体24射）を行い、種別ごと最高的中団体を最上位とし、以下的 

中で順位を決める。ただし、同中の場合は、各自１射（団体３射）の競射を行い、順位を決める。 

（６）射詰め競射の場合は、遠的、近的とも取矢をしてもしなくてもよい。 

（７）成績採点方法 

  ア 各種目（遠的競技・近的競技）とも、１位－５点、２位－４点、３位－３点、 

  ４位－２点、５位－１点を与える。 

  イ 得点合計が同点の場合は、遠的競技、近的競技のいずれか上位点にあるものを上位とし、更に 

順位が決定しない場合は、近的により各自１射（団体３射）の競射を行い、順位を決める。 

（８）使用する弓具  

      両種目とも日本弓具を使用すること。 

（９）選手は矢を６本（替矢２本を含む）用意すること。同中（点）競射の１本目は、替矢から使用す 

る。 

（10）競技中の服装は、弓道衣(白筒袖・黒袴・白足袋)とする。少年は紺袴も認める。 

（11）申込書記載の立順は変更することはできない。 

（12）選手変更及び立射申請・取矢免除申請 

  ア 選手変更 
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    実施要項総則９によるほか、次による。 

参加申込み後の選手変更は特別な事情がない限り認めない。選手変更する場合は、本大会の審 

判会議までに診断書（写し可）を競技委員長に文書で提出する。但し立順を変更することはでき

ない。 

  イ 立射申請・取矢免除申請 

    本大会の審判会議までにその理由を明記した文書を競技委員長へ提出すること。 

        その際、障害者手帳の写しまたは診断書（写し可）を提出すること。 

なお、審判会議以降に発生した場合も同様とする。 

 

５ 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準 

  実施要項総則５に定めるもののほか、次による。 

（１）監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認弓道コーチ１、 

公認弓道コーチ２、公認弓道コーチ３のいずれかの資格を有していること。 

     

６ 表     彰  実施要項総則６による。 

                       

７ 参加申込方法  実施要項総則７による。 

        

８ 参  加  料  実施要項総則７による。 

 

９ 宿泊申込方法  実施要項総則11による。  

 

10 その他 

（１） 公開練習  ７月16日（土）  ９：00～16：00  遠的・近的 

（時間割り当て有り） 

７月17日（日）   13：00～15：30  成年・遠的練習のみ 

 

７月18日（月祝） 練習は出来ない 

（２） コロナ対策 

  ア 開会式、矢渡し、閉会式は行わない。表彰式は各チーム代表１名とする。 

  イ 「第77回国民体育大会（特別国民体育大会冬季大会）中国ブロック大会における新型コロナ 

   ウイルス感染防止対策ガイドライン」に則り実施する。 

（３） 問い合わせ先 

        広島県弓道連盟事務局 

〒737-0045 呉市本通４丁目10-12-805 正法地清 方   

        TEL 090-6400-2330 

FAX 0823-24-5364 

Ｅ－mail s-kenren@tiara.ocn.ne.jp 
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（（2211））ラライイフフルル射射撃撃競競技技  

 

１ 期    日        

    

                               

                             

 

２ 会    場   つつがライフル射撃場 

           〒731-3701 広島県山県郡安芸太田町上筒賀猪股山919 

           TEL：0826-32-44-2249  FAX：0826-32-7855 

 

３ 種別及び参加人員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 競技上の規定及び方法 

（１）競技上の規定 

ライフル射撃競技規則集(第1巻)最新版及びライフル射撃競技規則集(第２巻)最新版による。 

（２）使用標的 

50ｍライフル：電子標的 (SIUS社製) 

10ｍエア・ライフル及びエア・ピストル：電子標的 (SIUS社製) 

ビーム・ライフル及びビーム・ピストル：得点表示装置 

 

５ 参加資格、所属県及び選手の年齢基準 

  実施要項総則５に定めるもののほか、次による。 

（１）大会に参加する監督・選手は当該年度の公益社団法人日本ライフル射撃協会会員登録者であること。 

（２）監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認ライフル射撃コーチ３、 

公認ライフル射撃コーチ４のいずれかの資格を有するものとする。 

（３）選手と監督は兼任できない。 

（４）選手は今年度有効なインテグリティ教育を受講済みであること。 

2022年８月20日（土） 10：00～15：00 公式練習（PET：競技前練習） 

2022年８月21日（日） ９：00～９：30 代表者会議 

 10：00～ 試合開始 

 試合終了後 表彰式 

種 別 種 目 本大会出場県数 監督 選手 小計 参加県 計 

成年 

男子 

FR3P ２ 

１ 

１ 

12 ５ 60 

FR60PR ２ １ 

AR60 ３ １ 

AP60 ３ １ 

成年 

女子 

R3P ２ １ 

AP60W ２ １ 

少年 

男子 

AR60J ２ １ 

BP60J １ １ 

少年 

女子 

AR60WJ ２ １ 

BR60WJ ２ １ 

BP60JW １ １ 
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（５）少年種別ビーム・ライフル種目、ビーム・ピストル種目に参加できる選手には2007年４月２日から2008 

年４月１日までの間に生まれた中学３年生を含むものとする。 

 

６ 表    彰    実施要項総則６による。 

 

７ 参加申込方法    実施要項総則７による。 

 

８ 参  加  料    実施要項総則７による。 

 

９ 宿泊申込方法    実施要項総則11による。 

 

10 そ  の  他 

（１）銃器・弾薬について 

  ア 銃器・弾薬は各自持参、また銃砲所持許可証、日本ライフル射撃協会会員証、射手手帳、火薬類譲受許

可証を必ず持参すること。 

  イ 移動中、宿泊所、射場においては保管に十分留意すること。 

  ウ 省庁銃の場合は派遣命令書を持参すること。 

  エ 年少射撃資格者が参加する場合は、年少射撃資格認定証を必ず持参するとともに、当該空気銃の所持許

可を受けている年少射撃指導者が帯同すること。 

  オ いずれの場合も、改正銃砲刀剣類所持等取締法を遵守すること。 

（２）代表者会議 

   ８月21日（日）午前９時より、射撃場２階会議室にて行なう。 

（３）問い合わせ先 

   広島県ライフル射撃協会 

〒731-3701 広島県山県郡安芸太田町上筒賀277-1  平井宏治 方 

   TEL：090-5694-3536   FAX：0826-32-7788 

   e-mail：hramail@hiroshima-rifle.jp 
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（（2222））剣剣道道競競技技  

 

１ 期 日  2022 年８月 20 日（土）・21 日（日） 

              20 日（土）審判・監督会議 

                         21 日（日）競技日 

 

２ 会 場  広島県立総合体育館 小アリーナ 

       〒730－0011 広島県広島市中区基町４－１ 

       ＴＥＬ082－228－1111 ＦＡＸ082－228－4992 

 

３ 種別及び参加人員 

種 別 本大会出場数 監督 選手 参加県数 小計 合計 

成年女子 1 1 ３ ５ 20  

80 少年男子 １ １ ５ ５ 30 

少年女子 １ １ ５ ５ 30 

（１）成年女子の内容（次の３名をもって１チームとする。） 

先鋒 1992 年４月２日以降～2004 年４月１日までに生まれた者。 

中堅 1982 年４月２日以降～1992 年４月１日までに生まれた者。 

大将 1982 年４月１日以前に生まれた者。 

（２）少年男子および少年女子の内容 

選手は県内において選出された代表５名を持って 1 チームとし 2004 年４月２日以降に生まれ 

た者とする。ただし、中学生以下の参加は認めない。 

 

４ 競技上の規定及び競技方法 

（１）試合・審判規則及び審判員 

ア（公財）全日本剣道連盟剣道試合規則・審判規則と同細則及び、「新型コロナウイルス感染症 

が終息するまでの暫定的な試合・審判法」 

  イ 審判員は、次のとおり各県より選出する。 

 

種 別 

 

試合会場 

審判 

審判長 

広島 

審判

主任 

審判員 

岡山 鳥取 島根 山口 広島 計 

成年女子 １  

１ 

１ １ １ １ １ ２ ７ 

少年男子 ２ ２ ２ ２ ２ ２ ４ 14 

少年女子 ２ ２ ２ ２ ２ ２ ４ 14 

計 ５ １ ５ ５ ５ ５ ５ 10 36 

 （注）審判員資格は７段以上とする。 

 

（２）試合方法及び試合時間 

ア リーグ戦とする。 

イ 成年女子・少年男子・少年女子 

試合は３本勝負、試合時間は少年男子及び少年女子は４分、成年女子は５分とする。 
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試合時間内に勝負の決しない場合は、延長戦とし、試合時間は３分区切りで３回終了後、  

   休憩を５分取り勝敗の決するまで繰り返し行う。 

  ウ リーグ戦によるチームの順位は、次の順序により決定する。 

① 勝数  ②勝者数  ③取得総本数 

  エ 上記、ウにより１位のチームが全て同数の場合は、代表者戦を行う。 

    代表者戦は一本勝負とし、代表者の選出は次による。 

    成年女子・・・・・・・・・・抽選 

    少年男子及び少年女子・・・・任意の者 

 

５ 参加資格、所属県及び選手の年齢基準 

  実施要項総則５に定めるもののほか、次による。 

（１）成年女子の参加資格は次による。 

ア 出場する選手の段位及び職業は、成年男子と同じく制限しない。 

（２）少年男子及び少年女子に出場する者のうち、生徒は前年度所定の単位を修得できなかった 

者、仮進級者、現級にとどまる者は参加を認めない。 

（３）監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認剣道コーチ 

１、公認剣道コーチ２のいずれかの資格を有する者。 

 

６ 表  彰   実施要項総則６による。 

 

７ 参加申込方法 

  実施要項総則７による。 

  参加申込後の選手変更は、傷害等特別な場合に限り認め、変更申請は、監督会議開催前までに 

変更理由を書面にて提出すること。 

 

８ 参 加 料  実施要項総則７による。 

 

９ 宿泊申込方法 実施要項総則 11 による 

 

10 参加上の注意 

（１）審判会議  別途通知する。 

（２）監督会議  別途通知する。 

 

11 そ の 他 

  第 77 回国民体育大会中国ブロック大会開催においても感染症拡大予防ガイドラインを遵守す 

る。 

 

12 問合せ先 

  (一財)広島県剣道連盟 

  〒730－0014 広島県広島市中区上幟町１－５ 

  ℡ 082－962－3076 FAX 082－962－3087 

  E-mail:hiroshima-kendo@ceres.ocn.ne.jp 
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（（2233））ララググビビーーフフッットトボボーールル競競技技  
 

１ 期  日 2022 年８月 25 日（木）・27 日（土）・28 日（日）  

種 別 ８月 25 日（木） ８月 27 日（土） ８月 28 日（日） 

成年男子 

監督会議 

 リーグ戦 リーグ戦 

女  子  リーグ戦 リーグ戦 

少年男子 １ 回 戦 準 決 勝 決  勝 

 

２ 会  場 

  Balcom BMW 広島総合グランド・Balcom BMW Rugby Stadium 

  〒733-0036   広島市西区観音新町２-11-124   TEL 082-231-3077 

 

３ 種別及び参加人員  

種 別 本大会出場数 監 督 選 手 参加県数 小 計 合 計 

成年男子 １ １ 10 ５  55    

230  女  子 １ １ 10 ５  55 

少年男子 １ １ 23 ５  120 

（注）成年男子については，監督が男子の場合，選手を兼ねることができる。 

     女子については，監督が女子の場合，選手を兼ねることができる。 

 

４ 競技上の規定及び方法 

（１）2022 年度版 World Rugby 競技規則及び，国民体育大会競技規則にて実施する。 

（２）試合時間は，下表のとおりとする。 

（３）成年男子・女子の試合形式は，リーグ戦とする。 

順位の決定は，全試合の勝ち点の合計により決定する。 

各試合の勝ち点は，勝ち３点，引き分け２点，負け１点，棄権０点とする。 

なお，終了時点で，チームの勝ち点数が同じ場合は，下記の基準と順序に従い順位を決める。 

ア 全試合の得点数と被得点数の差が最も大きいチームを上位とする。 

イ 全試合のトライ数と被トライ数の差が最も大きいチームを上位とする。 

ウ 全試合で得点数が最も多かったチームを上位とする。 

エ 全試合で最もトライ数の多かったチームを上位とする。 

オ 上記基準を用いてもなお順位が付けられない場合は，抽選によって次回への出場を決める。 

（４）少年男子の試合形式は，トーナメント方式とする。 

   規定時間内に同点のため次の試合への出場チームが決まらない場合及び順位を決めなければ 

 ならない場合は，次の方法で決める。 

ア 総トライ数の多いチームを上位とする。 

イ 総トライ数も同じ場合は，ペナルティトライ数の多いチームを上位とする。 

ウ 総トライ数もペナルティトライ数も同数の場合は，トライ後のゴール数の多いチームを上位 

とする。 

エ 上記の方法で決定できない時は，抽選によって次回への出場を決める。 

オ 決勝戦の場合は上記の定めにかかわらず，両チームを優勝とする。ただし，第 77 回国民体育 

大会への参加資格は，上記ア，イ，ウ，エの定めにより決定する。 

（５）雷等，荒天時等における「中断」「再開」「勝敗」について 

種  別 前 半 ﾊｰﾌﾀｲﾑ 後 半 備   考 

成年男子 ７人制 ７分 ２分以内 ７分 リーグ戦とする。 

女  子 ７人制 ７分 ２分以内 ７分 リーグ戦とする。 

少年男子 15 人制 25 分 ５分以内 25 分 トーナメント戦とする。 
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試合中に落雷（雷鳴・雷光）が発生した場合，直ちに試合を中断させる。中断ならびに再開の 

  判断は競技担当責任者を中心に，気象庁から発表される気象警報を確認し，大会関係者と協議し 

決定する。 

再開の判断は，中断後概ね 30 分後を目途とする。 

チームのウォーミングアップ時間を十分に配慮した上で，試合再開時刻を決定する。 

試合が中断し再開出来ないと判断した場合，以下の方法で勝者を決定する。 

ア 成年男子・女子：リーグ戦 

① 中断時で前半が終了している場合は，試合は成立し，その得点を有効とする。 

② 後半途中で中断した場合は，試合は成立し，中断時の得点を有効とする。 

③ 中断時に前半が終了していない場合は抽選とする。 

④ 再度中断した場合は，③を適用する。 

イ 少年男子：トーナメント戦 

① 中断時で前半が終了している場合は，試合は成立する。 

② 後半途中で中断した場合は，試合は成立する。 

③ 中断時に前半が終了していない場合は抽選とする。 

④ 再度中断した場合は，③を適用する。 

（６）罰則 

ア 参加資格を偽った者，参加資格のない者が出場した場合，そのチームは大会から除名し，次 

回大会の参加も認めない。なお，この場合事実発見のときの相手チームを勝者とし，それ以前 

のものには触れない。 

イ その他，スポーツマンシップに反するような行為のあった場合は，前項に準ずる。 

ウ 参加チームは，その所属県の応援団の行為等についても責任を負う。 

（７）チーム編成 

単独，補強及び選抜を問わず，チームは県名を冠すること。 

 

５ 参加資格，所属県及び選手の年齢基準 

総則５に定めるもののほか，次による。 

（１）少年男子 

高等学校在学中の生徒は，所属長（居住地を示す現住所によるもののほかは都道府県ラグビー 

フットボール協会長）が，人物，身体，学業など適当と認めたものとする。 

（２）女子 

高校１年生を含む 2007 年４月１日以前に生まれた者。 

高等学校在学中の生徒は，所属長（居住地を示す現住所によるもののほかは都道府県ラグビー 

フットボール協会長）が，人物，身体，学業など適当と認めたものとする。 

（３）監督 

チームの監督は，公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく，公認ラグ 

ビーフットボールコーチ３（公益財団法人日本ラグビーフットボール協会強化コーチ），公認ラ 

グビーフットボールコーチ４のいずれかの資格を有するものとする。 

（４）その他 

公益財団法人日本スポーツ協会規定及び公益財団法人日本ラグビーフットボール協会選手・役 

員規定に違反するものは参加できない。 

 

６ 表    彰  実施要項総則６による。 

 

７ 参加申込方法  実施要項総則７による。 

 

８ 参  加  料  実施要項総則７による。 

 

９ 宿泊申込方法  実施要項総則 11 による。 
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10 参加上の注意 

（１）参加チームは，あらかじめ専門医の綿密な健康診断を受けたうえ申し込むとともに，選手の健 

   康管理について適切な処置を講ずるよう配慮すること。 

（２）少年男子は，必ずマウスガード，歯を保護するもの及びヘッドギア（ＷＲのマークがついたも 

の）着用を義務とすること。 

（３）女子は，必ずマウスガード，歯を保護するものの着用を義務とすること。また，19 歳未満の選 

手は，ヘッドギア（ＷＲのマークがついたもの）着用も義務とすること。 

なお，競技規則はワールドラグビー制定の『2022 年度７人制競技規則』を適用するが，安全面 

面を考慮し，スクイズボールや危険とみなされたプレーにおいてはレフリーの判断でとめる場合 

がある。 

（４）本大会におけるアシスタントレフリー・サブコントローラー（選手入替・交代管理者）は，大 

会本部で配置する。 

（５）競技中及びその前後に使用するユニフォーム類の胸には，必ず所属する県名を明示すること。 

 

11 参加申込み締め切り後の選手変更 

（１）参加申込み締切後の選手変更は，疾病，傷害等及び特別な場合は認める。選手変更する場合に 

は，予備登録選手の中からとし，所定の変更届を提出すること。 

（２）登録選手の変更は，代表者会議の決定をもって最終とする。ただし，成年男子・女子について 

は，８月 27 日（土）12:00 を最終とする。 

 

12 そ の 他 

（１）代表者会議 

日  時  2022 年８月 25 日（木）13 時 00 分 

場  所  Balcom BMW 広島総合グランド 会議室 

         〒733-0036 広島市西区観音新町 2-11-124   TEL 082-231-3077 

（２）本大会の成年男子，女子，少年男子優勝チームは，第 77 回国民体育大会への参加資格が与えら

れる。 

（３）その他の事項については，国体開催要項及び細則による。 

（４）問い合わせ先 

   広島県ラグビーフットボール協会 

   〒734-0001 広島市南区出汐二丁目 4-75  

広島県立広島工業高等学校  河野 一彦 気付 

          携帯 080-1647-0793  TEL 082-254-1421  FAX 082-253-3407   
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（（2244））ススポポーーツツククラライイミミンンググ競競技技  
 

１ 期 日 2022年８月19日（金）～21日（日） 

 

２ 会 場 会 場 地：広島県安芸郡府中町 

集 結 地：調整中 

競技会場：クライムセンターＣＥＲＯ（リード競技・ボルダリング競技） 

宿 泊 地：広島県内指定宿泊施設 

 

３ 日 程 ８月19日（金） 

受付         19：30～20：00 調整中 

監督会議       20：00～20：30 同上 

審判・競技役員会議  20：40～21：00 同上 

８月20日（土） ※開会式は感染症対策のため行いません 

リード競技      ９：00～16：30 クライムセンターＣＥＲＯ 

８月21日（日） ※表彰式・閉会式は感染症対策のため行いません 

ボルダリング競技   ８：45～15：00 同上 

 

４ 種別及び参加人数 

種 別 種目 本大会出場枠 監督 選手 参加県 小計 計 

成年女子 
リード 

ボルダリング 

１ １ ２ ５ 15 

45 少年男子 ２ １ ２ ５ 15 

少年女子 ２ １ ２ ５ 15 

 

５ 競技上の規定及び競技方法 

（公社）日本山岳・スポーツクライミング協会・国民体育大会スポーツクライミング競技規則集（最 

新版）による。 

 

６ 参加資格 

（１）国民体育大会スポーツクライミング競技開催基準要項及び国民体育大会スポーツクライミング競技

開催基準要項細則に定めるところによるほか、（公社）日本山岳・スポーツクライミング協会に選手

登録をした者であること。 

（２）少年種別に参加できる選手には、2007年４月２日から2008年４月１日までに生まれた中学３年生

を含む。 

（３）監督は、（公財）日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認山岳コーチ１、公認山岳

コーチ２、公認山岳コーチ３、公認山岳コーチ４、公認スポーツクライミングコーチ１、公認スポー

ツクライミングコーチ２、公認スポーツクライミングコーチ３のいずれかの資格を有していなければ

ならない。 

 

７ 審判員  

（公社）日本山岳・スポーツクライミング協会公認クライミング審判員で中国地区山岳（・スポーツ 

クライミング）連盟・協会会長が推薦する者。 

各県１名選出。なお、開催県および来年度開催県は審判長を含め２名とする。 

    

 

８ 成績決定方法 

2019年５月９日付け『令和元年からの国体スポーツクライミング競技ブロック大会における種別総合 

順位決定方法』による。 

 

９ 表  彰 

各種別・各種目共３位まで表彰状を授与する。 
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10 参加申込および参加料 

実施要項総則７による。 

 

11 参加申込方法 

実施要項総則７による。 

（１）国民体育大会スポーツクライミング競技開催基準要項14参加申込に準ずる。 

（２）参加申込後の選手・監督の変更は所定の様式で、８月19日（金）監督会議開始前までに届け出るこ 

と。 

（３）選手・監督に変更の必要が生じた場合、監督会議開催までに所定の様式によって届出があった場合

に限り交代ができるものとする。ただし「診断書の提出」が必要で、交代者は参加資格に該当するも

のでなければならない。 

 

12 宿泊申込方法 

実施要項総則11による。 

 

13 その他 

（１）参加選手・監督は受付時に配布するＩＤカードを大会期間中は常に携帯しなければならない。 

（２）参加選手は競技中、背中にＡ５サイズの県番号・個人番号及び種別（白地に黒字）を表示したナン 

バーカードをつけること（各自持参） 

 

背中（Ａ５サイズ） 

 

３１（鳥取）、３２（島根）、３３（岡山）、３４（広島）、３５（山口） 

（３）各県とも岳連・協会旗を１流持参し受付時に渡すこと。 

（４）受付は、監督会議・審判・競技役員会議の会場に設ける。 

（５）大会参加料は１チーム（カテゴリ）5,000円とする。受付時までに別途、指定した口座に振込とす 

る。 

（６）監督会議には、３種別の監督のうち１名が代表して出席することもよいものとする。 

（７）全カテゴリ無観客にて競技を行う。 

（８）大会実施本部は、下記の通りとする。 

（一社）広島県山岳・スポーツクライミング連盟 事務所 

〒733－0011 広島市西区横川２丁目４－１７ 

Tel・Fax 082－296－5597 

メールアドレス hgakuren@lime.ocn.ne.jp 

 

３４－１ 

少年男子 
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（（2255））カカヌヌーー競競技技  

 

１ カヌースラローム・カヌーワイルドウォーター 

（１）期 日  2022 年５月 13 日（金）～14 日（土） 

（２）会 場  旭川特設カヌー競技場（岡山県 岡山市北区建部町福渡） 

 

２ カヌースプリント 

（１）期 日  2022 年７月 16 日（土）～17 日（日） 

（２）会 場  八千代湖カヌー競技場（広島県 安芸高田市八千代町土師 709） 

 

３ 種別及び参加者数 

種 別 種      目 

本

大

会 

出

場

数 

監督 選手 
参加 

県数 
小計 合計 

成年男子 
カヌースプリント カヤックシングル ２ 

１ 

１ ５ 

90 

125 

カヌースプリント カナディアンシングル ２ １ ５ 

成年女子 
カヌースプリント カヤックシングル ２ １ ５ 

カヌースプリント カナディアンシングル １ １ ５ 

少年男子 

カヌースプリント カヤックシングル ３ １ ５ 

カヌースプリント カヤックペア １ ２ ５ 

カヌースプリント カナディアンシングル ３ １ ５ 

カヌースプリント カナディアンペア １ ２ ５ 

少年女子 

カヌースプリント カヤックシングル ２ １ ５ 

カヌースプリント カヤックペア １ ２ ５ 

カヌースプリント カヤックフォア １ ４ ５ 

成年男子 

カヌースラローム カヤックシングル ２ 

１ 

１ ５ 

35 

カヌースラローム カナディアンシングル １ １ ５ 

カヌーワイルドウォーターカヤックシングル １ １ ５ 

成年女子 

カヌースラローム カヤックシングル ２ １ ５ 

カヌースラローム カナディアンシングル １ １ ５ 

カヌーワイルドウォーターカヤックシングル １ １ ５ 

 

４ 競技上の規定及び競技方法 

（１）各種目とも次のとおり実施する。 

  ア カヌースプリント       500ｍ 

  イ カヌースラローム      25 ゲート 

  ウ カヌーワイルドウォーター  スプリント 

（２）競技運営は、公益社団法人日本カヌー連盟競技規則及び国民体育大会特別規則による。 

（３）カヌースプリント 

  ア 水路は、静水長さ 500ｍ・レーン幅９ｍ・６レーンとする。 
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  イ 水路は、25ｍごとに浮標によって標示する。 

    レーンごとに白色・赤色を交互に使用する。ランドマークはレーン番号１～６まで表示する。 

  ウ 発艇は、フリースタートとする。 

（４）各県競技団体は、県予選会を実施し、ブロック大会に出場する各種目の代表を決定する。 

（５）本大会出場者を決定するための競技は、決勝のみ行う。 

（６）申し込み後の選手変更は、原則として認めない。但し、やむを得ない理由のある選手について

は、文書で理由を付し、担当県実行委員会を経由して申請し、監督会議の際に協議の上、決定す

る。 

 

５ 参加資格、所属県及び選手の年齢基準 

  実施要項総則５に定めるもののほか、次による。 

（１）公益社団法人日本カヌー連盟賛助会員Ａ登録者で、認定のバッチテストＣ級以上の有資格者で

あること。 

（２）出場は、１人１種目とする。 

（３）カヌースプリント種目の少年種別に参加できる選手には、 2007 年４月２日から 2008 年４月

１日までの間に生まれた中学３年生を含むものとする。 

   また、成年女子種別カナディアンシングル種目に参加できる選手は、中学３年生を含む 2008

年４月１日以前に生まれた者とする。 

（４）カヌースラローム種目及びカヌーワイルドウォーター種目に参加できる選手は、中学３年生を

含む 2008 年４月１日以前に生まれた者とする。 

（５）監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認カヌーコーチ

１、公認カヌーコーチ２、または公認カヌーコーチ３、公認カヌーコーチ４のいずれかの資格を

有する者であること。 

（６）成年選手は、監督を兼任することができる。カヌースプリント種目とカヌースラローム種目・

カヌーワイルドウォーター種目の監督を兼任することはできない。 

 

６ 表  彰  実施要項総則６による。 

 

７ 参加申込  実施要項総則７による。 

 

８ 参 加 料  実施要項総則７による。 

 

９ 宿泊申込  実施要項総則 11 による。 

 

10 用艇及び点検 

  各種別・種目とも、カヌー艇は、規則に則り、公益財団法人日本カヌー連盟の公認艇を用いる。 

（１）カヌースラローム 

  ア 用 艇  参加県の持込艇とする。 

  イ 艇・ライフジャケットの点検  2022 年５月 14 日（土） 7：30～ 9：00 

                   会場内本部前にて行う。 

（２）カヌーワイルドウォーター 

  ア 用 艇  参加県の持込艇とする。 

  イ 艇・ライフジャケットの点検  2022 年５月 14 日（土） 7：30～ 9：00 

                   会場内本部前にて行う。 
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（３）カヌースプリント 

  ア 用 艇  シングル艇は参加県の持込艇とし、ペア・フォア艇は広島県で準備した貸与艇と 

する。 

  イ 艇・ライフジャケットの点検  2022 年７月 16 日（土）13：00～16：00 

                         17 日（日） 8：00～ 9：00 

                   検艇テントにて行う。 

 

11 監督会議 

（１）カヌースラローム・カヌーワイルドウォーター 

  ア 日 時  2022 年５月 13 日（土）16：00～17：00 

  イ 場 所  会場内本部テント 

（２）カヌースプリント 

  ア 日 時  2022 年７月 16 日（土）16：00～17：00 

  イ 場 所  はじ丸館（土師ダム艇庫） 研修室 

 

12 その他 

（１）カヌースラローム・カヌーワイルドウォーター、カヌースプリントともに、悪天候、河川の増

水等により開催できない場合は、期日を順延する。 

  

 【問い合わせ先】 

   広島県カヌー協会  事務局 中原 敬子  携帯 090-9503-8837 

                        E-mail k-chan56@outlook.jp 

             担 当 深田 泰正  携帯 090-4892-2582 
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（（2266））アアーーチチェェリリーー競競技技  

 

１ 期 日  2022年８月20日（土）・21日（日） 

〈日 程〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 会 場  土師ダムスポーツランドサッカー場 

       安芸高田市八千代町別所 

 

３ 種別及び参加人数 

 

 

４ 競技上の規定及び競技方法 

（１）競技規定 

ア 公益社団法人全日本アーチェリー連盟競技規則の「ターゲット アーチェリー」による。 

イ すべての種別は、監督１名、選手３名、で構成する。 

  団体順位は、選手３名の合計得点で決定する。 

ウ 成年男子は上位１チーム、成年女子は上位１チーム、少年男子は上位３チーム、少年女子は上位２ 

チームを第77回国民体育大会の中国ブロック代表とする。 

エ 大会出場に関わる順位で同点の場合は、３射（各競技者1射）のシュートオフを行い、得点の高い 

県を上位順位とする。 

オ 参加資格に不備・虚偽の者が出場した場合、そのチームを大会から除外して行う。 

（２）競技の方法 

ア  競技は、70ｍラウンド（70ｍ×72射）とし、各種別の同一選手をもって行う。 

イ １標的面に４名の行射でＡＢ／ＣＤの２立制とする。 

ウ 競技は、音響・視覚時間管理装置により進行する。 

 

 

月 日 時 間 日 程 

８月20日（土） 

13：30～14：00 

14：00～14：30 

14：00～16：00 

16：30～17：00 

審判会議 

監督会議 

弓具検査・公式練習 

開会式 

８月21日（日） 
９：00～13：00 

14：00～ 

競技（70ｍ 72射） 

表彰式・閉会式 

種  別 本大会出場数 監督 選手 参加県数 小計 合 計 

成年男子 １ １ ３ ５ 20 

80 
成年女子 １ １ ３ ５ 20 

少年男子 ３ １ ３ ５ 20 

少年女子 ２ １ ３ ５ 20 
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５ 参加資格、所属県及び選手の年齢基準 

  実施要項総則５に定めるもののほか、次による。 

（１）参加選手は、本年度の公益社団法人全日本アーチェリー連盟に会員競技者登録を完了し「Ａ・Ｊ・

Ａ・Ｆターゲットスターバッジ」の資格を取得している者とする。監督は本年度の全日本アーチェリ

ー連盟に会員登録を完了し、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく公認ア

ーチェリーコーチ１、公認アーチェリーコーチ２、公認アーチェリーコーチ３、公認アーチェリーコ

ーチ４のいずれかの資格を有する者であること。 

（２）各県予選の結果、代表として選抜された競技者をもって、チームを編成しなければならない。 

（３）少年種別に参加できる選手には、2007年４月２日から2008年４月１日までに生まれた中学３年生を 

 含む。 

（４）選手・監督の兼任はできない。 

 

６ 表  彰     実施要項総則６による 

 

７ 参加申込方法   実施要項総則７による 

 

８ 参  加  料   実施要項総則７による 

 

９ 宿泊申込方法   実施要項総則11による 

 

10 参加上の注意 

（１）大会期間中は、交付された参加章を着用しなければならない。 

（２）選手のユニフォームには、必ず所属県名を明示しなければならない。 

（３）開始式には、選手、監督は必ず参加すること。 

   その際の服装は、各県そろいのユニフォーム又は、トレーニングウェアとする。 

（４）用具検査時には、監督は資格を証明する登録証を提示する。選手は全日本アーチェリー連盟の会 

  員証と「Ａ・Ｊ・Ａ・Ｆターゲットスターバッジ」を提示する。 

（５）プログラム編成、組合せ抽選は開催競技団体の責任に於いて行う。 

 

11 その他 

（１）監督会議は、大会会場にて日程の通り実施する。 

（２）問い合わせ先   

広島県アーチェリー協会事務局  佐野 晋宏 方 

〒732-0063 広島市東区牛田東２－10－23－１         

TEL 082-559-1081 
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（（2277））空空  手手  道道  競競  技技  

 

１ 期  日  2022年７月23日（土）・24日（日） 

        ７月23日（土）監督会議 

        ７月24日（日）競技日 

 

２ 会  場  GLOBAL RESORT総合スポーツセンターサンチェリー 

〒738-0033 広島県廿日市市串戸6丁目1-1 

TEL 0829-31-5980 

 

３ 種別及び参加人員 

種  別 種 目 本大会出場数 監督 選手 参加県数 小計 合 計 

成年男子 形 ２ 

１ 

２ ５ 10 

45 
成年女子 形 ２ ２ ５ 10 

少年男子 形 ２ ２ ５ 10 

少年女子 形 ２ ２ ５ 10 

 

４ 競技規定 

  競技は公益財団法人全日本空手道連盟形競技規定に基づき行う。 

競技方法は、本年の中国地区協議会において決定後、別途通知する。 

  

５ ブロック大会選出国体形競技選手について 

成年男子形、成年女子形、少年男子形、少年女子形の各上位２名を国体ブロック代表選手とする。

但し、同種目２名の選手が同一県の場合３位選手から順に他県選手をブロック代表選手とする。中

国地区ブロックの追加選手１名については、形競技４種目の内、出場権を獲得した選手がいない県、

もしくは出場選手がもっとも少ない県より選考する。 

 

６ 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準 

  実施要項総則５に定めるもののほか、次による。 

（１）ブロック大会に参加する選手は、公益財団法人全日本空手道連盟の登録会員及び公認初段位以上 

  の取得者でなければならない。 

（２）公認初段位の取得は受審基準「満15歳以上」かつ「義務教育を修了した者」を満たす者とする。な 

お、少年段位の取得者は公認段位への移行手続きをすること。 

（３）監督は、公益財団法人全日本空手道連盟公認地区審判員以上及び公益財団法人日本スポーツ協会公 

認スポーツ指導者制度に基づく、公認空手道コーチ３・公認空手道コーチ４の何れかの資格を有する 

者とする。 

 

７ 表    彰  実施要項総則６による。 

 

８ 参加申込方法  実施要項総則７による。 

 

９ 参  加  料  実施要項総則７による。 
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10 宿泊申込方法  実施要項総則11による。 

 

11 諸  会  議 

（１）受付・エントリーチェック 

         2022年７月23日（土） 10：00～11：00 

（２）審判会議  2022年７月23日（土） 10：00～10：25 

（３）監督会議  2022年７月23日（土） 10：25～10：45 

（４）開 始 式  2022年７月24日（日） ９：30～９：45 

（５）競  技  2022年７月24日（日） ９：50～14：50 

（６）閉 会 式  2022年７月24日（日） 15：10～15：40 

  

12 問い合わせ先 

  広島県空手道連盟 大会担当 芥川佳子 

  携帯電話 080-3052-7722   ＦＡＸ082-428-4615 

    Ｅ－mail kakutagawa@hi.enjoy.ne.jp 
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（（2288））銃銃剣剣道道競競技技  

 

１ 期 日 2022 年８月 20 日（土） 

受  付  ８：30 

       開 会 式   ９：40 

試合開始  10：00 

 

２ 会 場 広島市安芸区スポ－ツセンタ－ 

      〒739－0323 広島県広島市安芸区中野東３－１ 
      ＴＥＬ 082－839－1998 
 

３ 種別及び参加人数 

種 別 本大会出場数 監 督 選 手 参加県数 合 計 

少年男子 １ １ ３ ４ 16 

 

４ 競技上の規定及び競技方法 

（１）試合・審判規則及び審判員 

  ア 銃剣道試合・審判規則及び細則による。 

  イ 審判員は、各県より選出する。 

  ウ 審判員は、主審１名、副審２名の計３名にて組織する。 

  エ 審判員は、（公社）全日本銃剣道連盟の指定審判員に限定する。 

  オ 審判員の服装は、（公社）全日本銃剣道連盟の規定する服装を基準とするが、上衣を脱して 

半袖シャツとし、審判員記章は、所定の位置に装着するものとする。 

（２）試合方式はリ－グ戦で行う。 

（３）試合要領 

  ア 試合は、３本勝負、試合時間は５分、延長２分とする。試合時間内に勝負が決しない場合

は、判定により勝負を決する。 

  イ チ－ムの順位は、勝数の多いチ－ムを上位とする。勝敗が同数の場合は、勝者数・勝本数

の順で決する。なお同数の場合は、代表戦により決する。 

（４）選手に事故等が生じた場合 

  ア 選手予定者が事故等のため出場できない場合は、相手選手を不戦勝とする。 

  イ 試合中に事故が生じた場合も上記に準ずるが、事故の原因が相手の故意と認めた場合はそ

の相手を敗者とする。 

（５）組み合わせ番号の若いチ－ムに赤布をつける。 

（６）試合中の異議申し立ては、各チ－ムの監督とする。 

 

５ 参加資格・所属都道府県及び選手の年齢基準 

  実施要項総則５に定めるもののほか次による。 

（１）参加県の銃剣道連盟会長及び体育協会・スポーツ会長が代表として認め、選抜したチ－ムで 

ある事。 

（２）少年種別に参加する選手は、2004 年４月２日から 2007 年４月１日までに生まれた者とする。 

（３）監督は、公益財団法人日本スポ－ツ協会公認スポ－ツ指導者制度に基づく、公認銃剣道コ－

チ１、公認銃剣道コ－チ２のいずれかの資格保持者であること。 
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６ 表    彰  実 施 要 項 総 則 ６ に よ る 。 

 

７ 参加申込方法  実 施 要 項 総 則 ７ に よ る 。 

 

８ 参 加 料   実 施 要 項 総 則 ７ に よ る 。 

 

９ 宿泊申込方法  実施要項総則 11 による。 

 

10 参加上の注意 

（１）選手の服装は、銃剣道等服装に関する基準２条のとおり、紺及び白色の袴服装とし、段位識

別章を着用すること。 

（２）袴を着用する場合は識別帯は着用せず、異形の用具は使用を禁止する。 

（３）ネ－ムは、黒布に白字とし、指定に位置に確実に縫着する事。また、監督は次による腕章を

着装すること。腕章は白布に黒字とする。 

    

ネ－ム          腕 章 

広 島 

  海 

  田 

 広 島 

 

監 督 

 

 

（４）木銃は「銃剣道教則」別図第２を基準とする長木銃とし、突起部から４０cm の位置と、20cm

の位置に幅１cm の白線で表示した木銃を使用するものとする。 

（５）道場における運動靴の使用を禁止する。 

 

11 その他 

（１）各出場県から、（公社）全日本銃剣道連盟指定審判員２名の支援を依頼する。 

（２）監督・審判会議 

日 時 2022 年８月 20 日（土）９：00～９：30 

場 所 広島市安芸区スポ－ツセンタ－（会議室） 

（３）組み合わせ抽選は、開催県の責任において厳正に行う。 

（４）問い合わせ 

広島県銃剣道連盟事務局長 髙尾 草平 

〒731－5136 広島県広島市佐伯区楽々園６丁目７－６－1212 

TEL 082－922－4923 

FAX  同 上 

携 帯  090－4106－7474 
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（（2299））ななぎぎななたた競競技技  

  

１ 期  日  2022 年７月 16 日（土）・17 日（日） 

 

２ 会  場  広島市南区スポーツセンター  

        〒734－0032 広島市南区楠那町７－31 

        ℡ 082－251－7721 

 

３ 種別及び参加人数 

 

４ 競技上の規定及び競技方法 

（１）(公財)全日本なぎなた連盟競技規定並びに審判規定による。 

（２）選手編成は，1チーム３名（先鋒・中堅・大将）とする。 

（３）試合方法は，リーグ戦とする。 

（４）試合時間は３分。試合時間内に勝敗が決しない場合は延長戦を行う。延長時間は２分，延長１

回で勝敗が決しない場合は，審判員の判定とする。 

代表決定戦は、試合時間３分。試合時間内に勝敗の決しない場合は延長戦を行う。 延長時間 

は２分、延長１回で勝敗が決しない場合は、審判員の判定とする。 

（５）審判員は，中国ブロックにおいて選出する。 

 

５ 参加資格，所属県及び選手の年齢基準 

（１）第 77回国民体育大会実施要項総則の５に定めるもののほかは、国民体育大会なぎなた競技実施 

  要項による。ただし、少年女子の種別を対象とする。 

（２）監督は，公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく，公認なぎなたコー 

  チ１，公認なぎなたコーチ２、または公認なぎなたコーチ３、公認なぎなたコーチ４のいずれか

の資格を有する者とする。 

 

６ 順位決定方法 

（１）勝数の多い県。 

（２）（１）で同等の場合は，勝者数の多い県 

（３）（２）で同等の場合は，勝本数の多い県 

（４）（３）で同等の場合は，負数の少ない県 

（５）（４）で同等の場合は，負者数の少ない県 

（６）（５）で同等の場合は，負本数の少ない県 

（７）（６）で同等の場合は，代表決定戦を行い，必ず勝敗を決する。 

 

７ 表      彰     実施要項総則６による。 

 

８ 参加申込方法        実施要項総則７による。 

 

９ 参  加  料     実施要項総則７による。   

 

 

種 別 本大会出場数 監督 選手 参加県数 合計 摘要 

少年女子 ３ １ ３ ５ 20 先鋒・中堅・大将 
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10 宿泊申込方法    実施要項総則 11 による。 

 

11 諸会議等日程及び会場       

受  付  2022 年７月 16 日（土） 14：30～14：50  中体育室入口 

監督会議  2022 年７月 16 日（土） 15：00～15：30   本館会議室 

計  量  2022 年７月 16 日（土） 15：00～16：00  中体育室 

練  習  2022 年７月 16 日（土） 15：00～16：30  中体育室 

審判会議  2022 年７月 17 日（日） ９：00～９：30  本館会議室 

開 始 式  2022 年 7月 17 日（日） ９：40～９：50  中体育室 

試  合  2022 年 7月 17 日（日） ９：50～12：30  中体育室 

閉 会 式  2022 年７月 17 日（日） 12：35～12：50  中体育室 

 

 

12 問い合わせ先 

  広島県なぎなた連盟事務局  福田 さつき 

  TEL 090-7971-7378   
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（（3300））ボボウウリリンンググ競競技技  

 

１ 期 日  2022年７月16日（土）～18日（月・祝） 

 

２ 会 場  賀茂ボール 

       〒739-0024 東広島市西条町御薗宇6120 

TEL 0824－22－0777  FAX 0824-22-4394 

 

３ 種別及び参加人数   

種  別 本大会出場数 監督 選手 参加県数 小計 合 計 

成年男子 ３ １ ４ ５ 25 

80 

成年女子 ３ １ ４ ５ 25 

少年男子 ２ １ ２ ５ 15 

少年女子 ２ １ ２ ５ 15 

  ※成年選手は、監督が兼任することができる。 

 

４ 競技上の規定及び競技方法 

（１）競技規程は、（公財）全日本ボウリング協会が制定して競技規則並びにボウリング選手権競技規程に 

よる。 

（２）審判員は、（公財）全日本ボウリング協会公認審判員があたる。 

（３）競技方法 

成年男子・女子は、個人戦６ゲーム、団体戦２人チーム戦６ゲーム 

団体戦４人チーム３ゲーム  

少年男子・女子は、個人戦６ゲーム、団体戦２人チーム戦６ゲームとし、各種別の順位得点により、

各種別の本大会参加資格を与える。 

（４）チーム編成 

   成年男子・成年女子は各４名、少年男子・少年女子は各２名とする。 

参加申込み締切後の選手変更は、疾病、傷害等の特別な場合のみ、各種目１名に限り認めるものと 

する。それらの取り扱いについては、次のとおりとする。 

ア 提出期日 監督会議開催前まで 

  イ 提出先 

    〒737-0821 呉市三条２丁目９-10 第２島田ビル201号室 

          広島県ボウリング連盟 

          TEL 0823-36-6566  FAX 0823-36-6567 
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５ 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準 

  実施要項総則５に定めるもののほか、次による。 

（１）2022年６月30日までに(公財)全日本ボウリング協会に2022年度会員登録を終了し、各県予選会を 

通過したもの。 

（２）少年種別に参加できる選手には、2007年４月２日から2008年４月１日までの間に生まれた中学３ 

年生を含むものとする。 

（３）監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認ボウリングコーチ 

１、公認ボウリングコーチ２、または公認ボウリングコーチ３、公認ボウリングコーチ４のいずれか 

の資格を有するものとする。 

 

６ 表    彰  実施要項総則６による。 

 

７ 参加申込方法  実施要項総則７による。 

 

８ 参  加  料  実施要項総則７による。 

 

９ 施設使用料     成年男子・成年女子 １人 8,000円 少年男子・少年女子 １人 6,500円  

（広島県ボウリング連盟に納入のこと） 

 

   振込先 もみじ銀行 焼山支店 

   口座番号 普通 №３９９９４６０ 

   広島県ボウリング連盟 理事長 荻野和男 

 

10 宿泊申込方法  実施要項総則11による。 

 

11 参加上の注意 

（１）ユニフォームには必ず所属県名を明示し、チーム員は統一ユニフォームを着用のこと。 

（２）使用ボールは、(公財)全日本ボウリング協会認証検査に合格したものとし、ボールの検査合格証を 

各自携帯すること。 

 

12 日    程 

（１）ボール検査  少年の部 2022年７月16日（土） 13：00～13：30 

          成年の部 2022年７月17日（日） 11：50～12：20 

（２）公開練習   少年の部 2022年７月16日（土） 13：30～14：30 

          成年の部 2022年 7月17日（日） 12：30～13：30 

（３）監督会議   少年の部 2022年 7月16日（土） 14：30～14：50 

          成年の部 2022年７月17日（日） 13：30～13：50 

          場 所  賀茂ボール        

（４）開 始 式   2022年 7月16日（土） 15：00～15：15 

          場 所  賀茂ボール 
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（５）競 技 日 程 

   [第１日目 ７月16日（土）] 

    15：20～     受付開始  

    15：30～16：30  少年女子（個人戦・前半） 少年男子（個人戦・前半） 

    16：45～17：45  少年女子（個人戦・後半） 少年男子（個人戦・後半） 

   [第２日目 ７月17日（日）]  

    ８：30～     受付開始 

    ９：00～10：00  少年女子（団体戦・前半)  少年男子（団体戦・前半） 

    10：15～11：15  少年女子（団体戦・後半) 少年男子（団体戦・後半） 

    11：30～11：45  少年の部 表彰式 

14：00～15：30  成年女子（４人チーム戦） 成年男子（４人チーム戦） 

    15：45～17：15  成年女子（個人戦・前半） 成年男子（個人戦・前半） 

    17：45～19：15  成年女子（個人戦・後半） 成年男子（個人戦・後半） 

   [第３日目 ７月18日（月・祝）] 

    ８：30～     受付開始 

    ９：00～10：30  成年女子（２人チーム・前半） 成年男子（２人チーム・後半） 

    10：45～12：15  成年女子（２人チーム・後半） 成年男子（２人チーム・後半) 

    12：30～13：00  表彰式 
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（（3311））ゴゴルルフフ競競技技  
  

１ 期  日   2022年６月22日（水） 第１日目：公式練習日・監督会議・開会式 

/６月23日（木） 第２日目：競技１日目 

/６月24日（金） 第３日目：競技２日目・表彰式 

 

２ 会  場   広島カンツリー倶楽部（西条コース） 

〒739-0023 広島県東広島市西条町下三永730-10 

TEL 082-426-0123  FAX 082-426-0093 
 

３ 種別及び参加人員 

種  別 本大会出場県数 参加人数 参加県数 参加人数計 

少年男子 ３ 
監督 選手 

５ 20 
１ ３ 

 

４ 競技上の規定及び競技方法 

（１）(公財)日本ゴルフ協会発行の競技規則及び本競技のローカル・ルールを適用する。 

（２）36ホールストロークプレー 

（３）参加選手３名の２日間36ホール合計スコアにより、県別の順位を決定する。 

（４）同順位の場合の順位決定方法は、別に定める。 

（５）悪天候により途中において競技の続行ができないときは、競技委員会が別に定める。 

（６）クラブと球の規格については、「規則４プレーヤ―の用具」を適用する。 
 

５ 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準 

  実施要項総則５に定めるもののほか、次による。 

（１）選手は、(公財)日本ゴルフ協会の競技者登録規程による登録競技者（アマチュア）であること。 

（２）監督は、(公財)日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認ゴルフコーチ1、または 

公認ゴルフ教師、公認ゴルフ上級教師のいずれかの資格を有する者であること。 

（３）少年種別に参加できる選手には、2007年４月２日から2008年４月１日までの間に生まれた中学３ 

年生を含む者とする。 
 

６ 表     彰  実施要項総則６による。 
 

７ 参加申込方法   実施要項総則７による。 

参加申込み締切後の選手交代は、特別の事情がない限り認めない。特別の事情で選手交代する場合に

は、別に定める変更届を提出する。 
 

８ 参   加   料   実施要項総則７による。 
  

９ 宿泊申込方法   実施要項総則11による。 
 

10 参加上の注意 

チーム員は、統一ユニフォームを着用し、必ず県名を表示すること。 
 

11 問い合わせ先 

広島県ゴルフ協会 

  〒730-0016 広島県広島市中区幟町14-２ｳｴｾﾝ幟町201                           

  TEL:082-555-8231   FAX：082-555-8232 
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（（3322））アアイイススホホッッケケーー競競技技 
 

１ 期  日  2022 年 12 月 10 日（土）・11 日（日）  

 

２ 会  場  ひろしんビッグウェーブ（広島市総合屋内プール）  

               〒732-0068 広島市東区牛田新町１丁目 8 番 3 号 

        TEL 082-222-1860       

 

３ 参加資格 

（１）（公財）日本アイスホッケー連盟に登録した役員・選手とし、参加県の当該競技団体長と体 

育・スポーツ協会長が代表として認め、選抜した者であること。 

（２）監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認アイスホッケ 

ーコーチ１、公認アイスホッケーコーチ２、公認アイスホッケーコーチ３、公認アイスホッケー 

コーチ４ のいずれかの資格を有する者であること。 

（３）その他、特別国民体育大会冬季大会の要項に準ずる。 

 

４ 参加制限 

  参加登録選手は 25 名以内とし、ベンチ入りは成年においては選手 12 名以上 22 名以内（ＧＫ２ 

名以内を含む）、役員は６名以内、少年においては選手６名以上 22 名以内（ＧＫ２名以内を含む）、 

役員は６名以内とする。 

    

５ 競技方法 

    本年の中国・四国・九州地区アイスホッケー協議会において決定後、別途通知する。 

 

６ 選手・監督の変更 実施要項総則９による。 

 

７ 表    彰  実施要項総則６による。 

 

８ 参加申込方法  実施要項総則７による。 

 

９ 参  加  料  実施要項総則７による。 

 

10 宿泊申込方法  実施要項総則 11 による。  

 

11 代表者会議  

（１）日 時  2022 年 12 月 10 日（土）９：00～ 

（２）場 所    ひろしんビッグウェーブ 会議室 

12 組合わせ 

    組合わせ方法等については、2022 年度中国・四国・九州地区アイスホッケー協議会各地区会議 

にて決定する。 

 

13 大会分担金 

  各チームは、大会分担金として１チームにつき 40,000 円を当日代表者会議に持参すること。 

 

14 問い合わせ先 

  広島県アイスホッケー連盟 事務局長 澤田 治郎  携帯電話 090-1183-0874 
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４４  第第 7777 回回国国民民体体育育大大会会((特特別別国国民民体体育育大大会会冬冬季季大大会会))  
中中国国ブブロロッックク大大会会宿宿泊泊・・弁弁当当  要要項項  

 

１ 総  則 

（１）適応対象者 

   この要項は、第 77 回国民体育大会(特別国民体育大会冬季大会)中国ブロック大会に参加する 

者（以下「大会参加者」という。）に適用する。 

（２）広島県実行委員会は、宿泊業務の総合計画及び業務取扱の基本方針を決定する。 

（３）宿泊に関する紛議が生じた場合、広島県実行委員会は関係者と協議して調停を行うものとす 

る。 

 

２ 配  宿 

（１）配宿にあたっては、次の事項に留意するものとする。 

ア ホテル・旅館を原則とし、風紀上及び衛生上支障があると認められる施設には割り当てを行 

わない。 

イ 1 人の宿泊に要する広さは、3.3 ㎡(約 2 畳)以上とし、冷暖房完備とする。 

ウ 指定した宿舎の変更は原則として認めない。 

エ 広島の宿泊環境事情により、食事の提供ができない施設（素泊や１泊朝食）への配宿や、会 

 場から離れた宿舎への配宿もありうる。 

オオ  宿宿泊泊決決定定通通知知書書はは、、申申込込者者がが、、宿宿泊泊決決定定通通知知日日にに宿宿泊泊・・弁弁当当申申込込みみペペーージジかかららダダウウンンロローードド  

すするるここととととすするる。。  

   ※宿泊決定通知日については申込締め切り区分ごとに大会デスクホームページ上に公開する。 

 

３ 宿泊・弁当料金等 

（１）宿泊・弁当料金表（消費税、通常のサービス料・奉仕料及び冷暖房料を含む） 

●旅行代金（宿泊料金） 

   ※温泉地の宿泊となった場合は、別途入湯税を徴収することがある。 

  ●弁当料金  ８６４円（お茶付）  

   ※取消し条件は下記のとおりとする。 

 

    料金等 

 

区 分 

宿泊料金 

1 泊 2 食 1 泊夕食付 1 泊朝食付 素泊料金 

選手・監督 

・ 
競技関係者 

A 
8,250 円 

(税抜 7,500 円) 

7,480 円 

(税抜 6,800 円) 

6,380 円 

(税抜 5,800 円) 

5,610 円 

(税抜 5,100 円) 

B 
9,350 円 

(税抜 8,500 円) 

8,470 円 

(税抜 7,700 円) 

7,370 円 

(税抜 6,700 円) 

6,490 円 

(税抜 5,900 円) 

C 
10,450 円 

(税抜 9,500 円) 

9,460 円 

(税抜 8,600 円) 

8,360 円 

(税抜 7,600 円) 

7,370 円 

(税抜 6,700 円) 

D  
11,550 円 

(税抜 10,500 円) 

10,450 円 

(税抜 9,500 円) 

9,350 円 

(税抜 8,500 円) 

8,250 円 

(税抜 7,500 円) 

E 
14,300 円 

(税抜 13,000 円) 

13,200 円 

(税抜 12,000 円) 

11,550 円 

(税抜 10,500 円) 

10,450 円 

(税抜 9,500 円) 

F  
17,600 円 

(税抜 16,000 円) 

16,500 円 

(税抜 15,000 円) 

14,300 円 

(税抜 13,000 円) 

13,200 円 

(税抜 12,000 円) 

4　第77回国民体育大会(特別国民体育大会冬季大会)
中国ブロック大会宿泊·弁当　要項
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（２）適用期間 

各競技開催２日前から終了後 1 日までの期間とする。 

  

４ 宿泊・弁当申込み及び変更・取消し 

（１）宿泊・弁当申込み期限 

宿泊・弁当申込みは、実行委員会作成の競技種目別締切日まで大会デスクホームページで 

受け付ける。 

 

（２） 申込み 

ア 各県体育・スポーツ協会より事前連絡の競技別の ID、パスワードを確認のうえ大会デス 

クホームページより利用人数及び該当事項を入力する。 

広島県スポーツ協会ホームページ https://hiroken-spokyo.jp/ 

イ 宿泊申込みにおける泊数について、あらかじめ必要な泊数を申し込み、宿泊内容の変更

及び取り消しが生じた場合は、（４）に従って申し出るものとする。 

ウ 申込み状況は大会デスクホームページにて閲覧することができるものとする。 

エ 申込み後の変更は配宿決定通知以降とするものとする。 

 

（３）配宿決定 

配宿決定通知書は、配配宿宿決決定定通通知知日日よよりり、大会デスクホームページにて確認できるものと 

する。 

※ 各競技別の宿舎決定通知日は大会デスクホームページ掲載の「宿泊昼食弁当申込み日程 

一覧」で確認するものとする。 

 

（４）宿泊内容の変更及び取消し 

ア 変更、取消しは宿舎決定通知日より、大会デスクホームページで受付を開始する。宿泊、 

弁当で手続が異なるため、必ずトップページ記載の当要項で確認するものとする。 

イ 入宿日の８日前までに、大会専用ホームページより宿泊責任者が、変更内容を入力の上、 

完了するものとする。その申し出の効力の発生時期は、入力を完了した日時とする。 

ウウ  入入宿宿日日７７日日前前かからら入入宿宿後後のの宿宿泊泊取取消消しし及及びび人人数数のの変変更更はは、、宿宿泊泊責責任任者者がが直直接接宿宿舎舎にに申申しし  

出出るるものとする。その申し出の効力の発生時期は、申し出のあった日時とする。 

宿宿舎舎へへのの変変更更のの連連絡絡のの際際はは配配宿宿決決定定通通知知書書にに変変更更内内容容をを記記入入ししＦＦＡＡＸＸ、、そそのの後後、、電電話話にに  

てて着着信信確確認認とと変変更更内内容容のの確確認認をを宿宿舎舎とと行行ううももののととすするる。。  

入入宿宿７７日日前前ままででにに宿宿泊泊者者名名簿簿をを宿宿泊泊施施設設へへ FFAAXX ににてて連連絡絡しし、、滞滞在在予予定定・・食食事事回回数数、、食食事事  

時時間間、、アアレレルルギギーー等等のの有有無無、、競競技技特特性性（（勝勝ちち帰帰りり、、負負けけ帰帰りり））ににつついいてて打打ちち合合わわせせをを行行うう  

ももののととすするる。。  

エ 宿泊を取り消した場合の取消料は次のとおりとし、宿泊責任者または本人が当該宿舎へ 

直接支払うものとする。 

① 入宿前  

 

 

 

 

 

 

 

宿宿泊泊取取消消ししのの申申出出区区分分  宿宿泊泊取取消消料料  

宿泊予定日の３日前まで 不 要 

宿泊予定日の前日まで 宿泊料金の４０％ 

宿泊予定日（１２時まで） 宿泊料金の５０％ 

宿泊予定日（１２時以降）及び無連絡（不泊） 宿泊料金の１００％ 
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② 入宿後 

選手・監督・コーチ・マネージャー等が競技の結果（敗戦等）により、予定していた 

    宿泊を取消す場合のみ、①の定めにかかわらず、次の区分を適用する。その他の事情に

よる取消しは宿泊料金表による金額を支払うものとする。 

 

 

 

 

 

 

オ 宿泊申込み後、変更・取消しの申し出がないまま宿泊をしなかった場合の取消料は、上 

記エの定めに関らず、宿泊料金の全額とする。 

カ 入宿後は代表者と宿舎間で滞在予定、食事の有無、食事時間、利用に際しての注意事項、 

競技結果による宿泊変更の可能性の有無について打合せを行うものとする。 

精精算算時時はは「「宿宿泊泊精精算算確確認認書書」」（（施施設設ににてて配配布布））にに記記入入しし宿宿泊泊実実績績をを確確認認ののううええ現現金金ににてて  

精精算算をを行行ううももののととすするる。。  

22 泊泊以以上上のの場場合合はは、、宿宿舎舎とと「「宿宿泊泊連連絡絡票票」」（（施施設設ににてて配配布布））をを毎毎朝朝手手交交し、宿泊人数、食 

事等の利用実績と予定を確認することとする。 

特特にに、、競競技技特特性性にによよりり勝勝ちち帰帰りり、、負負けけ帰帰りりがが発発生生すするる可可能能性性ががああるる場場合合はは宿宿泊泊施施設設にに事事  

前前にに綿綿密密にに打打ちち合合わわせせをを行行ううももののととすするる。。 

キ 宿泊責任者または本人が宿泊取消料を支払うことが出来ない場合は、宿泊申込み代表者 

が最終責任を負うこととする。 

ク 食事条件の変更 

競技の都合により、申込みしている食事条件から変更が生じる場合、下記申し出期限ま 

でに宿舎に連絡した場合に限り、変更することを可能とする。 

 

 

 

 

（５）弁当申込み 

ア 弁当申込みは、各県競技団体が大会専用ホームページより種別毎に数量及び該当次項を 

入力の上、完了するものとする。 

イ 弁当における数量は、あらかじめ必要な数量を申し込み、弁当の取消しが生じた場合は、 

（６）に従って申し出るものとする。 

 

（６）弁当の変更及び取消し 

ア 申込後の変更 

初日の弁当については、配送日２日前までに大会専用ホームページより宿泊責任者が、 

数量を訂正し入力の上、完了するものとする。 

イ 大会２日目以降の変更及び取消しについて 

利利用用前前日日のの 1177：：0000 ままででにに中中国国ブブロロッックク大大会会デデススクク（（JJTTBB 広広島島支支店店内内））にに電電話話連連絡絡ををすす  

るるももののととすするる。。  

 

 

 

 

宿宿泊泊取取消消ししのの申申出出区区分分  宿宿泊泊取取消消料料  

宿泊予定前日（１８時まで） 不 要 

宿泊予定前日（１８時以降） 宿泊料金の４０％ 

宿泊予定日当日及び無連絡（不泊） 宿泊料金の１００％ 

区区分分  申申出出期期限限  宿宿泊泊料料金金  

朝食の変更 前日の１２時まで 該当区分料金 

夕食の変更 前日の１８時まで 該当区分料金 

弁弁当当取取消消ししのの申申出出区区分分  弁弁当当取取消消料料  

前日 17：00 までの解除 不 要 

上記以降、当日の解除及び無連絡 代金の１００％ 
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※ ７月 16 日、８月 13 日、20 日、27 日の土曜日は大会デスクを営業する。 

その他の休業日については、大会デスク担当者より変更及び取消しの連絡先を宿泊責 

    任者に伝えることとする。 

 

（７） 弁当の配送場所・受け渡し方法 

各競技団体の指定する競技会場とする。 

11：00～12:00 に配送弁当業者または大会デスク担当者より申込代表者の携帯電話に連絡 

するものとする。弁当ガラは指定時間までに指定場所に持参することとする。 

13:00 までに引き取り連絡のない場合は衛生管理上の理由により破棄するものとする。 

 

５ 宿泊・弁当料金の支払い、返金方法 

（１）料金の支払い 

[宿 泊]  宿泊責任者（宿泊申込代表者が宿泊者の中から定めたもの）が、現地宿泊施 

設での各宿舎の指定する方法により現地での現金精算とする。（場合によって 

は個人精算でも可とする）その際は現金精算または、クレジット精算ができる 

宿舎においてはクレジット精算でも可能とする。 

      尚、精算日や精算方法、滞在予定、滞在中の注意事項について、各宿舎と宿 

泊責任者で打合せを行うこととする。 

[弁 当]  利利用用日日のの 11 週週間間前前ままででにに、人数×弁当代を大大会会デデススクク指指定定振振込込口口座座へへ事事前前にに  

振振りり込込むむ。。  

      請請求求書書はは申申込込代代表表者者宛宛にに事事前前送送付付すするるここととととすするる。。  

振振込込みみのの際際はは県県名名、、競競技技名名、、代代表表者者名名をを明明記記すするるここととととすするる。。  

        ※※  宿宿舎舎でではは弁弁当当支支払払いいのの受受付付はは行行わわなないい。。  

変更・取消し・欠食等における返金・追加請求について 

返金の場合：大会終了後、指定の「返金振込先」口座にＪＴＢより返金する 

こととする。 

      追加請求の場合：申込代表者に追加請求することとする。  

（２）領収証 

宿泊の領収証は清算時、宿泊施設より受け取るものとする。 

弁当の領収証が必要な場合は、トップページの領収証発行依頼（弁当）をダウンロードし、

必要事項を記入の上、大会デスクへメール又はＦＡＸにて連絡することとする。 

競技終了後、大会デスクが発行し郵送することとし、連絡がない場合は発行しない。 

※  必要事項：県名、競技名、代表者、連絡先、送付先、領収証内容（宛名、対象期間、金

額、但し書き、入金日） 

 

【申込み・問い合わせ先】 
 

 

 

申込専用ホームページへは、公益財団法人広島県スポーツ協会のホームページからお進みください。 
（公益財団法人広島県スポーツ協会のホームページ  https://hiroken-spokyo.jp/ ） 
【【幹幹事事社社】】 
  ㈱㈱ＪＪＴＴＢＢ  広広島島支支店店『『第第 7777 回回国国民民体体育育大大会会  中中国国ブブロロッックク大大会会』』デデススクク  
  
〒〒773300--00003311  広広島島県県広広島島市市中中区区紙紙屋屋町町 22--22--22 紙紙屋屋町町ビビルル 22 階階  
（（営営業業時時間間／／99::3300～～1177::3300  休休業業日日／／土土･･日日･･祝祝日日））  
  
TTEELL：：008822--554422--22773322  FFAAXX：：008822--224400--66003300  EE--mmaaiill::ttaaiikkaaii__hhiijj@@jjttbb..ccoomm  
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１ 参加申込選手

       ※注）階級制の競技においては種目欄に階級も記入

２ 交代(変更）・棄権の理由（該当する番号に〇をつけ、症状や具体的な内容をチェック又は記述）

１．体調不良のため（コロナ関連以外）　（症状：　　　　　　　　　　　　　　　　）

２．怪我のため

３．一身上の都合

４．コロナ関連　（　　 　       　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

５．その他 （　　     　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

３ 交代(変更）者

※１ 交代（変更）者が監督の場合は、連絡先を記入。

※２

※３ 　所在地は、市区町名まで記入。ふるさとを選択した場合には「卒業学校名」を記入。

※４

　 令和　　　年　　　　月　　　　日

第77回国民体育大会（特別国民体育大会冬季大会）中国ブロック大会

広 島 県 実 行 委 員 会 会 長　 様

公益財団法人　　　

印

(当該競技団体）

会長（代表者） 印

中央競技団体

登 録 の 有 無

生年月日
　　年　　　月　　　日生

（　　　歳）

  所属区分※２

種目※注)

（階級）

連絡先
（ＴＥＬ)※１

連絡先
（メール）※１

フリガナ

氏　　名

５５      第第７７７７回回国国民民体体育育大大会会((特特別別国国民民体体育育大大会会冬冬季季大大会会））
中中国国ブブロロッックク大大会会参参加加選選手手・・監監督督【【交交代代((変変更更))届届・・棄棄権権届届】】

種　別

参加申込者名

※棄権の場合は記入不要

競　技　名

県体育・スポーツ協会

協会・連盟

所属の所在地※３

　プログラム掲載用所属

会長（代表者）

そ の 他 の 必 要 事 項

第75回大会参加

都 道 府 県 名

第76回大会参加

都 道 府 県 名

　今回（第77回大会）と第76回大会（不出場の場合は第75回大会）の参加都道府県が異なる場合のみ記入。
　［１．新卒業者　２．結婚又は離婚　３．ふるさと（成年）　４．一家転住（少年）　５．JOCエリートア
カデミー（少年）　６．東日本大震災に係る特例措置］

　第77回大会（都道府県予選会、ブロック大会）所属都道府県について、次のいづれかを選択して参加したか
を記入。
　成年種別 （ア．居住地を示す現住所　　イ．勤務地　　ウ．ふるさと）
　少年種別　 ア．居住地を示す現住所　　イ．学校教育法第１条に規定する学校の所在地　ウ．勤務地
　　　　　　 エ．「JOCエリートアカデミーに係る選手の参加資格の特例措置」に定める小学校の所在地

（身長、体重、記録、段位等）

例外適用
　　※４

有　・　無
有の場合
番 号 等

5　第77回国民体育大会(特別国民体育大会冬季大会)
中国ブロック大会参加選手·監督【交代(変更)届·棄権届】
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